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＊プロフィールは2020年３月時点のものです。　＊1　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。

　現任校に着任して２年目の2019年度、吉村竜成先生は初めて

学級担任を受け持った。学校行事や部活動の中心となりながら、

進路に思い悩むことも増える２年生。学級づくりで大切にして

きたのは、生徒一人ひとりとの関係をしっかり築くことだ。「生

徒個人と担任との信頼関係があり、それが生徒の数だけ重なる

ことで、よい学級ができると思うのです」と吉村先生。成長する

生徒の姿を思い描き、自分なりに支援しようと働きかけてきた。

　高校生活を授業と部活動だけに終わらせず、学校の外に出て

視野を広げてほしい─。多様な人との出会いや様々な経験を

重ねることを願い、生徒が参加できる社会的な活動を探したり、

企業や自治体に依頼して社会人の話を聞けるようにしたりと、

生徒の志望に応じて機会を提供し続けた。「希望進路は、１つに

決まらずに悩んでもよいから、まずは選択肢を持っていること

が大切だよ」と、生徒に語りかける。

　担当教科の数学でも、大切にする

のは社会とのつながりだ。定理や公

式、記号が生まれた社会的背景を説

明したり、学習内容が実社会で活用

されることを実感できる出題にした

りと、受験のためだけの学びとなら

ないようにする。前任校から授業に

知識構成型ジグソー法（＊１）を取

り入れたのも、「数学の知識だけでは

なく、周りと力を合わせて問題を解

決する力を育みたいから」と、その

思いを語る。

　この１年、どのようなことが起き

ても、生徒を頭ごなしに否定しな

かった。「吉村クラスは居心地がよ

いクラス！」と生徒は口をそろえる。

吉村先生も、「自分を出しても大丈夫と、クラスが安心できる

場になったのかもしれません。主体的に動く生徒が増えてきた

と感じています」と、生徒の変化を喜ぶ。そして、「先生が友

人のように感じることもある」と言われるほど、生徒との距離

は近くなった。副担任の時とは比較にならないほど、友人関

係や進路のことを相談されるようになり、中には誰にも言えな

かった悩みを打ち明けた生徒もいた。「担任の醍醐味を感じる

のと同時に、責任の重さも身に染みた。生徒たちの思いに応え

ていきたい」と、決意を新たにする。

　４月からは3学年の担任となることに「わくわくしています」

と吉村先生。学級担任として初めて送り出すことになる生徒た

ちが笑顔で春を迎えられるよう、全力投球の１年がまた始まる。

吉村竜成先生　教職歴 10 年。同校に赴任して２年目。２
学年担任。進路指導部。野球部顧問。

島根県立松江南高校　全日制／普通科・理数科／共学／
１学年 約 280 人／ 2019 年度入試合格実績（現浪計）国
公立大は、大阪大、神戸大、鳥取大、島根大、九州大など
に 163 人が合格。私立大は、上智大、早稲田大、同志社大、
立命館大などに延べ 297 人が合格。

Profile

全力でわくわく
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緊急ヒアリング＆オンラインインタビュー2

臨時休校要請 教師は、何を考え、どう動いたか

　いつも『VIEW21』高校版をお読みいただき、ありがとうござ
います。
　新年度は、例年とは大きく様相の異なるスタートとなりまし
た。学校現場では、この度の新型コロナウイルスの感染拡大を
受け、２月２７日、政府より、全国すべての小・中学校、高校、
特別支援学校に、春季休業までの臨時休校が要請され、３月２日
から、多くの学校が休校となりました。
　突然の休校に、現場の先生方は何を思い、考え、どのような
行動をされたのか。編集部では、現場の先生方に緊急ヒアリン
グとオンラインによるインタビューを実施し、状況を伺いました。
そこには、「生徒のために、今できること」を一生懸命考え、そ
れを実行する先生方の姿がありました（次ページから、ヒアリ
ング及びインタビューの詳細をお伝えしております）。
　本号の製作では、休校の影響で発刊が危ぶまれる局面もあり

ました。しかし、こうした時だからこそ、頑張られている学校
や先生のお取り組みを学校現場に届けようと、編集部一同、「今
できること」に全力を尽くしました。その結果、一部、製作を
見送ったコーナーがあるものの、現場の先生方を始め、多くの
方のお力添えのおかげで、これまでとほぼ同じラインアップで、
本号をお届けすることができました。この場を借りて、厚く御
礼申し上げます。
　「今できること」に精いっぱい取り組む。それは、どのような
時でも大切なことですが、様々な制約がある今だからこそ、よ
り求められることなのかもしれません。本号を通じて、先生方
の「今できること」をご支援するとともに、先生方に少しでも
勇気や元気をもたらすことができましたら、幸いです。
　１日も早く事態が収束すること、そして、生徒の皆様や先生
方が日常を取り戻されることを、心より祈念しております。

VIEW21編集部　統括責任者　柏木崇

今、できること

リニューアル

リニューアル

新連載

新連載

新コーナー告知
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多くの学校で
年度内の
最終登校日

政府より、全国の
小・中学校、高校、
特別支援学校に
休校要請が出される

2/28 2/27

今後、顕在化してくるであろう課題を受け止める覚悟を持ちながら、教師は、 生徒のために今できることを考え、行動した。

１時間程度のホームルームだった
が、クラスのよかった点を褒
めるとともに、地域のことを

考える気持ちや夢を抱くことの大切
さを語った。そして、４月から希望進
路の実現に向けて動き出すために、休校
中をどう過ごせば有意義なものになるか、
自分自身でできることを考えて実行しよ
うと伝えた。（宮城県）

学年集会ができず、最終登校日
に、学年主任として私が書いた
プリントを配布してもらった。何

をするかを生徒に考えさせようと、あえ
て抽象的な言葉を選んだ。「（略）休み明
け、３年生に進級すると進路選択が本格
化するが、全国のライバルがこの休みを
どう過ごしているのかを想像しよう。こ
のチャンスをつかみなさい。今、みんな
に求められているのは、真の『学ぶ力』
だ」（静岡県）

「休校中の過ごし方で、受験の結
果は変わるだろう。過去問題な
ど、教材はたくさんある。課題

にプラスアルファの勉強をして、来年の
今頃は笑っていよう！」と、生徒に話した。
「勉強しておかないと大変だ」と不安をあ
おるのではなく、「ここで勉強すれば得
だぞ！」といった前向きな思いを持
たせるように心がけた。（福岡県）

自分は何をすればよいのか、
何に頼ればよいのかを、自ら
考える時間にしてほしい。そ

れらを考えなかったとしても、そのこと
がどういった結果を生むのかを、自分
事として実感できる機会になる。自分の
代わりに考えてくれる人がそばにいては、
いつまで経っても自分事として捉えられ
なくなるからだ。（長崎県）

「これからの社会で求められる
のは、主体性」と生徒に常々伝
えてきたことが、まさに問われ

る状況になった。休校中の過ごし方が、
高校生活に大きな影響を及ぼし、学
力差の広がりも懸念される。己を律
し、志を持って毎日を送ってほしい
と思った。我々教師にも、「主体性」と
は何かを考え、これまでの指導を振り返
り、今後の指導を考える機会になったの
ではないか。（秋田県）

授業に加えて部活動も長期にわ
たって休みとなるのは、普段では
考えられないチャンスと捉え、今

までの授業で理解できなかった部分の総
復習をしてほしいと思った。授業や課題
に受け身で取り組むのではなく、自ら進
んで学ぶことがいかに学力を伸ばす
のか、主体的に学ぶことの楽しさを
知ってほしいと思った。（秋田県）

最終登校日、
教師は、生徒に
どんなメッセージを
送ったのか

突然の休校要請。
教師は、生徒にこれから
どのように過ごして
ほしいと思ったのか

2 Apr i l  2020
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＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
＊２　生徒個人にフォーカスして、多面的な分析を基にした効果的な面談指導をサポートする指導支援ツール。　　　

新年度・新学期が
始まるも、
一部の地域は
休校を延長

多くの学校で
春季休業開始

多くの学校で
休校開始

4月第2週 3月第4週 3/2

今後、顕在化してくるであろう課題を受け止める覚悟を持ちながら、教師は、 生徒のために今できることを考え、行動した。

e ポートフォリオでの学習記録を
見ると、日頃できなかった読書
など、生徒は思った以上に教科

以外の学びに時間を割いていた。「早く
学校に行きたい」と書く生徒も多く、
他者と学ぶことの意義に気づいたよ
うだ。ただ、学習に取り組めている生徒
とそうではない生徒の差が広がっている
と感じる。主体的に学習できる力の育成
の重要性を改めて感じた。（北海道）

本校では「Compass」（＊２）の
タイムラインに学習や生活の記
録をさせたところ、自分で考えた

模擬試験の対策法をアップし、教師にコメ
ントを求めてきた生徒がいた。その前向き
な姿勢は、職員室の明るい話題となった。
授業のない状況下で、学びに対して渇
きを覚えたのだろう。普段でも学びに渇
きを感じる状況をつくれば、おのずと自律
的学習者になると思った。（大分県）

本校では、学年末考査終了後か
ら４月までの課題を既に出して
いたため、休校中、多くの生

徒は自分のペースで主体的に学習を
進められていた。ただ、家庭学習では、
生徒同士の教え合いなど、周りから刺激
をあまり受けることができない。対話的
な部分は SNS では十分できず、深い学
びは難しいのかもしれない。（福岡県）

毎朝定時に健康観察アンケー
トをアプリで配信。３日連続
で返信がなければ、電話連絡

することにした。生活リズムを整える
一助にしてもらおうと、連絡事項は
12 時、課題は 16 時に配信。「過去
問に挑戦します」「自分の勉強を
始めました」といった生徒のコメ
ントに、自覚を持って生活する姿
がうかがえて安心した。（青森県）

週１回、生徒一人ひとりに電
話し、生活の状況や課題の
進捗、困ったことなどを確認

した。普段は勉強熱心ではない生
徒が、電話越しに「頑張っていま
す！」と元気に答えてくれ、うれ
しかった。（長崎県）

メールでのやりとりや、登校
日や個別の事情で学校に来た
生徒との対話では、「しっか

りやっています」と言う生徒が多かっ
た。ただ、生徒が取り組む内容が
想定内で、可能性が感じられず不
安だ。家庭学習が本当に自分の身に
なっているのかどうかが分からず、生
徒の声が自信がなさそうだった点も、
気になっている。（茨城県）

出校日のみの登校とし、学級
ごとに担任が対応した。生徒
に毎日の部活動の自主練習の

記録を見せてもらい、休校中の過ごし
方を確認し、励ました。自分のことを
伝えるのは、生徒にとって生き生
きした時間のようだった。（福岡県）

教師は、
生徒のどんな成長を

見たのか

休校期間中、
教師は、生徒とどのようなやりとりをし、

何を感じたのか

オンラインでのコミュニケーション例

生徒：進路について考えた。休校中
にある程度決めたい。
教師：よい時間の使い方をしていま
すね。まとまった時間に、じっくり
と自分と向き合おう！
生徒：休みが始まって 1 週間。 この
ままモチベーションを保ちたい。
教師：そうですね、このモチベーショ
ンを維持していきたいですね。その
ためには、何が必要だと思いますか。

生徒の質問には、「Classi」（＊
１）でのコメントのやりとり
で回答し、理解してもらえた。

添削は、e ポートフォリオに生徒に解
答をアップしてもらい、その生徒と作
成したグループで教師が添削した画
像を送った。また、学習時間を入力し
てもらい、学年平均と学年トップの学
習時間を学年のグループにアップす
る「勉強マラソン」を２日間実施した。
自覚を持って学習した生徒は、自
ら学習する効果の高さを実感した のではないか。（秋田県）
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２
月
27
日
夜
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
政
府
は
全

国
の
小
・
中
学
校
、
高
校
、
特
別
支
援
学

校
に
対
し
、
３
月
２
日
か
ら
臨
時
休
校
す

る
よ
う
要
請
を
し
ま
し
た
。
帰
宅
中
に
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
私
は
、
急
い
で
当

時
の
勤
務
校
の
福
岡
県
立
城
南
高
校
に
戻

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
生
徒
支
援

の
可
能
性
を
先
生
方
と
検
討
す
る
準
備
を

始
め
ま
し
た
。
私
は
、
福
岡
県
教
育
セ
ン

タ
ー
に
籍
を
置
い
て
い
た
５
年
前
に
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
に
取
り

組
む
中
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
＊
１
）
の
こ
と
を

知
り
、
そ
れ
以
降
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
通
じ
て

全
国
の
先
生
方
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
勉
強
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
回
の
臨
時
休
校
の
要
請
を
知
っ

た
瞬
間
、「
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
生
か
し

て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
る

は
ず
だ
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
の
城
南
高
校
に
は
、
授
業
動
画
を

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る

先
生
が
い
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
や
部
活
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
は
、

画
面
で
対
面
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
が
向
い
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら
そ
の
使
い
方
を

教
え
て
ほ
し
い
と
の
声
が
上
が
っ
た
の

で
、
３
月
５
日
に
は
、
私
も
講
師
と
な
っ

て
、
希
望
す
る
先
生
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ー
ル
の
活
用
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
早
速
、
運
動
部
の
顧
問
が
部
員
と
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
始

め
、
さ
ら
に
、
担
任
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
と

行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
へ
と
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
　

　
休
校
中
の
職
員
会
議
で
、
私
が
先
生
方

い
か
」
と
、
率
直
に
私
に
思
い
を
ぶ
つ
け

て
く
だ
さ
る
先
生
も
い
ま
し
た
。
そ
の
気

持
ち
も
と
て
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。私
は
、

そ
う
い
っ
た
生
徒
た
ち
が
ど
う
す
れ
ば
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
が
可
能
に
な
る
か
、
知
恵

を
絞
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
予
測
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
の
状
況
下

で
、
こ
れ
ま
で
あ
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
の
中
に
も
、
変
え
ら
れ
る
こ
と
、

変
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
が

つ
い
た
先
生
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
新
し

く
着
任
し
た
福
岡
西
陵
高
校
は
、
福
岡
市

教
育
委
員
会
の
支
援
の
お
か
げ
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
サ
ポ
ー
ト
が
実
現
で
き
そ
う
な
予

感
が
し
て
い
ま
す
。

に
伝
え
た
の
は
、「
こ
う
し
た
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
常
識
や
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
若
手
の

先
生
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
生
徒
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
て
い
る
こ
と

を
、
学
校
名
を
出
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
し

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
」
と
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
、「
全
国
の
先
生
方
の
役

に
立
つ
こ
と
、
勇
気
づ
け
る
こ
と
な
の
だ

か
ら
、
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
で
す
よ
」
と
答
え

ま
し
た
。
中
に
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
家
庭
の
生
徒
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
か
ら
、
や
め
た
方
が
よ
い
の
で
は
な

予
測
だ
に
し
な
か
っ
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

※
和
田
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
（
編
集
部
）。

３月 1 日、SNS での呼びかけ。「日本全国の先
生方と一緒に頑張りたいと思ったのです」と和
田先生。（和田校長の Facebook 投稿より）

３月５日には、オンライン会議ツールを活用し
た生徒支援のための校内講習会を和田校長自ら
開催。（和田校長の Facebook 投稿より）

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

福
岡
県
・
福
岡
市
立
福
岡
西
陵
高
校
　校
長

（
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
着
任
）　

和
田
美
千
代

教師は、
何を考え、
どう動いたか

＊1 PC・スマートフォン・タブレットで通話に参加できるビデオ通話アプリ/ サービス
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臨時休校要請　教師は、何を考え、どう動いたか

　中学生、高校生が、自身の興味・関心に基づいた

探究活動の成果を研究や作品にして発表し、各分

野の専門家や企業人と対話、交流する「ベネッセ

STEAM フェスタ」。当初、3 月 20 日に都内の会場で

開催の予定だったが、新型コロナウイルスの感染拡

大を受けて、オンラインでの開催となった。

　当日は約 80 人の生徒、高校教師、大学教授らが

参加。アカデミック、ソーシャルイノベーション、

School Maker Faire の３部門の発表・講評などが、

オンライン上で行われた。生徒の研究成果は、事前

に Web 上で参加者に公開され、感想や質問も同サイ

トに自由に書き込めるようにすることで、発表者と

参加者同士の対等な対話を可能にした。当日は、オ

ンラインへのログインに手間取る生徒もいたが、「ベ

ネッセ STEAM フェスタ」スタッフが待機し、チャッ

ト機能を利用して参加者一人ひとりに丁寧に応対。

スムーズにオンライン参加できるように支援した。

また、参加者をオンライン上で小グループに分け、

そのグループ内で自己紹介や振り返りを行うなど、

参加者の交流が進みやすくなるように配慮がなされ

た。

　「ベネッセ STEAM フェスタ」の開催責任者は、「生

徒だけでなく、社会人や専門家など、参加者全員が

学び、新しい価値を生み出す場をデザインするとい

う意味では、オンラインでの開催にはメリットが多

くあった」と振り返る。

　「インターネットによる学びの場が整備されたこと

で、中高生でもいち早く一人前の探究者となれるよ

うな高速道路ができました。しかし、その先にある

のは大渋滞です。皆さんには、大渋滞を突き抜ける

大胆な挑戦をしてほしい。私たちは、大人がすぐに

は理解できないような挑戦を楽しみにしています。

皆で社会を揺さぶるような挑戦をしましょう」（同責

任者）

オンラインで中高生が学びを深めた「ベネッセSTEAMフェスタ」

ベネッセ STEAMフェスタの当日の詳細は、右の開催レポートでご覧いただけます▶https://steamfesta.benesse.co.jp/report.html

高校生グループの作品例。中学生の時に「あみだくじ」に興味を持っ
た経験を基に、研究をスタートさせたという。

参加者は、事前に作品に対する感想や質問を Web 上に書き込むこと
ができた。活発なやりとりがフェスタ当日への期待を高めた。

オンラインで開催された「ベネッセ STEAM フェスタ」。参加者全員
での話し合いや少人数規模での対話が Web 上で部屋（ルーム）を分
けて行われた。

ログインできた後も、マイク機能やカメラ機能上の使用トラブルに
見舞われた中学生、高校生に対して、複数のスタッフが対応。全員
がオンラインでの交流を楽しむことができた。
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Featured特集

「あり方・生き方」を
考える

─主体的な進路選択のために─
予測困難で変化の激しいこの社会を、生徒はどのようにして生きていけばよいのだろうか。
新学習指導要領に関する中央教育審議会の答申（＊）に、次のような一節がある。

「予測できない変化に受け身で対処するのではなく、主体的に向き合って関わり合い、その過程を通して、
自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となっていけるようにすることが重要である」

進路選択においても、自分の人生に主体的に向き合うことが今後一層求められるが、
そこで鍵となるのが、新学習指導要領の総則等にも示されている、自己の「あり方・生き方」を考えることだ。

今号では、どのような教育活動が、生徒が自身の「あり方・生き方」を考えることにつながるのか、
そして、それらを考えることで、生徒にどのような変容がもたらされるのかを、

実践事例や識者へのインタビューを通じて、ひも解いていく。

「あり方・生き方」を考えることにつながる
２校の実践

「あり方・生き方」　　　を考えることで
もたらされる　　　生徒の変容

他者との協働や自己の内省が
あるからこそ、

他者のことまでもよく考えて、
自分の生き方を選べる人に
なれるのだと思います。

東京都・私立品川女子学院中等部・高等部

「どう生きたいのか」を考えて、
実践するのは難しいことですが、
それができるようになると、
その人自身も生きるのが
楽になり、幸福になります。
慶應義塾大学大学院　教授　前野隆司

生徒の希望を聞きながら、
「どう生きていきたいのか」
といった人生観を語らせ、
具体的な進路に
結びつけていきます。
愛知県立東海商業高校

P. 8 ─11P. 16─19 P. 12 ─15

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
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生徒が「あり方・生き方」を
考えるための手立て

新学習指導要領に示される
「あり方・生き方」を考える必要性

「あり方・生き方」　　　を考えることで
もたらされる　　　生徒の変容

自分のあり方や生き方を考え、
それらを深めるのは、様々な経験
の中で得た気づきや疑問、

不安などを他者と共有する中に
おいてではないでしょうか。
東京大学大学院　教授　梶

かじたに

谷真司

地域で活躍する人たちの話を
聞き、情熱に触れる中で、

「将来こんなことをしたい」という
思いが、自分の中からたくさん
出てくるようになりました。

岩手県立高
たか

田
た

高校

P. 26 ─27

P. 20 ─24

第１章　総則　第５款　１（３）
　生徒が，学ぶことと自己の将来と

のつながりを見通しながら，社会的・

職業的自立に向けて必要な基盤とな

る資質・能力を身に付けていくこと

ができるよう，特別活動を要としつ

つ各教科・科目等の特質に応じて，

キャリア教育の充実を図ること。そ

の中で，生徒が自己の在り方生き
方を考え主体的に進路を選択す
ることができるよう，学校の教育
活動全体を通じ，組織的かつ計
画的な進路指導を行うこと。
出典／文部科学省「高等学校学習指導要領（平
成30年告示）」
＊文章中の太字・網かけは編集部によるもの。

第３章　第２節　目標の趣旨　１（３）
　自己の在り方生き方を考えることについては，次の三つの角度か
ら考えることができる。一つは，人や社会，自然との関わりにおいて，

自らの生活や行動について考えて，社会や自然の一員として，人間と

して何をすべきか，どのようにすべきかなどを考えることである。二つ

は，自分にとっての学ぶことの意味や価値を考えることである。取り

組んだ学習活動を通して，自分の考えや意見を深めることであり，また，

学習の有用感を味わうなどして学ぶことの意味を自覚することである。

そして，これら二つを生かしながら，学んだことを現在及び将来の
自己の在り方生き方につなげて考えることが三つ目である。学習
の成果から達成感や自信をもち，自分のよさや可能性に気付き，
人間としての在り方を基底に，自分の人生や将来，職業につい
て見通し，どのように在るべきかを定めていくことである。
出典／文部科学省「高等学校学習指導要領解説　総合的な探究の時間編」
＊文章中の太字・網かけは編集部によるもの。

生徒の・教師の・自校の・社会の
NEXTを語り合うワークシート
今号の特集のテーマを校内の教師同士で
深めるツールとして、ご活用ください

P. 28─29

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。
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東
京
都
品
川
区
に
位
置
す
る
私
立
品
川

女
子
学
院
中
等
部
・
高
等
部
は
、完
全
中
高

一
貫
教
育
を
行
う
女
子
校
だ
。漆う

る
し

紫し

穂ほ

子こ 

理
事
長
が
教
諭
・
校
長
時
代
か
ら
学
校
改

革
に
取
り
組
み
、
進
学
実
績
を
上
げ
て
き

た
。

　
進
学
指
導
に
力
を
入
れ
る
中
、
学
力
が

伸
び
る
生
徒
は
、
目
的
意
識
を
明
確
に

持
ち
、
学
習
へ
の
動
機
づ
け
を
自
ら
で
き

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
目
的
意
識
を
持

た
せ
る
た
め
の
活
動
を
取
り
入
れ
て
き

た
。
そ
の
推
進
の
過
程
で
、
同
校
の
教
育

活
動
の
軸
と
な
っ
た
の
が
、
28
歳
の
時
に

社
会
で
活
躍
す
る
自
分
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ

　「28project

」
の
特
徴
は
、
社
会
と
直

接
か
か
わ
り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で
協
働
し

て
取
り
組
む
数
々
の
探
究
学
習
に
あ
る

（
図
１
）。
同
校
で
は
、
14
年
度
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

（
＊
１
）
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
、

生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

「
問
題
発
見
力
」「
共
感
力
」「
発
信
力
」「
内

省
力
」「
英
語
プ
レ
ゼ
ン
力
」「
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
６
つ
に
設
定
。多

く
の
体
験
を
通
し
て
失
敗
と
成
功
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
挑
戦
す
る
姿
勢
を
持
ち
、

他
者
と
協
働
し
て
物
事
を
成
し
遂
げ
る
力

を
育
む
と
い
う
ね
ら
い
の
下
、地
域
や
企

業
、大
学
と
連
携
し
て
い
た
従
来
の
活
動

し
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
必
要
な
資
質
・

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「28project
」
だ
。神か

み

谷た
に

岳
副
教
頭
は
、28

歳
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
理
由
を
こ
う
語
る
。

　「
大
学
卒
業
後
に
就
職
し
た
場
合
、
28

歳
は
社
会
人
５
〜
６
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
仕
事
を
一
通
り
覚
え
、
自
分
は
社
会

に
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の
か
を
考

え
始
め
る
時
期
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私

生
活
で
は
、
結
婚
や
出
産
を
考
え
る
よ
う

に
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
お
い

て
、
自
分
で
目
標
を
見
い
だ
し
、
そ
の
達

成
に
向
け
て
行
動
す
る
力
や
、
前
向
き
に

自
分
自
身
を
動
機
づ
け
す
る
力
を
育
む
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　「28project

」
は
、
２
０
０
３
年
度
に
、

既
存
の
教
育
活
動
を
整
理
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
経
て
、
現
在

の
形
に
至
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
が
教
師
間
で
共
有
さ

れ
、
今
で
は
、
ど
の
教
師
も
28
歳
の
生
徒

の
姿
を
念
頭
に
置
い
て
、
生
徒
と
接
し
て

い
る
。
進
路
進
学
指
導
部
長
の
斉
藤
浩
司

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
生
徒
に
は
、『
高
校
卒
業
後
10
年
の
節

目
に
も
な
る
28
歳
の
自
分
の
姿
を
思
い
描

い
て
い
こ
う
』
と
、
授
業
や
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
、
様
々
な
場
面

で
伝
え
て
い
ま
す
。『28project

』
が
本

校
の
教
育
活
動
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
、

生
徒
も
自
覚
し
て
お
り
、
28
歳
を
１
つ
の

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
、
自
分
は
ど
う

あ
り
た
い
の
か
を
考
え
続
け
ま
す
」

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で

能
動
的
に
進
め
る
力
を
育
む

動
機
づ
け
に
も
通
じ
る

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
学
ぶ

東
京
都
・
私
立
品
川
女
子
学
院
中
等
部
・
高
等
部

28
歳
の
自
分
を
思
い
描
き
、そ
の
実
現
に
向
け
て

必
要
な
こ
と
を
見
つ
け
、行
動
す
る
力
を
育
む

「
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
の
育
成
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
東
京
都
・
私
立
品
川
女
子
学
院
中
等
部
・
高
等
部
で
は
、

自
分
の
人
生
を
能
動
的
に
築
い
て
い
け
る
力
の
育
成
を
目
指
し
て
、
２
０
０
３
年
度
か
ら
「28project

」
を
推
進
し
て
い
る
。

社
会
と
の
か
か
わ
り
、
他
者
と
の
協
働
、
他
者
評
価
・
自
己
評
価
な
ど
を
重
視
す
る
探
究
学
習
を
中
心
に
据
え
た
そ
の
取
り
組
み
を
見
て
い
く
。
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を
見
直
し
、中
高
６
年
間
に
わ
た
る
探
究

学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
た
。

　
探
究
学
習
の
教
育
的
効
果
を
よ
り
高
め

る
た
め
に
取
り
入
れ
た
の
が
、「
デ
ザ
イ

ン
思
考
」
の
学
習
だ
。
そ
れ
は
、
日
常
生

じ
っ
く
り
意
見
を
交
わ
し
、
時
に
は
同
じ

人
と
何
度
も
対
話
す
る
中
で
、
仕
事
や
人

生
へ
の
向
き
合
い
方
な
ど
、
深
い
話
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ

の
人
の
姿
勢
か
ら
生
徒
自
身
が
感
じ
る
も

の
も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
経
験
を

積
み
重
ね
る
中
で
、
自
分
は
ど
う
仕
事
に

向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、
大
人
に
な
っ
た

ら
ど
う
あ
り
た
い
の
か
を
内
省
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
神
谷
副
教
頭
）

　「28project

」
の
主
な
内
容
を
具
体
的

に
見
て
い
く
。

　
１
〜
３
年
次
は
、「
地
域
・
日
本
・
世

界
を
知
る
」
を
切
り
口
に
し
た
体
験
学
習

で
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
実
践
し
、
視
野
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
活
動
の
基
礎

を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
３
年
次
の
「
企
業
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
総
合
学
習
」
で
は
、
企

業
と
共
同
で
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
に
挑
戦
す
る
。
そ
う
し
た
経
験
を
積

み
重
ね
た
上
で
、
４
・
５
年
次
は
「
起
業

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
５
年
次
は
家
庭
科

で
Ｃ
Ｂ
Ｌ
（
＊
２
）
に
取
り
組
む
。

　「
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
ク
ラ

ス
単
位
で
株
式
会
社
を
設
立
し
、
文
化

す
。
そ
の
手
法
は
、
人
生
に
お
い
て
自
分

が
進
む
道
を
見
い
だ
す
過
程
と
重
な
る
と

考
え
ま
し
た
。探
究
学
習
で
も
人
生
で
も
、

『
そ
れ
は
お
か
し
い
』『
こ
れ
を
何
と
か
よ

く
し
た
い
』
と
い
っ
た
思
い
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
と
考
え
、
１
年
次
か
ら
段
階
を

追
っ
て
『
デ
ザ
イ
ン
思
考
』
を
学
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
」（
神
谷
副
教
頭
）

　
外
部
と
連
携
し
た
活
動
で
は
、
外
部
講

師
の
話
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
外
部
講
師

と
生
徒
が
対
話
し
、
協
働
作
業
を
す
る
場

を
必
ず
設
け
て
い
る
。

　「
保
護
者
で
も
教
師
で
も
な
い
大
人
と

活
の
中
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

を
発
見
し
、
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
練
り
上
げ
、
試
作
し
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
と
い
う
手
法
で
、
企
業
で

は
新
商
品
の
開
発
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
手
法
が
、
探
究
学
習
に
お
け
る

問
題
発
見
の
過
程
だ
け
で
な
く
、
生
徒
自

ら
が
人
生
に
お
け
る
動
機
づ
け
を
す
る
こ

と
に
も
生
か
せ
る
と
考
え
た
。

　「『
デ
ザ
イ
ン
思
考
』
で
は
、
テ
ー
マ
と

す
る
対
象
を
イ
ン
サ
イ
ト
（
洞
察
）
す

る
と
と
も
に
、
自
分
の
関
心
・
意
欲
の
中

か
ら
問
題
意
識
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
ま

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。
＊２　Challenge Based Learning の略。問題解決型学習の１つの方法。解決策を立案するだけでなく、その実践までを行うプロジェクト型学習。

副
教
頭
、
１
学
年
主
任

神
谷
岳
　

か
み
た
に
・
た
け
し

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

29
年
目
。
道
徳
・
総
合
検
討
委
員
会
。

進
路
進
学
指
導
部
長

斉
藤
浩
司
　

さ
い
と
う
・
こ
う
じ

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

20
年
目
。

Ｃ
Ｂ
Ｌ
担
当

丸
山
智
子
　

ま
る
や
ま
・
と
も
こ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
家
庭
科
担
当
。

東
京
都・私
立
品
川
女
子
学
院
中
等
部・高
等
部

◎
校
是
「
自
ら
考
え
、
自
ら
を
表
現
し
、
自
ら
を

律
す
る
」
の
下
、「
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
の
育
成
」

を
目
指
し
た
教
育
活
動
を
行
う
。
２
０
０
４
年
度

か
ら
中
高
完
全
一
貫
教
育
校
に
移
行
。
14
年
度
か

ら
５
年
間
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
。

◎
設
立
　
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
お
茶
の
水
女

子
大
、
東
京
農
工
大
、
横
浜
国
立
大
、
首
都
大
学

東
京
な
ど
に
15
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
上
智
大
、　
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明
治

大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
７
１
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.shinagaw

ajoshigakuin.
jp

プログラム名 実施学年 内容

デザイン思考
の育成

１年次
から順次

デザイン思考は、新たな価値や商品を生み
出すための手法の１つ。日常生活の中から
ユーザーのニーズや課題を発見し、事業・サー
ビスのコンセプトを練り上げ、アイデアを形
にして提案する。１年次からその基礎を学び、
体験学習などで実践。理論と実践を繰り返
して、徐々にその思考を身につけていく。

企業
コラボレーション
総合学習

３年次

毎年１〜２社の企業の協力を得て実施。生徒
と社員が共同して、新しい商品やサービスを
開発する。個人で考えた後、グループで議論
して原案を作成。クラス内で社員も含めて評
価し合い、選出されたクラス代表が学年で
発表し、最優秀作を決める。企業に認めら
れれば、実用化もされる。

起業体験
プログラム

４・５年次

クラス単位で株式会社を設立し、文化祭に
出す店を、企業経営と同じように運営する。
企業理念の設定に始まり、代表取締役、会計、
広報などの役割を決め、事業計画を立てて
準備。文化祭当日の販売を経て、決算をし、
株主総会を開催して会社を解散させる。

家庭科での
CBL（＊２）

５年次

４〜５人から成るチームごとに、身の回りの
生活での問題や疑問から課題を設定し、解
決策をまとめて提案。クラス発表、学年発
表を経て選ばれた代表チームが、オーストラ
リア研修に派遣され、現地の高校生に英語
でプレゼンテーションを行う。

＊学校資料を基に編集部で作成。

特集Featured

１
年
次
か
ら
の
積
み
重
ね
で

自
律
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

「28project」における主な取り組み図１
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祭
に
出
店
す
る
模
擬
店
を
経
営
す
る
活
動

だ
。
代
表
取
締
役
の
選
出
、
会
計
や
広
報

な
ど
の
担
当
決
め
を
行
い
、
企
業
理
念
を

設
定
し
て
、
事
業
計
画
を
作
成
す
る
。
出

資
を
募
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経

て
、
具
体
的
な
準
備
に
入
る
。
９
月
の
文

化
祭
に
向
け
て
、
４
月
か
ら「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
夏
季

休
業
な
ど
を
利
用
し
て
準
備
を
進
め
る
。

　「
商
品
や
食
品
の
単
な
る
販
売
と
せ
ず
、

そ
れ
ら
を
売
る
理
念
づ
く
り
か
ら
企
業
を

持
続
さ
せ
る
利
益
の
出
し
方
ま
で
を
経
験

さ
せ
よ
う
と
考
え
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始

め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、企
業
の
方
に
は
、

具
体
的
な
商
品
知
識
だ
け
で
な
く
、
企
業

理
念
な
ど
を
し
っ
か
り
語
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
斉
藤
先
生
）

　
家
庭
科
で
実
施
す
る
Ｃ
Ｂ
Ｌ
で
は
、生

徒
が
４
〜
５
人
の
チ
ー
ム
と
な
り
、身
の

回
り
の
問
題
や
疑
問
か
ら
課
題
を
設
定

し
、解
決
策
を
考
え
て
実
行
し
、そ
の
内
容

を
発
表
す
る（
写
真
１
）。19
年
度
は
、例
え

ば
、自
分
の
生
理
痛
を
父
親
に
理
解
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
経
験
か
ら
、男
性
の
生

理
痛
へ
の
理
解
を
促
す
活
動
を
提
案
し
た

チ
ー
ム
が
、生
理
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
設
。生
理
に
関
す
る
映
画
の
上
映

会
も
企
画
し
た
。家
庭
科
担
当
の
丸
山
智と

も

子こ

先
生
は
、Ｃ
Ｂ
Ｌ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

外
部
講
師
に
評
価
さ
れ
、順
位
が
つ
け
ら

れ
る
。
例
え
ば
、Ｃ
Ｂ
Ｌ
で
は
、
ク
ラ
ス

代
表
に
よ
る
学
年
発
表
を
行
い
、学
年
代

表
に
選
ば
れ
た
チ
ー
ム
は
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
研
修
に
派
遣
さ
れ
、現
地
の
高
校
生

に
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　「
評
価
の
際
に
は
、
評
価
基
準
を
明
示

し
、
評
価
の
過
程
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

生
徒
に
不
満
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。順
位
を
つ
け
る
こ
と
で
競
争
意
識

が
生
ま
れ
、よ
り
よ
い
も
の
を
つ
く
ろ
う

と
、
生
徒
は
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
結
果
、全
体
的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
の

成
果
が
得
ら
れ
ま
す
」（
神
谷
副
教
頭
）

　
２
つ
め
は
、相
互
評
価
と
自
己
評
価
の

場
を
設
け
る
こ
と
だ
。ま
ず
、
発
表
時
に

は
、評
価
シ
ー
ト
を
用
い
て
他
チ
ー
ム
の

発
表
を
評
価
す
る
。
活
動
終
了
時
に
は
、

チ
ー
ム
内
で
相
互
評
価
を
し
、相
手
に
伝

え
合
う
場
を
設
け
て
い
る（
写
真
２
）。そ

う
し
た
過
程
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、生
徒
は
、

評
価
の
順
位
も
納
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
個
々
の
特
徴
や
よ
さ
を
認

め
合
い
、
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
自

分
も
頑
張
ろ
う
と
意
欲
を
高
め
て
い
く
。

　「
多
く
の
生
徒
が
自
分
の
意
見
を
は
っ

き
り
言
う
の
で
、
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
も
め
ご
と
が
起
き
て
も

自
分
た
ち
の
力
で
解
決
し
ま
す
。
１
年
次

か
ら
様
々
な
生
徒
と
の
協
働
を
通
し
て
、

互
い
が
納
得
す
る
答
え
を
出
す
方
法
を
体

得
し
て
い
く
か
ら
で
し
ょ
う
」（
丸
山
先

生
）

　
自
己
評
価
で
は
、
チ
ー
ム
で
の
役
割
や

貢
献
度
、
活
動
を
通
し
た
自
身
の
変
化
、

チ
ー
ム
に
不
足
し
て
い
た
も
の
と
そ
の
解

決
方
法
な
ど
を
言
語
化
す
る
（
図
２
）。

　「
活
動
の
度
に
自
己
評
価
を
行
う
こ
と

で
、
チ
ー
ム
や
自
分
の
問
題
と
そ
れ
に
対

し
て
と
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
内
省
し
、
次

の
学
び
に
生
か
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
身
に

つ
い
て
い
き
ま
す
。
他
者
と
の
協
働
や
自

己
の
内
省
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
者
の

こ
と
ま
で
も
よ
く
考
え
て
、
自
分
の
生
き

方
を
選
べ
る
人
に
な
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
丸
山
先
生
）

　「
大
学
入
試
で
は
課
さ
れ
な
い
家
庭
科

だ
か
ら
こ
そ
、
受
験
の
先
を
見
据
え
、
社

会
の
問
題
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
学

習
内
容
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
４
年
次

ま
で
に
探
究
学
習
を
繰
り
返
し
経
験
し
て

い
る
の
で
、
自
分
た
ち
で
話
し
合
っ
て
、

調
査
計
画
を
立
て
、
問
題
解
決
に
役
立
ち

そ
う
な
企
業
や
団
体
な
ど
を
探
し
出
し
、

協
力
を
依
頼
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
自
立

し
て
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

　
同
校
が
行
う
探
究
学
習
に
は
、２
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。１
つ
め
は
、
チ
ー
ム

間
の
競
争
だ
。１
年
次
か
ら
多
く
の
活
動

を
チ
ー
ム
で
行
い
、そ
の
成
果
は
教
師
や

写真２　相互評価シートを活用し、生徒が互いによい点を伝
え合うことで、一人ひとりの特徴を認め合う場とするととも
に、自分のよさを客観的に認識できるようにしている。

写真１　CBLの学年代表チームの発表は、聴衆からの質問
に答えながら進める対話形式とした。聴衆の生徒も、発表者
に質問するなど、能動的な姿勢で参加していた。

対
話
を
通
じ
て
他
者
を

理
解
・
尊
重
し
、内
省
に
つ
な
げ
る
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　「28project
」
の
集
大
成
と
し
て
、
28

歳
時
に
、
同
級
生
と
当
時
の
担
任
が
集
う

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
開
か
れ
る
。

起
業
し
て
自
分
の
会
社
を
持
っ
た
卒
業

生
、
海
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

卒
業
生
、
子
連
れ
で
参
加
す
る
卒
業
生
な

ど
、
自
分
の
人
生
を
し
っ
か
り
歩
む
卒
業

生
の
姿
に
、
教
師
は
「28project

」
の

意
義
を
実
感
す
る
。

　「
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
、

自
分
の
よ
さ
を
他
者
の
た
め
に
役
立
て
よ

う
と
す
る
卒
業
生
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
」（
神
谷
副
教
頭
）

　「
企
業
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
総
合
学
習
」

な
ど
、
連
携
企
業
と
し
て
勤
務
先
と
の
間

を
取
り
持
つ
卒
業
生
も
出
て
き
た
。

　「
在
籍
時
の
満
足
度
が
高
く
、
在
校
生

の
役
に
立
ち
た
い
と
協
力
を
申
し
出
る
卒

業
生
が
多
い
こ
と
は
、本
校
の
強
み
で
す
。

『28project

』
の
意
義
を
勤
務
先
に
説
明

し
て
く
れ
る
な
ど
、
よ
い
循
環
が
で
き
始

め
て
い
ま
す
」（
斉
藤
先
生
）

　
卒
業
後
の
進
学
先
は
、
特
定
の
学
部
・

学
科
に
偏
っ
て
い
な
い
の
が
特
徴
だ
。
６

年
次
に
は
、
大
半
の
生
徒
が
明
確
な
希
望

進
路
の
下
に
志
望
校
選
択
を
し
て
い
る
。

　「
例
え
ば
、
企
業
経
営
を
学
び
た
い
か

ら
と
い
っ
て​

、経
済
・
経
営
・
商
学
科
を
ひ

と
く
く
り
に
考
え
ず
、各
学
科
の
内
容
を

し
っ
か
り
調
べ
て
か
ら
志
望
校
を
決
め
て

い
ま
す
。多
く
の
生
徒
が
第
１
志
望
に
こ

だ
わ
り
、大
学
入
試
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
個
々
の
力
を
よ

り
高
め
る
こ
と
だ
。
現
在
の
探
究
学
習
を

１
〜
３
年
次
で
行
い
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ
で
個
人
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
え
る
こ
と
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
と
、
神
谷
副
教
頭
は
語
る
。

　「
チ
ー
ム
で
自
立
し
た
活
動
を
す
る
生

徒
を
見
て
い
る
と
、個
人
の
突
出
し
た
力

を
育
む
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。生
徒
が
、
自
分
の
あ
り
方
や
生
き
方

に
よ
り
つ
な
が
る
課
題
に
取
り
組
め
る
よ

う
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
編
す
る
予
定
で
す
」

生徒の振り返り（抜粋）

◎自ら行動して外部から情報を得ることや、解決策をすぐ考えるのではなく、課題についてよく
知ることが重要だと気がついた。結果ではなく、プロセスを重視するようになった。

◎今回初めてリーダーを務めたことは、私にとって大きな挑戦だった。よいリーダーとは、他者
に高圧的で、それでもよい仕事をすることで、メンバーについてこさせる人だと思っていた。し
かし、自分がリーダーを経験して、よいリーダーとは、メンバーが楽しく役割を果たせるように
することができる人だと分かった。

◎話し合いがうまくいかない時には、一度話を整理し、「自分たちが今、一番優先して行うべきこと」
を再確認した。何も考えが浮かばなければ、雑談などをしたり、飲み物を飲んだりして、頭が柔
らかくなるようにした。メンバー間で意見が食い違った時は、自分がまず相手の主張を最後まで
聴き、それを受け入れてから、自分の意見を言うようにした。

＊学校資料を基に編集部で作成。

特集Featured

CBLの「自己評価シート」、生徒の記述内容図２
自
分
が
思
い
描
い
た
分
野
で

活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち

　振り返ると、中高６年間の様々な経験が、
今の私の土台を築いたのだと思います。
　中学１年次からチームでの活動がたくさんあり、メン
バーは活動ごとに異なりました。いろいろな人と目標に
向けて必要な議論をする中で、個の違いを肯定的に捉え
られるようになり、先入観なく物事を見る姿勢が身につき
ました。違いを認め、受け入れる寛容さは、生徒にも先
生にもありました。私が入学時には考えてもいなかった生
徒会長に挑戦できたのは、何があっても仲間や先生が応
援してくれるという安心感があったからだと思います。
　企業へのプレゼンテーションでは、一生懸命考えた提
案でも通らないこともあり、挫折も味わいました。ただ、
何度も経験するうちに堂々と発表できるようになり、社会
人になった今、100人以上を前にした生徒講演や研究会
でも、自分の言葉で伝えることができていると感じます。
　2020年は、中学入学時から先生方に「１つのゴール」
と言われた28歳になります。在籍時に思い描いた自分
になれているのか。ホームカミングデーで同級生に会い、
確かめたいと思います。

自分の土台を築いた中高６年間
63期生　生徒会長
（株）ベネッセコーポレーション勤務　小川　舞さん

卒業生の声
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愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校
は
、
２
０
２

０
年
度
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
、
県
下

で
最
も
新
し
い
単
独
商
業
高
校
だ
。
卒
業

後
に
就
職
す
る
生
徒
が
多
い
た
め
、
社
会

を
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
心
構
え
や
ス

キ
ル
を
育
む
よ
う
、
力
を
入
れ
て
き
た
。

佐
藤
裕ひ

ろ

子こ

校
長
は
、「
商
業
教
育
は
、『
人

づ
く
り
の
教
育
』
だ
」
と
語
る
。

　「
商
業
教
育
は
社
会
に
直
結
し
た
教
育

で
す
。
本
校
で
は
、
挨
拶
の
習
慣
や
礼
儀

作
法
、
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
自
己
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
問

い
か
け
、
考
え
さ
せ
る
指
導
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
」

　
近
年
、
同
校
の
生
徒
の
進
路
は
多
様
化

し
て
お
り
、
90
年
度
は
就
職
90
％
、
４
年

制
大
学
進
学
１
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
19

年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
64
％
、
16
％
と
大
き

く
状
況
が
変
わ
っ
た
。
以
前
は
、
入
学
時

か
ら
高
校
卒
業
後
に
就
職
す
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
生
徒
が
大
半
だ
っ
た
が
、
今

で
は
、
進
学
と
就
職
の
ど
ち
ら
に
す
る
か

迷
っ
て
同
校
を
選
ぶ
生
徒
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
変
化
に
伴
い
、
進
路
指
導
も

様
変
わ
り
し
た
。
以
前
は
、
安
定
し
た
企

業
か
ら
内
定
を
得
る
た
め
の
指
導
が
主
流

だ
っ
た
が
、
近
年
は
、
自
身
の
適
性
、
自

分
が
望
む
人
生
の
あ
り
方
や
生
き
方
を

じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
な
が
ら
、
社
会
で
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
、
最

終
的
に
自
分
に
合
っ
た
進
路
を
実
現
さ
せ

る
指
導
に
力
を
注
ぐ
。
小
川
浩こ

う

司じ

教
頭
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
進
学
、
就
職
に
か
か
わ
ら
ず
土
台
と

な
る
基
礎
学
力
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省

が
定
義
し
た
『
社
会
人
基
礎
力
』
を
高
め

る
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。同
時
に
、

生
徒
に
自
身
の
特
性
や
強
み
を
発
見
・
再

確
認
さ
せ
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
見
つ

け
て
、
卒
業
後
も
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

  「
社
会
人
基
礎
力
」や
文
部
科
学
省
の「
基

礎
的
・
汎
用
的
能
力
」
を
基
に
整
理
し
た

14
項
目
に
つ
い
て
、
各
学
年
で
年
２
回
、

自
己
評
価
さ
せ
る
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
16

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
（
図
１
）。

　「
１
年
生
は
希
望
を
抱
い
て
入
学
す
る

た
め
、全
体
的
に
数
値
が
高
い
の
で
す
が
、

２
年
生
は
高
校
生
活
の
中
で
課
題
に
直
面

し
て
低
評
価
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
期

間
に
は
、
生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
指
導
や

働
き
か
け
を
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。
す
る

と
、
３
年
次
に
は
、
高
い
自
己
評
価
を
つ

け
、
卒
業
し
て
い
く
生
徒
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
」（
小
川
教
頭
）

　
同
ア
ン
ケ
ー
ト
を
始
め
て
か
ら
、
教
師

は
生
徒
の
実
態
を
よ
り
的
確
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
学
年
担
任
の
戸
田

和わ

佳か

代よ

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
教
師
が
感
じ
て
い
た
生
徒
の
強
み
や

社
会
で
必
要
な
力
を
育
む
中
で

自
分
の
強
み
に
気
づ
か
せ
る

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把
握
し
た

課
題
を
基
に
、
指
導
を
検
討

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

多
様
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、自
信
を
持
た
せ
、

自
分
ら
し
く
社
会
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
人
材
を
育
成
す
る

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校
は
、
社
会
の
変
化
や
生
徒
の
進
路
の
多
様
化
に
伴
い
、
近
年
、
教
育
活
動
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
中
で
、
個
々
の
よ
さ
を
発
揮
さ
せ
て
自
信
を
つ
け
、
長
所
を
伸
ば
す
指
導
を
重
視
す
る
こ
と
で
、

卒
業
後
に
自
分
ら
し
く
、
社
会
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

Case       study
実践事例２
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課
題
が
目
に
見
え
る
数
字
で
表
れ
た
こ
と

で
、
課
題
を
克
服
し
た
り
、
強
み
を
さ
ら

に
伸
ば
し
た
り
す
る
取
り
組
み
を
検
討
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
19
年
度
の
１
年
生
は
、
入
学
当
初
、「
課

題
対
応
能
力
」
の
低
さ
が
課
題
だ
っ
た
た

め
、
学
年
団
で
検
討
し
た
結
果
、
夏
季
休

業
中
に
「
テ
ー
マ
別
探
究
」
に
取
り
組
ま

せ
る
こ
と
に
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
恩
恵
や
危

険
、
Ａ
Ｉ
が
人
生
に
与
え
る
影
響
、
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
躍
進
の
理
由
、
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
問
題
、
世
界
の

難
民
問
題
な
ど
、
教
師
が
設
定
し
た
20
の

テ
ー
マ
の
中
か
ら
、「
自
分
に
足
り
な
い

こ
と
」「
自
分
に
さ
ら
に
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
」
な
ど
の
観
点
で
１
つ
を
選
ん
だ
上

で
、
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
籍
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
分
か
っ
た
こ
と

や
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
さ
せ
た
。

　「
一
見
す
る
と
、
う
ま
く
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
あ
た
り
障
り
の
な
い
内

容
が
多
く
、
意
見
や
感
想
に
自
分
ら
し
さ

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
課
題
と
感
じ
ま
し

た
。
各
自
の
ま
と
め
は
教
室
に
掲
示
し
、

ほ
か
の
生
徒
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
課
題
に
気
づ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
」（
戸
田
先
生
）

　
自
分
ら
し
い
考
え
を
生
み
出
し
、
そ
れ

を
表
現
す
る
力
を
高
め
る
た
め
に
、
２
学

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。

１
学
年
主
任

中
村
普
章
　

な
か
む
ら
・
ひ
ろ
の
り

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
主
事

新
美
廣
勝
　

に
い
み
・
ひ
ろ
か
つ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
商
業
科
。

教
頭小川

浩
司
　

お
が
わ
・
こ
う
じ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

校
長佐藤

裕
子
　

さ
と
う
・
ひ
ろ
こ

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

１
学
年
担
任

戸
田
和
佳
代
　

と
だ
・
わ
か
よ

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
商
業
科
。

進
路
指
導
部

友
澤
恒
平
　

と
も
ざ
わ
・
こ
う
へ
い

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
情
報
科
。

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

◎
校
訓「
聡
・
慈
・
健
」の
下
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」「
考

え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
を
高
め
、
社
会

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
。
地
域
貢
献
活
動
に
積

極
的
で
、
生
徒
が
「
課
題
研
究
」
で
考
案
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
、「
東
海
市
ま
ち
づ
く
り
応
援
大
使
」

と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
情
報
科

／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
青
森
公
立
大
、
北
九
州
市
立
大
に
２
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
愛
知
学
院
大
、
愛
知
大
、

南
山
大
な
ど
に
43
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校

進
学
56
人
。
就
職
１
８
２
人
。

◎U
RL

　https://tokai-ch.aichi-c.ed.jp/

特集Featured

＊学校資料を基に編集部で作成。

2017年度入学生の生徒アンケート結果（３年間推移）図１

同校では、経済産業省の「社会人基礎力」や文部科学省の「基礎的・汎用的能力」を踏まえて、育成を目指す資質・
能力を設定し、全学年の生徒にその獲得状況を自己評価させるアンケート調査を実施している。過去数年間の調査結
果から、周囲の人との関係を大切にしながら物事に取り組む力は高いが、指示されずに行動する力や、苦手なことに
進んで取り組む力が弱いことが分かってきた。そうした生徒把握が、同校の３年間の指導の裏づけになっている。

職業観 
勤労観 Ｑ1 働くことに対して不安や緊張感はなく、 

社会に出ることを楽しみにしている

人間関係形成
社会形成能力

Ｑ2 相手の考えや意見を聴き、 
理解しようとしている

Ｑ3 自分の考えや気持ちを整理して伝えよ
うとしている

Ｑ4 周囲の人と力を合わせて
行動しようとしている

自己理解
自己管理能力

Ｑ5 指示されたことだけでなく、 
自分で考えて行動できる

Ｑ6 自分の興味や関心、長所や短所など
について自分で分かっている

Ｑ7 自分の感情に流されずに、規則を守り、 
何事も取り組むようにしている

課題対応
能力

Ｑ8 苦手なことでも、自分の成長のために
進んで取り組むようにしている

Ｑ9 調べたいことがある時、自ら進んで
資料や情報を集めるようにしている

Ｑ10 解決する問題や課題があった時、 
原因を考え、解決方法を工夫している

Ｑ11 計画的に物事を進めたり、 
改善を加えて実行したりしている

キャリア
プランニング

能力

Ｑ12 学ぶことや働くことの意味について 
理解するようにしている

Ｑ13 学校での勉強と自分の将来をつなげて 
考えるようにしている

Ｑ14 自分の将来について目標を立て、 
その実現のための方法を考えている

■2017年度入学生　学年推移
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Q
12

Q
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Q
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Q
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Q
7

Q
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Q
5

Q
4

Q
3

Q
2

Q
1

3.40

3.20

3.00

2.80

2.60

2.40

職業観
勤労観

人間関係形成
社会形成能力

自己理解
自己管理能力 課題対応能力 キャリア

プランニング能力

2020年 1月
2019年 1月
2018年 1月

2.46

3.26

3.04

3.15

2.60

2.79

2.51

2.64 2.62

2.45

2.71

2.66

2.60

2.46

3.27

3.08

3.23

2.69

2.88
2.88

2.64

2.86

2.80

2.60

2.80
2.85

2.73

2.61

3.24
3.20

3.08

2.75

3.02

2.84

2.71

2.90

2.84

2.80

2.92

2.74

2.83
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期
以
降
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
で
発
表
す

る
機
会
を
多
く
設
定
し
た
。
さ
ら
に
、
２

年
次
の
夏
季
休
業
中
な
ど
に
も
同
様
の
探

究
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
考
え
だ
。

　
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
己
評
価
結
果

は
、
学
年
共
通
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
教
科
学
習
や
特
別
活
動
な
ど
に
お
け

る
教
師
の
指
導
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
１
学
年
主
任
の
中
村
普ひ

ろ

章の
り

先
生

は
、
生
徒
の
主
体
性
に
課
題
が
見
ら
れ
た

た
め
、
部
活
動
の
指
導
を
見
直
し
た
。

　「
生
徒
自
身
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

さ
せ
た
り
、
試
合
後
の
振
り
返
り
で
課
題

を
見
つ
け
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
た

ち
で
考
え
て
活
動
の
質
を
高
め
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
取
り
入
れ
ま
し
た
」

　
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分
の
生
き

方
を
考
え
る
機
会
と
な
る
の
が
、
２
年
次

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
。

　「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
や
気

づ
き
は
、
ク
ラ
ス
内
で
発
表
し
ま
す
。
発

表
で
は
、『
こ
ん
な
勉
強
を
し
た
い
』『
日

常
生
活
で
も
頑
張
り
た
い
』
と
い
っ
た
前

向
き
な
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
、
そ
う
し
た

生
徒
の
姿
か
ら
ほ
か
の
生
徒
が
刺
激
を
受

と
、
生
徒
自
身
で
考
え
る
こ
と
を
促
す
。

　「
多
く
の
生
徒
が
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
る
中
で
、自
分
の
強
み
を
自
覚
す

る
だ
け
で
は
な
く
、知
識
や
ス
キ
ル
の
不

足
に
気
づ
き
、『
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
』と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」（
戸
田
先
生
）

　
３
年
次
の
１
年
間
を
通
し
て
全
生
徒
が

取
り
組
む
「
課
題
研
究
」
も
、
生
徒
が
グ

ル
ー
プ
で
協
働
し
て
課
題
に
取
り
組
む
体

験
的
な
学
び
だ
。「
観
光
と
地
域
資
源
活

用
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
講
座
」「
商
品
開
発

と
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な

ど
、
19
講
座
が
開
設
さ
れ
、
地
域
社
会
と

密
接
に
か
か
わ
り
な
が
ら
活
動
を
進
め

る
。
最
終
的
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
選
抜
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
は
、
行
政
や
企
業
の
関
係
者
な
ど

を
招
い
た
場
で
成
果
を
発
表
す
る
。

　「『
課
題
研
究
』
は
『
人
づ
く
り
の
教
育
』

の
集
大
成
と
言
え
ま
す
。
大
き
な
課
題
に

取
り
組
み
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
過
程

で
、
生
徒
は
教
師
の
想
定
を
超
え
る
成
長

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　
多
様
な
活
動
に
生
徒
が
取
り
組
ん
で
い

る
同
校
だ
が
、
自
分
ら
し
く
、
主
体
的
に

活
動
す
る
た
め
に
は
、
自
尊
心
や
自
信
が

欠
か
せ
な
い
。
だ
が
、
進
路
指
導
主
事
の

新に
い

美み

廣ひ
ろ

勝か
つ

先
生
は
、
入
学
時
に
自
分
に
自

信
を
持
て
て
い
な
い
生
徒
が
少
な
く
な
い

と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　「
本
校
は
、
中
学
校
時
代
の
成
績
が
中

間
層
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
丁
寧
に
見
つ
け
て

褒
め
て
い
け
ば
、
生
徒
は
自
信
を
持
ち
、

学
校
も
好
き
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

学
年
を
問
わ
ず
、生
徒
の
長
所
を
見
つ
け
、

発
揮
さ
せ
る
方
針
と
し
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
学
年
ご
と
に
室
長
の
生
徒
が

集
ま
る
「
室
長
会
議
」
を
定
期
的
に
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
室
長
が
自
分
の
ク
ラ
ス
の
近
況
報

告
を
す
る
際
に
、
よ
い
と
こ
ろ
を
中
心
に

語
る
と
い
う
こ
と
だ
。そ
う
し
た
配
慮
は
、

担
任
が
生
徒
に
係
や
委
員
会
な
ど
の
役
割

を
持
た
せ
る
際
に
も
見
ら
れ
る
。

　「
カ
メ
ラ
が
趣
味
の
生
徒
に
ク
ラ
ス
の

記
録
係
を
任
せ
た
と
こ
ろ
、
年
間
を
通
し

て
主
体
的
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
生
徒
に
ク
ラ
ス

旗
の
制
作
を
担
当
し
て
も
ら
う
な
ど
、
生

徒
の
得
意
分
野
を
生
か
せ
る
役
割
を
与
え

て
、
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　
簿
記
や
情
報
処
理
検
定
な
ど
の
資
格
・

け
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
」（
戸
田
先
生
）

　
社
会
で
自
分
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
す
る

の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
場
と
な
る
の
が
、

３
年
次
の
「
総
合
実
践
」
だ
。
生
徒
は
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
製
造
、
小
売
、
卸
売

な
ど
の
模
擬
株
式
会
社
を
設
立
し
、
１
年

間
を
通
し
て
会
社
経
営
を
行
い
、
最
後
に

決
算
書
を
作
成
す
る
（
写
真
）。
簿
記
を

始
め
と
し
た
商
業
科
目
の
広
範
な
知
識
が

必
要
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
す

る
べ
き
こ
と
を
考
え
た
上
で
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
た
り
、
他
社
と
交
渉
し
た
り
、

自
社
の
問
題
を
解
決
し
た
り
と
、
ま
さ
に

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る

様
々
な
力
が
磨
か
れ
て
い
く
。
活
動
が
停

滞
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
は
、
教

師
が「
次
に
何
を
し
た
ら
よ
い
と
思
う
？
」

写真　教室に模擬的な市場をつくり、実践的・体験的
学習を通じて、経営活動を主体的・合理的に行う能力
と態度を育成する。

自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に

生
徒
の
よ
さ
を
見
つ
け
、
発
揮
さ
せ
る

模
擬
会
社
を
運
営
す
る
活
動
で

社
会
で
活
躍
す
る
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
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検
定
試
験
対
策
の
学
習
を
通
じ
た
成
長
も

生
徒
の
自
信
に
な
っ
て
い
る
。

　「
合
格
を
勝
ち
得
る
成
功
体
験
は
、
そ

の
後
の
学
び
の
大
き
な
動
機
づ
け
に
な
り

ま
す
。
た
だ
、結
果
以
上
に
大
切
な
の
が
、

自
分
で
計
画
を
立
て
て
学
ん
だ
り
、
失
敗

か
ら
再
起
し
た
り
と
い
っ
た
経
験
で
す
。

そ
こ
で
生
徒
は
、
将
来
に
つ
な
が
る
成
長

を
見
せ
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　
同
じ
資
格
取
得
や
検
定
合
格
を
目
指
す

生
徒
は
グ
ル
ー
プ
で
学
習
に
取
り
組
み
、

励
ま
し
合
う
中
で
一
体
感
が
高
ま
り
、
協

働
し
て
１
つ
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
い
く

力
も
身
に
つ
け
て
い
く
。

　
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
な
が
ら
自

身
の
強
み
を
メ
タ
認
知
さ
せ
る
３
年
間
の

指
導
が
、
進
路
実
現
の
素
地
と
な
る
。
同

校
の
進
路
指
導
は
、「
進
路
一
斉
指
導
」「
進

路
個
別
面
談
」「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の

３
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２
年
生
10

月
、
お
よ
び
３
年
生
４
月
に
そ
れ
ら
を
実

施
し
、
３
年
生
５
月
以
降
の
面
接
指
導
に

つ
な
げ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
最
適
な
進
路

実
現
を
図
る
（
図
２
）。

　
進
路
一
斉
指
導
で
は
、　
そ
れ
ま
で
の

希
望
は
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
す
よ

う
に
生
徒
に
伝
え
、
多
様
な
進
路

先
を
提
示
し
た
上
で
、
進
路
先
が

求
め
る
人
材
像
、
高
卒
就
職
と
大

学
進
学
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
、
生
徒
と
保
護
者
に
共
通

の
情
報
を
提
供
し
て
「
目
線
合
わ

せ
」
を
行
う
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
進
路
個
別
面
談
で
は
、
で
き

る
だ
け
進
路
可
能
性
を
広
げ
る
方

向
で
、
生
徒
の
話
を
聞
く
。
そ
し

て
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
進

学
・
就
職
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

外
部
講
師
の
話
を
聞
く
こ
と
な
ど

を
通
じ
て
、
希
望
進
路
の
理
解
を

深
め
さ
せ
る
。

　「
３
本
柱
の
サ
イ
ク
ル
を
２
度

回
す
中
で
、
生
徒
の
希
望
を
聞
き

な
が
ら
、『
ど
う
生
き
て
い
き
た

い
の
か
』
と
い
っ
た
人
生
観
を
語

ら
せ
、
具
体
的
な
進
路
に
結
び
つ

け
て
い
き
ま
す
」（
新
美
先
生
）

　
生
徒
個
々
の
多
様
な
資
質
・
能
力
を
見

取
る
多
面
的
な
評
価
の
結
果
を
、
個
別
に

カ
ル
テ
化
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も
始

ま
っ
て
い
る
。
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
学

校
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
外
部
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
活
用
を
考
え
て
い
る
と
、
進
路
指

導
部
の
友と

も
ざ
わ澤
恒
平
先
生
は
構
想
を
語
る
。

　「
公
開
す
る
情
報
を
生
徒
用
と
教
師
用

と
に
分
け
た
上
で
、
双
方
が
い
つ
で
も
見

ら
れ
る
状
態
に
し
ま
す
。
多
角
的
な
デ
ー

タ
や
情
報
を
一
覧
化
す
る
こ
と
で
、
生
徒

は
自
分
を
客
観
視
し
や
す
く
な
り
ま
す

し
、
す
べ
て
の
教
師
が
同
じ
情
報
を
共
有

し
た
上
で
１
人
の
生
徒
を
指
導
で
き
る
利

点
も
あ
り
ま
す
。20
年
度
の
３
年
生
か
ら
、

実
際
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
カ
ル
テ
作
成

に
取
り
組
む
予
定
で
す
」

　
生
徒
の
今
後
の
人
生
を
見
据
え
た
時
、

多
く
の
教
師
が
感
じ
て
い
る
の
が
、
失
敗

経
験
の
必
要
性
だ
。
戸
田
先
生
は
日
直
日

誌
に
、「
幸
せ
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
生
徒
全
員
に
記
述
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　「
生
徒
の
８
割
は
『
今
が
十
分
に
幸
せ
』

と
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
よ
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
挑

戦
し
続
け
、
苦
労
や
失
敗
を
経
験
す
る
こ

と
で
、
幸
せ
の
輪
郭
が
も
っ
と
は
っ
き
り

し
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
戸

田
先
生
）

　
本
来
、
学
校
は
失
敗
が
許
さ
れ
る
場
所

で
あ
る
は
ず
だ
。
自
尊
心
や
自
信
を
持
っ

た
生
徒
が
自
分
の
可
能
性
に
気
づ
き
、
積

極
的
に
挑
戦
し
て
価
値
あ
る
失
敗
を
経
験

で
き
る
よ
う
な
指
導
体
制
を
構
築
し
た
い

と
、
同
校
の
教
師
は
考
え
る
。
　

　「
こ
こ
数
年
、
教
師
自
身
が
指
導
改
善

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
姿
勢
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
、
生
徒
た
ち
も
少
し
ず
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
姿
勢
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
教
師
や
学
校
が
挑
戦
し
続
け
る
こ

と
で
、
生
徒
に
失
敗
す
る
勇
気
を
与
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
小
川
教
頭
）

＊学校資料を基に編集部で作成。

２年生秋からの進路指導の流れ図２

①進路一斉指導
進路のマッチングの考え方
について、全生徒・保護者
と共通理解を図る

②進路個別面談
生徒個々に進路可能性を広
げる、もしくは本気度を迫
る面談で、進路のマッチン
グを図る

③進路ガイダンス
進学希望者には分野別に、就職希望者
には複数の大手企業等の人事担当者との
ガイダンスを行う。3年次は、その後の
面接指導で希望進路の理解を深める

２年生１０月 ３年生４月 ３年生５月以降

③
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

②
進
路
個
別
面
談

①
進
路
一
斉
指
導

③
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

②
進
路
個
別
面
談

①
進
路
一
斉
指
導

面
接
指
導

特集Featured

生
徒
が
自
分
を
客
観
視
す
る
た
め
に

多
面
的
な
評
価
を
カ
ル
テ
化
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幸
福
学
は
、
英
語
で
はW

ell-being 
study

と
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
幸
福
学

と
は
、「
よ
い
あ
り
方
」
に
つ
い
て
研
究

す
る
学
問
で
あ
り
、
幸
福
と
は
、「
よ
い

あ
り
方
」
を
実
現
で
き
て
い
る
状
態
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
で
は
、
ど
う
い
う
状
態

の
時
に
、
人
は
「
よ
い
あ
り
方
・
生
き
方

＝
幸
福
」
を
実
現
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

収
入
や
地
位
、
財
産
が
増
え
る
ほ
ど
、
人

は
幸
せ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
経
済
学
に
「
地
位
財
」
と
「
非
地
位
財
」

と
い
う
用
語
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
地

位
財
と
は
、
所
得
や
社
会
的
地
位
、
物
的

財
な
ど
、
人
と
比
べ
る
こ
と
が
可
能
な
も

の
を
指
し
、
一
方
、
非
地
位
財
と
は
、
健

康
や
社
会
へ
の
帰
属
意
識
、
愛
情
な
ど
、

人
と
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
指

し
ま
す
。
非
地
位
財
を
手
に
入
れ
た
時
に

得
ら
れ
る
幸
福
は
長
続
き
す
る
の
に
対
し

て
、
地
位
財
に
よ
る
幸
福
は
長
続
き
し
な

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

人
は
収
入
が
増
え
る
と
そ
の
時
は
う
れ
し

い
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
も
っ
と
増
え
て
ほ

し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
現
状
に
不
満

を
抱
き
始
め
ま
す
。
で
す
か
ら
、
持
続
的

な
幸
福
を
得
る
た
め
に
は
、
地
位
財
で
は

な
く
、
非
地
位
財
を
追
求
す
る
こ
と
が
必

＊プロフィールは2020年３月時点のものです。

自己の「あり方・生き方」を
考えることは、

自分と周囲を幸せに
することにつながる

人
は
地
位
財
だ
け
で
は

幸
福
を
維
持
で
き
な
い

慶應義塾大学大学院
システムデザイン・マネジメント研究科　教授

前野隆司

新
学
習
指
導
要
領
に
も
示
さ
れ
て
い
る
、
生
徒
が
「
自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
る
」

こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
２
校
の
実
践
事
例
に
も
見
ら
れ
た
通
り
、
生
徒
自
身
の
進
路
を
方

向
づ
け
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
考
え
る
中
で
生
徒
は
、
他
者
や
社
会
を
意
識
し

た
り
、自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
に
気
づ
い
た
り
す
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、自
己
の
「
あ

り
方
・
生
き
方
」
を
考
え
る
こ
と
は
、
経
済
が
成
熟
し
た
現
代
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
幸
福
度
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
よ
う
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
の
開
発
者

を
経
て
、「
人
は
ど
う
す
れ
ば
幸
せ
に
な
る
の
か
」
を
分
野
横
断
的
に
追
究
す
る
幸
福
学

の
研
究
者
と
な
っ
た
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
の
前
野
隆
司
教
授
に
話
を
聞
い
た
。
　

まえの・たかし　東京工業大学大学
院修士課程修了。キヤノン株式会社
に勤務後、慶應義塾大学理工学部教
授、ハーバード大学客員教授などを
経て、2008年より慶應義塾大学大
学院システムデザイン・マネジメン
ト（SDM）研究科教授。2011年よ
り同研究科委員長兼任。著書に『幸
せのメカニズム　実践・幸福学入門』
（講談社）、『「幸福学」が明らかにし
た　幸せな人生を送る子どもの育て
方』（ディスカヴァー・トゥエンティ
ワン）など多数。
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要
な
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
高
度
経
済
成
長
期
は
、
地
位

財
に
よ
っ
て
で
も
幸
福
を
持
続
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
で
し
た
。
当
時
の
人
々
は
現
代

ほ
ど
物
質
的
に
豊
か
で
は
な
か
っ
た
で
す

か
ら
、
収
入
が
少
し
で
も
上
が
っ
た
り
、

新
し
い
モ
ノ
を
手
に
入
れ
た
り
す
る
こ
と

は
、
生
活
の
安
定
に
直
結
し
ま
し
た
。
ま

た
、
白
黒
テ
レ
ビ
を
手
に
入
れ
た
ら
次
は

電
気
洗
濯
機
、
そ
の
次
は
電
気
冷
蔵
庫
と

い
う
よ
う
に
、
次
々
と
世
の
中
に
新
し
い

因
子
（
前
向
き
と
楽
観
の
因
子
）、「
あ
な

た
ら
し
く
！
」
因
子
（
独
立
と
マ
イ
ペ
ー

ス
の
因
子
）
の
４
つ
を
全
部
満
た
し
て
い

る
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
生
徒
に
「
よ
い
あ
り
方
・
生
き

方
」
を
実
現
で
き
る
人
物
に
な
っ
て
ほ
し

い
の
な
ら
、
こ
の
４
つ
の
因
子
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、４
因
子
の
中
で
も
、「
あ
な
た
ら

し
く
！
」因
子
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
、

今
後
は
と
り
わ
け
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
既
に
、
そ
の
人
な
ら
で

は
の
強
い
個
性
や
独
自
の
発
想
力
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
が
互
い
に
つ
な
が
り
合

い
、世
界
中
で
次
々
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
て
い
る
時
代
で
す
。「
あ
な
た

ら
し
く
！
」を
し
っ
か
り
満
た
せ
て
い
る

人
は
、
幸
せ
な
人
生
を
築
け
、
ま
た
、
社

は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に

と
っ
て
困
難
で
す
。
ま

た
、
現
代
ほ
ど
物
質
的
に

豊
か
で
は
な
か
っ
た
時
と

は
違
っ
て
、
生
活
水
準
が

あ
る
程
度
達
す
る
と
、
収

入
が
上
が
っ
た
り
、
新
し

い
モ
ノ
が
手
に
入
っ
た
り

し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
喜
び
を
感
じ
ら
れ
な
く

な
る
も
の
で
す
。

　
最
近
の
若
者
は
、
就
職
先
を
、
会
社
の

規
模
や
収
入
よ
り
も
、
居
心
地
の
よ
さ
や

働
く
楽
し
さ
を
重
視
し
て
選
ぶ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
人
々
の
意
識
が
、

地
位
財
か
ら
非
地
位
財
へ
と
向
か
い
始
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
以
前
、
１
５
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
ど
ん
な
心
的
傾
向
の

人
が
幸
せ
な
の
か
を
因
子
分
析
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
P. 

18
図
２
）。
そ
の
結
果
、

幸
福
度
が
最
も
高
い
人
は
、「
や
っ
て
み

よ
う
！
」
因
子
（
自
己
実
現
と
成
長
の
因

子
）、「
あ
り
が
と
う
！
」
因
子
（
つ
な
が

り
と
感
謝
の
因
子
）、「
な
ん
と
か
な
る
！
」

地
位
財
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

そ
れ
を
追
い
続
け
る
こ
と
で
幸
福
を
持
続

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。「
頑
張
っ

て
勉
強
し
て
大
学
に
進
学
し
、
企
業
に
入

社
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
収
入
や
社
会

的
地
位
を
得
ら
れ
て
幸
せ
な
人
生
が
待
っ

て
い
る
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
現
代
は
経
済
が
成
熟
し
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
今
よ
り
も
さ
ら

に
多
く
の
地
位
財
を
手
に
入
れ
続
け
る
の

＊ダニエル・ネトル『目からウロコの幸福学』（オープンナレッジ）の記述を基に前野教授が作成。

所得
社会的地位
物的財

地位財
positional goods

周囲との比較により
満足を得るもの

個人の進化・生存競争
のために重要

低い
幸福の
持続性

健康
自主性

社会への帰属意識
良質な環境
自由
愛情

非地位財
non-positional goods

他人との相対比較とは
関係なく幸せが
得られるもの

個人の安心・安全な
生活のために重要

高い

結婚

特集Featured

「
あ
な
た
ら
し
く
！
」
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
時
代

地位財と非地位財図 1
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会
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
日
本
人
は
、
他
者
と
自
分
を

比
べ
た
り
、
他
者
に
同
調
し
た
り
す
る

傾
向
が
強
い
で
す
か
ら
、「
あ
な
た
ら
し

く
！
」
生
き
る
こ
と
を
苦
手
と
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
幸
福
に
関
す
る
研
究
は

ア
メ
リ
カ
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
、
幸
福
度
が
高
い
人
の
条
件

い
の
か
。
私
は
ま
ず
、
教
師
自
身
が
「
あ

な
た
ら
し
く
！
」
因
子
を
満
た
す
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
あ
な
た
ら
し
く
！
」

生
き
ら
れ
て
い
な
い
教
師
が
、「
あ
な
た

ら
し
く
！
」
生
き
る
生
徒
を
育
て
ら
れ
る

は
ず
は
な
い
か
ら
で
す
。

　
一
番
の
お
勧
め
は
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め

と
し
た
「
あ
な
た
ら
し
く
！
」
生
き
て
い

る
人
が
多
い
国
を
訪
ね
、そ
う
い
っ
た「
あ

り
方
・
生
き
方
」
が
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
を
体
験
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

国
内
に
も
「
あ
な
た
ら
し
く
！
」
生
き
て

い
る
人
は
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
し
た
人
と

会
っ
て
話
す
機
会
を
多
く
設
け
る
こ
と
も

有
効
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
「
周
り
が
そ

う
し
て
い
る
か
ら
自
分
も
」
と
い
っ
た
判

断
基
準
で
生
き
て
き
た
人
が
、「
自
分
は

本
来
は
ど
う
あ
り
た
い
の
か
」「
ど
う
生

き
た
い
の
か
」
を
考
え
て
、
実
践
す
る
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
人
自
身
も
生
き
る

の
が
楽
に
な
り
、
幸
福
に
な
り
ま
す
。

　「
あ
な
た
ら
し
く
！
」
因
子
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
人
に
満
た

し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
が
、「
あ
り
が
と

う
！
」
因
子
で
す
。「
あ
り
が
と
う
！
」

因
子
と
は
、
他
者
を
理
解
し
て
、
敬
意
を

抱
き
、
他
者
と
つ
な
が
る
力
と
言
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
に
「
あ
な
た
ら
し
く
！
」
因
子

を
満
た
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
独

り
善
が
り
の
も
の
で
あ
っ
て
は
、
他
者
や

社
会
か
ら
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
他
者
や

社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
「
あ
り
方
・
生
き
方
」
は
、

あ
ま
り
幸
福
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
自
分
の
「
あ
な
た
ら
し
く
！
」

を
確
立
し
た
上
で
、
相
手
の
「
あ
な
た
ら

し
く
！
」
に
つ
い
て
も
よ
く
理
解
し
、
そ

れ
を
認
め
、
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を

持
つ
。
そ
し
て
、お
互
い
の
強
み
や
興
味
・

関
心
を
持
ち
合
わ
せ
た
ら
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
、
そ
れ
に
取
り
組
む
。
目
標
が

達
成
で
き
た
時
に
は
と
も
に
喜
び
合
い
、

相
手
の
協
力
に
感
謝
す
る
。こ
の
よ
う
に
、

「
あ
な
た
ら
し
く
」「
あ
り
が
と
う
」
と
感

じ
、「
な
ん
と
か
な
る
」
と
「
や
っ
て
み
る
」

人
が
幸
福
な
の
で
す
。

　
相
手
の
「
あ
な
た
ら
し
く
！
」
を
理
解

し
、
互
い
に
認
め
合
う
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
対
話
が
大
切
で
す
。
そ
の
際
に
参

考
に
な
る
の
が
、
経
営
に
お
け
る
対
話
の

重
要
性
を
研
究
し
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
が
提
示
し
て
い
る
「
ダ
イ

に
「
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
る
」
こ
と
は

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
人
に

と
っ
て
自
分
ら
し
く
あ
り
の
ま
ま
に
生
き

る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
自
明
で
あ
る
た

め
、
わ
ざ
わ
ざ
幸
福
の
条
件
に
は
挙
げ
な

い
の
で
す
。

　
で
は
、
生
徒
の
「
あ
な
た
ら
し
く
！
」

因
子
を
充
実
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

「やってみよう！」因子
（自己実現と成長の因子）

•コンピテンス：私は有能である
•社会の要請：私は社会の要請に応えて
いる

•個人的成長：私はこれまでの人生は、
変化、学習、成長に満ちていた

•自己表現：今の自分は「本当になりた
かった自分」である

「あなたらしく！」因子
（独立とマイペースの因子）

•社会的比較志向のなさ：私は自分のす
ることと他人がすることをあまり比較し
ない

•制約の知覚のなさ：私に何ができて何が
できないかは外部の制約のせいではない

•自己概念の明確傾向：自分自身につい
ての信念はあまり変化しない

•最大効果の追求：テレビを見る時はあ
まり頻繁にチャンネルを切り替えない

「ありがとう！」因子
（つながりと感謝の因子）

•人を喜ばせる：人の喜ぶ顔が見たい
•愛情：私を大切に思ってくれる人たちが
いる

•感謝：私は、人生において感謝するこ
とがたくさんある

•親切：私は日々の生活において、他者
に親切にし、手助けしたいと思ってい
る

「なんとかなる！」因子
（前向きと楽観の因子）

•楽観性：私は物事が思い通りにいくと
思う

•気持ちの切り替え：私は学校や仕事で
の失敗や不安な感情をあまり引きずら
ない

•積極的な他者関係：私は他者との近し
い関係を維持することができる

•自己受容：自分は人生で多くのことを
達成してきた

＊前野隆司『幸せのメカニズム　実践・幸福学入門』（講談社）を基に編集部で作成。

対
話
を
通
じ
て
他
者
を
理
解
・

尊
重
し
、つ
な
が
っ
て
い
く

幸せの４つの因子図 2
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ア
ロ
ー
グ
の
４
行
動
」
と
い
う
概
念
で

す
。
そ
れ
は
、
ま
ず
こ
ち
ら
の
意
見
を
押

し
つ
け
ず
に
、
相
手
の
話
を
聞
く
こ
と

（listening
）。
そ
の
際
に
、
相
手
の
意
見

や
考
え
に
も
、
き
っ
と
何
か
し
ら
の
正
当

性
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
て
耳
を
傾
け
、

尊
重
す
る
こ
と
（respecting

）。
ま
た
、

自
分
の
意
見
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
前
提
や
確
信
を
い
っ
た
ん
横
に
置
き
、

判
断
を
保
留
す
る
こ
と
（suspending
）。

そ
う
し
て
、
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞

い
た
上
で
、
自
分
の
考
え
を
声
に
出
す

（voicing

）。
そ
の
時
に
は
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
の
本
心
を
語
る
。

　
そ
の
「
聞
く
」「
尊
重
す
る
」「
保
留
す

る
」「
声
に
す
る
」
の
４
行
動
を
実
践
で

き
れ
ば
、
相
手
の
言
葉
を
深
く
受
け
止
め

な
が
ら
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
語
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
相
手
の
意
見
や
考
え
が

自
分
の
価
値
観
と
違
っ
て
も
、「
こ
の
人

は
、こ
う
い
う
理
由
や
経
験
に
基
づ
い
て
、

こ
の
意
見
や
考
え
に
至
っ
た
の
だ
」
と
他

者
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
対
話
を
促
す
た
め
に
、
教
師

が
対
話
の
価
値
を
理
解
し
た
上
で
、
生
徒

と
日
々
対
話
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
生

徒
は
、「
こ
う
い
う
対
話
っ
て
、
お
互
い

を
認
め
合
え
て
心
地
よ
い
な
」
と
感
じ
、

教
師
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
対
話
の
本
質
を

体
得
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
自
己
を
見
つ
め
、「
よ
い
あ
り
方
・
生

き
方
」
を
築
く
力
は
、
何
か
の
知
識
を
習

得
す
れ
ば
身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
１
、
２
コ
マ
の
授
業
だ
け
で
身
に

つ
く
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
事
あ
る
ご

と
に
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
「
自
分
は

ど
う
あ
り
た
い
の
か
、
生
き
て
い
き
た
い

の
か
」
を
考
え
、
多
く
の
経
験
を
積
む
中

で
こ
そ
高
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
私
も
含
め
た
教
師
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
ど
れ
だ
け
学
生
や
生
徒
に
そ
う
い
っ

た
機
会
を
与
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
教
育
の
現
場

で
は
、
常
に
対
話
ば
か
り
し
て
い
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
私
も
大
学
教
員
で
す

か
ら
よ
く
分
か
り
ま
す
が
、知
識
を
伝
え
、

習
得
さ
せ
る
場
面
も
必
要
で
す
。
状
況
に

応
じ
て
、「
今
は
対
話
の
場
面
だ
」「
今
は

伝
え
る
場
面
だ
」
と
使
い
分
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
対
話
の
場
面
と
し
て
は
、
授
業
中
の

ち
ょ
っ
と
し
た
時
に
、
今
日
の
自
分
た
ち

が
学
ん
だ
こ
と
が
、
社
会
的
に
は
ど
ん
な

意
味
が
あ
る
の
か
、
自
分
の
あ
り
方
や
生

き
方
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
く
る
の
か
を
、

学
生
や
生
徒
自
身
に
考
え
さ
せ
る
よ
う
な

言
葉
を
発
す
る
。
あ
る
い
は
教
師
自
身
の

「
あ
り
方
・
生
き
方
」
を
、
過
去
の
失
敗

談
も
含
め
て
学
生
や
生
徒
に
話
す
。
そ
う

し
た
取
り
組
み
の
蓄
積
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
特
に
、
過
去
の
失
敗
が
未
来
に
つ

な
が
っ
た
価
値
あ
る
経
験
を
教
師
が
話
す

こ
と
は
、
生
徒
の
「
や
っ
て
み
よ
う
！
」

「
な
ん
と
か
な
る
！
」
因
子
を
含
め
、
す

べ
て
の
因
子
を
満
た
す
こ
と
に
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。

　「
先
生
の
お
か
げ
で
人
生
観
が
変
わ
り

ま
し
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
は
、
学

生
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
が
成
功
し
た

時
以
上
に
、
教
員
を
し
て
い
て
う
れ
し
い

と
思
う
瞬
間
で
す
。
も
し
私
た
ち
教
師
が

か
か
わ
っ
た
こ
と
で
、学
生
や
生
徒
の「
あ

り
方
・
生
き
方
」
を
よ
り
よ
い
方
向
へ
と

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
教
師
冥
利
に
尽
き
る
こ
と
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

特集Featured

他者の言葉を深く受け止めながら、
「あなたらしく！」を、
教師と生徒がともに磨いていってほしい
前野隆司

日
々
の
対
話
が
生
徒
の

「
あ
り
方
・
生
き
方
」を
高
め
る
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子
ど
も
た
ち
が
ず
っ
と
幸
せ
で
あ
る
こ
と

─
そ
れ

は
大
人
た
ち
の
共
通
の
願
い
だ
。
ま
し
て
、
東
日
本
大

震
災
の
よ
う
な
大
災
害
を
、
生
徒
、
児
童
と
と
も
に
生

き
抜
い
て
き
た
教
師
で
あ
れ
ば
、
そ
の
思
い
は
な
お
さ

ら
だ
。
岩
手
県
立
高
田
高
校
の
教
師
た
ち
が
学
校
改
革

の
重
点
事
項
と
し
て「
総
合
的
な
学
習（
探
究
）の
時
間
」

（
以
下
、「
総
合
学
習
」）
の
充
実
に
取
り
組
む
の
も
、「
こ

れ
以
上
な
い
ほ
ど
の
苦
労
を
経
験
し
て
き
た
生
徒
た
ち

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
幸
せ
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
願
い
に
よ
る
も
の
だ
。

　
そ
れ
ま
で
も
同
校
は
、
地
域
の
復
興
と
発
展
の
担
い

手
を
育
て
る
た
め
、
復
興
の
現
状
と
課
題
を
調
べ
る
な

ど
の
活
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
団
の
工
夫
の
下
、「
総

合
学
習
」
で
実
施
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
活
動

を
積
み
重
ね
る
中
で
、
教
師
た
ち
は
生
徒
の
変
化
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
か
つ
て
、
同
校
の
生
徒
を

始
め
、
震
災
を
経
験
し
た
中
学
生
、
高
校
生
は
、
被
災

地
の
復
興
を
自
分
た
ち
が
牽
引
す
る
と
い
う
自
覚
を

持
っ
て
進
路
選
択
を
し
、
ま
た
、
国
内
外
で
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
率
先
し
て
支
援
活
動
を
始
め
る
生
徒
が

少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
が
、
震
災
時
に
小
学
生
だ
っ
た

生
徒
が
入
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
生
徒
の
気

質
に
少
し
ず
つ
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
片
づ
け
な
ど
を
し
て
い
る
時
に
、『
や
り
ま
す
』
と

自
主
的
に
手
を
貸
す
生
徒
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
、
あ

る
時
気
が
つ
き
ま
し
た
。『
手
伝
っ
て
く
れ
る
？
』
と

教
師
が
声
を
か
け
る
と
、
ハ
ッ
と
気
が
つ
い
た
表
情
を

見
せ
、
一
生
懸
命
に
動
い
て
く
れ
ま
す
が
…
…
。
人
を

左から

進路指導課 多田昌弘 ただ・まさひろ
教職歴11年。同校に赴任して６年目。英語科。

進路指導課 吉田由岐恵 よしだ・ゆきえ
教職歴24年。同校に赴任して６年目。数学科。

＊プロフィールは2020年３月時点のものです。

岩
手
県
立
高
田
高
校
は
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
津
波
で
校
舎
が
全
壊
、

仮
校
舎
で
の
４
年
間
を
経
て
、
15
年
４
月
に
新
校
舎
に
移
転
し
た
。
以
来
、「
普
通
の
学
校
」
に
戻
る
こ
と
を

重
視
し
て
き
た
同
校
だ
が
、
現
在
は
、
生
徒
に
必
要
な
教
育
を
地
域
と
と
も
に
問
い
直
し
、
新
た
な
挑
戦
を
始
め
て
い
る
。

生
徒
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
学
校
に
は
何
が
で
き
る
の
か

ー
復
興
の
地
で
模
索
す
る
教
師
た
ち
を
訪
ね
た
。

岩
手
県
立
高た

か

田た

高
校
「
Ｔ
×
A
C
T
I
O
N
」と「
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

復
興
す
る
地
域
と
と
も
に
考
え
る

「
幸
せ
に
生
き
る
力
」

Document
ドキュメント

震
災
か
ら
９
年

変
化
す
る
生
徒
の
気
質
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を
踏
み
出
し
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
た

い
。
そ
の
た
め
に
、「
総
合
学
習
」
を
体
系
立
っ
た
学

び
の
場
に
し
よ
う
と
、17
年
度
、１
学
年
副
主
任
と
な
っ

た
多
田
先
生
は
考
え
た
。
そ
し
て
、
地
域
課
題
に
お
け

る
解
決
策
を
追
究
し
な
が
ら
、
生
徒
が
進
路
観
を
醸
成

し
て
い
く
よ
う
、「
総
合
学
習
」
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点

で
系
統
立
て
て
展
開
す
る
こ
と
を
１
学
年
団
に
提
案
。

２
年
次
の
文
化
祭
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
（
写
真

１
）
を
学
び
の
ゴ
ー
ル
と
し
た
「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

（
タ
ク
シ
ョ
ン
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」は“T

akata A
ction”

の
略
だ
。

　「
17
年
度
１
学
年
の
最
初
の
学
年
集
会
で
、『
こ
の
学

年
か
ら
、高
田
高
校
の
新
た
な
伝
説
が
始
ま
る
よ
』
と
、

生
徒
の
気
持
ち
を
あ
お
り
ま
し
た
。
震
災
に
よ
っ
て
い

ま
だ
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
こ
の
地
域
は
、
起
業
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
で
問
題
解
決
を
考
え
る
こ
と

に
価
値
が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
」（
多
田
先
生
）

　
高
校
生
に
と
っ
て
、
地
域
課
題
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
は
、
決
し
て

容
易
で
は
な
い
。
実
際
、
生
徒
か
ら
の
提
案
は
当
初
、

公
園
や
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
、
地
域
に
足
り
な
い
も
の
を

作
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
１
学
年
団

の
教
師
た
ち
は
、
そ
う
し
た
提
案
に
対
し
て
、「
ど
う

助
け
た
い
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

る
も
の
の
、
そ
れ
が
主
体
的
・
自
主
的
な
行
動
と
し
て

表
れ
な
い
生
徒
が
増
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」（
吉

田
由
岐
恵
先
生
）

　
さ
ら
に
、
３
年
生
に
な
っ
て
も
希
望
進
路
が
未
決
定

の
生
徒
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
希
望
進
路
が
あ
っ
て

も
志
望
理
由
の
内
容
が
乏
し
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
教
師
た
ち
は
、「
い
つ
の
間
に
か
、
子
ど
も

た
ち
は
受
け
身
で
待
つ
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
被
災
地
の
学
校
に
は
、
全
国
か
ら
様
々
な
方
が
講

演
な
ど
で
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ
は
生
徒
に

と
っ
て
は
素
晴
ら
し
い
経
験
で
す
。
一
方
で
、
そ
う
し

た
特
別
な
経
験
は
系
統
立
っ
た
活
動
に
な
り
に
く
い
の

も
事
実
で
、
私
た
ち
は
ど
こ
か
も
ど
か
し
さ
も
感
じ
て

い
ま
し
た
」（
多
田
昌
弘
先
生
）

　
変
化
の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
も
夢
を
描
い
て
一
歩

左から

副校長 菅　常久 かん・つねひさ
教職歴29年。同校に赴任して1年目。

校長 須川和紀 すかわ・かずのり
教職歴33年。同校に赴任して２年目。

副校長 継枝　斉 つぐえだ・ひとし
教職歴32年。同校に赴任して２年目。

写真１　文化祭で地域課題をテーマとしたビジネスプラン
を発表する生徒。「T×ACTION」では、１年次に興味のあ
る地域課題を設定、調査・分析し、２年次にビジネスプラ
ンの発表に向けての準備を行う。生徒は、校外のビジネス
プランコンテストにも積極的に参加する。３年次には、そ
れまでの経験を希望進路と結びつけながら、志望理由書の
作成や資格試験対策に取り組んでいく。

特集Featured

地
域
課
題
を
学
ぶ
中
で

成
長
す
る
生
徒
、
教
師
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や
っ
て
利
益
を
出
す
の
？
」「
実
現
性
が
あ
り
、
持
続

可
能
な
プ
ラ
ン
に
す
る
に
は
？
」
と
、
根
気
強
く
問
い

か
け
続
け
た
。
並
行
し
て
、
起
業
家
や
金
融
機
関
の
融

資
担
当
者
の
講
演
を
実
施
し
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
を

軸
に
「
総
合
学
習
」
の
１
コ
マ
１
コ
マ
を
再
構
築
し
て

い
っ
た
。
次
第
に
「
観
光
客
向
け
の
足
湯
に
、
地
域
の

特
産
物
を
販
売
す
る
ミ
ニ
市
場
を
併
設
で
き
な
い
か
」

と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
が
、
生
徒
の
意
見
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
が
２
年
目
に
入
っ
た
18
年

度
に
は
、「
総
合
学
習
」
を
学
校
全
体
の
取
り
組
み
に

拡
充
す
る
組
織
と
し
て
、「
高
田
高
校
未
来
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
校
内
に
発
足
し
た
。

　「
須す

川か
わ

校
長
か
ら
、『
若
手
の
先
生
方
の
柔
軟
な
発
想

を
大
切
に
し
な
が
ら
、『
総
合
学
習
』
の
あ
り
方
を
議

論
し
て
ほ
し
い
』
と
指
示
を
受
け
て
、
各
分
掌
か
ら
６

人
の
若
手
の
先
生
を
『
高
田
高
校
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
』
の
メ
ン
バ
ー
に
選
出
し
ま
し
た
。
話
し

合
い
に
臨
む
際
、『
若
い
先
生
か
ら
奇
抜
な
意
見
が
出

て
も
頭
ご
な
し
に
否
定
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
』
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
が
、
約
10
回
に
も
及
ん

だ
話
し
合
い
で
は
、
先
生
方
の
ユ
ニ
ー
ク
な
考
え
に
、

い
つ
も
私
が
一
番
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

（
継つ

ぐ

枝え
だ

斉ひ
と
し

副
校
長
）

　
さ
ら
に
須
川
和
紀
校
長
は
、
地
元
で
活
躍
す
る
経
営

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て
、
地
域
の
高

校
へ
の
思
い
を
語
る
「
高
田
高
校
の
未
来
を
語
る
会
」

を
開
催
（
写
真
２
）。
ま
た
、
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、「
生
徒
に
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
資
質
・
能
力
」の
言
語
化
に
着
手
し
た
。そ
う
し
て
、

学
校
と
し
て
新
し
い「
総
合
学
習
」を
実
施
し
な
が
ら
、

そ
こ
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
「
主
体
性
に
基

づ
い
た
計
画
力
・
実
行
力
・
発
信
力
」
と
明
確
化
し
、

生
徒
、
教
師
が
共
有
す
る
学
校
教
育
目
標
と
し
た
。

　「
職
員
会
議
な
ど
で
、
主
体
性
に
基
づ
い
た
計
画
力
・

実
行
力
・
発
信
力
は
ど
う
す
れ
ば
育
成
で
き
る
か
を
話

し
合
う
中
で
、『
教
科
学
習
の
場
だ
け
で
は
不
十
分
だ
』

と
皆
が
気
づ
き
、『
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
に
全
学
年

の
全
職
員
が
か
か
わ
ろ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し

た
」（
森も

り

谷や

幸ゆ
き

恵え

先
生
）

　「
地
域
や
保
護
者
の
思
い
を
知
る
こ
と
で
、
私
た
ち

教
師
の
生
徒
へ
の
接
し
方
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

教
科
学
習
や
部
活
動
だ
け
で
な
く
、
大
学
や
企
業
に
足

を
運
ぶ
学
校
外
で
の
学
び
を
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
生
徒

に
促
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
土
谷
桃
子
先
生
）

左から

教務情報課 森谷幸恵 もりや・ゆきえ
教職歴20年。同校に赴任して２年目。国語科。

教務情報課 土谷桃子 つちや・ももこ
教職歴９年。同校に赴任して５年目。国語科。

教務情報課 日山　玲 ひやま・れい
教職歴11年。同校に赴任して３年目。家庭科。

教務主任 佐々木均 ささき・ひとし
教職歴23年。同校に赴任して3年目。数学科。

写真２　地元企業人や行政職員、ＮＰＯ活動家などが集まっ
た「高田高校の未来を語る会」。「生徒の強み」「高校にもっ
と力を入れてほしいこと」などについて話し合う中で、「高
校生には、働いてお金を得ることの大切さ、大変さを知っ
てほしい」という声が多く寄せられた。ここでの意見に加
えて、生徒、保護者、教職員へのアンケートを踏まえて、
学校として生徒に育成したい資質・能力が設定された。
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　「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
を
通
じ
て
、「
将
来
の
夢
」

を
自
ら
語
る
生
徒
も
次
第
に
増
え
て
き
た
。

　「
今
、
私
た
ち
が
住
む
地
域
に
も
、
外
国
人
労
働
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
外
国
人
労
働
者
に
と
っ
て
、
も
っ

と
働
き
や
す
い
環
境
を
考
え
る
こ
と
は
、
地
域
の
発
展

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
域
が
、
多
文
化

共
生
の
場
と
な
る
よ
う
な
貢
献
の
方
法
を
今
後
も
考
え

て
い
き
た
い
で
す
」（
３
年
生
・
千ち

田だ

龍
汰
朗
さ
ん
）

　「
陸
前
高
田
市
は
漁
業
が
盛
ん
で
す
が
、
比
較
的
温

暖
な
気
候
を
生
か
せ
ば
農
業
も
盛
り
上
げ
ら
れ
そ
う
で

す
。
僕
が
考
え
た
の
は
、
陰
生
植
物
と
陽
生
植
物
を
狭

量
地
で
も
同
時
に
育
成
で
き
る
『
２
階
建
て
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
』。
将
来
は
地
方
公
務
員
に
な
っ
て
、
地
域
の

の
力
を
生
か
し
て
み
ん
な
を
幸
せ
に
す
る
施
策
を
考
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
３
年
生
・
菅す

が

原わ
ら

旦あ
さ

輝き

さ
ん
）

　
19
年
度
３
年
生
の
文
系
進
学
ク
ラ
ス
は
、
39
人
の
生

徒
の
う
ち
17
人
が
、「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
で
学
ん

だ
こ
と
を
大
学
入
試
で
生
か
し
、
進
学
先
を
決
め
た
。

　「
17
人
の
生
徒
が
選
ん
だ
進
路
は
、
教
科
学
習
や
部

活
動
だ
け
で
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
希
望
進
路
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
生
徒
に
も
、

面
談
で
『
君
の
プ
ラ
ン
、
面
白
か
っ
た
よ
ね
』『
プ
ラ

ン
が
実
現
し
た
時
、
ど
ん
な
役
割
を
担
い
た
い
？
』
な

ど
と
、
進
路
を
掘
り
下
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
問
い
か

け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
日
山
玲
先
生
）

　
変
化
し
て
い
る
の
は
生
徒
だ
け
で
は
な
い
。「
高
田

高
校
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
教
師
た
ち

は
、「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
あ
り
方
を
話
し
合
う

中
で
、「
仕
事
、
家
事
、
育
児
を
１
人
で
こ
な
す
ワ
ン

オ
ペ
育
児
の
母
親
の
息
抜
き
と
保
育
士
を
志
望
す
る
生

徒
の
保
育
体
験
を
、
自
校
の
食
品
製
造
実
習
を
活
用
し

て
同
時
に
実
現
す
る
」と
い
う
プ
ラ
ン
を
考
え
た
の
だ
。

　「
お
母
さ
ん
た
ち
を
学
校
に
招
き
、
パ
ン
作
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
間
、
保
育
士
志
望
の
生
徒
が
子
ど
も
の

面
倒
を
見
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
す
。
19
年
８
月
に
、
地

元
の
保
健
師
、保
育
士
の
協
力
を
得
て
実
現
し
ま
し
た
。

保
育
士
に
は
、
生
徒
の
志
望
理
由
書
を
見
て
ア
ド
バ
イ

ス
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
斬
新
な
プ
ラ
ン

が
若
手
の
先
生
方
か
ら
出
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
実

現
し
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
が
、
学
校
の
力
を
生
か
し

て
地
域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
教
師

の
役
割
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」（
菅か

ん

常
久
副
校
長
）

　
仮
校
舎
か
ら
本
校
舎
に
戻
っ
て
３
年
目
に
始
ま
っ
た

「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
は
、
震
災
前
の
「
普
通
の
学

校
」
の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
努
力
し
て
き
た
同
校
の
教

師
が
、「
こ
れ
か
ら
の
学
校
」
の
創
造
へ
と
教
育
活
動

の
方
針
を
転
換
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　「『
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
の
学
校
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
震
災
の
記
憶
を
消

し
去
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
の
先
輩

や
、
教
師
が
経
験
し
た
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
て
い
く
こ

と
で
、『
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
に
取
り
組
む
生
徒
は

左から

3 年生 千田龍汰朗 ちだ・りゅうたろう

3 年生 加藤菜々子 かとう・ななこ

3 年生 菅原旦輝 すがわら・あさき

特集Featured

幸
せ
に
生
き
る
力
を

地
域
と
学
校
が
と
も
に
育
む
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き
っ
と
地
域
を
よ
り
深
く
理
解
し
て
く
れ
る
は
ず
で

す
」（
佐
々
木
均ひ

と
し

先
生
）

　
地
域
と
協
働
し
て
新
し
い
学
校
の
あ
り
方
を
探
究
す

る
高
田
高
校
。
須
川
校
長
は
、「
ど
ん
な
進
路
を
希
望

し
て
も
、
夢
を
か
な
え
る
力
が
育
ま
れ
る
学
校
を
つ
く

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
生
徒
に
、
自
分

に
は
他
者
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、
高

校
生
活
の
中
で
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
」と
語
る
。

　「
震
災
発
生
時
、
本
校
の
生
徒
は
、
自
分
の
家
族
の

安
否
も
分
か
ら
な
い
中
、
避
難
し
て
き
た
地
域
の
人
々

の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
率
先
し
て

寝
具
を
運
び
、
薪
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
高
校
生
は
本

来
そ
う
し
た
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。『
Ｔ
×
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
で
地
域
と
接
す
る
中
で
、
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」（
須
川
校
長
）

　
そ
う
し
た
須
川
校
長
の
願
い
は
、
確
か
に
生
徒
に
も

届
い
て
い
る
。

　「
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
情
熱
に

触
れ
る
中
で
、『
将
来
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
』
と
い

う
思
い
が
、
自
分
の
中
か
ら
た
く
さ
ん
出
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
か
自
分
の
住
む
地
域
で
起
業
し

て
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
社
会
を
よ
く
し
て
い
け
る

人
に
な
り
た
い
で
す
」（
３
年
生
・
加
藤
菜
々
子
さ
ん
）

　
陸
前
高
田
市
の
教
育
長
と
し
て
、「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
」
に
取
り
組
む
生
徒
の
成
長
を
見
て
き
た
金き

ん

賢
治

さ
ん
は
、
元
教
師
と
し
て
、
そ
し
て
地
域
の
１
人
と
し

て
、
高
田
高
校
生
へ
の
思
い
を
こ
う
語
る
。

　「
あ
ん
な
に
大
変
な
思
い
を
し
た
子
ど
も
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
、
予
測
困
難
な
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
も
ず
っ

と
幸
せ
に
生
き
て
ほ
し
い
。
全
国
の
人
た
ち
か
ら
支
援

を
受
け
る
中
で
育
ま
れ
た
素
直
さ
や
優
し
さ
を
忘
れ
ず

に
、
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
、
夢
に
向
か
っ
て

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
…
…
そ
れ
が

地
域
み
ん
な
の
願
い
で
す
。『
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』は
、

そ
の
願
い
を
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
実
現
し
よ

う
と
す
る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
」（
金
さ
ん
）

　
中
学
校
の
音
楽
の
教
師
だ
っ
た
金
さ
ん
は
、震
災
後
、

卒
業
式
に
臨
む
我
が
子
へ
の
父
母
た
ち
の
思
い
を
歌
に

し
て
、
生
徒
た
ち
に
贈
っ
た
。

　
　
　
だ
か
ら
ね
　
き
み
は
自
分
ら
し
く
　

　
　
　
夢
を
追
い
　
生
き
な
き
ゃ
ね

　
　
　
だ
か
ら
ね
　
き
み
は
誰
よ
り
も

　
　
　
幸
せ
に
　
な
ら
な
き
ゃ
ね

　
自
分
ら
し
く
夢
を
追
い
、
幸
せ
に
生
き
る
。
す
べ
て

の
教
師
、
そ
し
て
地
域
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
「
高
田

高
校
な
ら
で
は
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
は
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
く
。

陸前高田市教育委員会　前教育長
 金　賢治 きん・けんじ

岩手県内の公立中学校勤務を経て、岩手県教育委員会
へ。震災後、陸前高田市教育委員会で教育次長、教育
長を務め、地域の教育の復旧・復興に尽力した。

岩
手
県
立
高
田
高
校

◎
「
至
誠
」「
錬
磨
」「
創
造
」
を
校
訓
と
す
る
。
２
０
０
８
年
４
月

よ
り
高
田
高
校
（
普
通
科
）
と
広
田
水
産
高
校
（
水
産
科
）
が
統
合
。

東
日
本
大
震
災
津
波
で
校
舎
が
全
壊
し
、
隣
の
大
船
渡
市
に
あ
る
大

船
渡
東
高
校
萱
中
校
舎
を
仮
校
舎
と
し
て
４
年
間
を
送
っ
た
。

◎
設
立
　
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
、
海
洋
シ
ス
テ
ム
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
２
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、

岩
手
大
、
岩
手
県
立
大
、
宮
城
大
、
首
都
大
東
京
、
名
桜
大
な
ど
に

11
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
盛
岡
大
、
東
北
学
院
大
、
東
北
福
祉
大
、

立
教
大
、
名
古
屋
外
国
語
大
な
ど
に
延
べ
57
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
2.iw

ate-ed.jp/tak-h/
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日
本
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
協
力
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
事
務
局
長
の

小
村
俊
平
氏
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
東

北
沿
岸
部
の
高
校
生
が
、
海
外
の
高
校
生

と
国
際
協
働
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を

展
開
し
た
事
例
を
紹
介
。「
地
域
や
大
学

と
連
携
す
る
探
究
学
習
に
取
り
組
む
力

を
、
生
徒
は
持
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
宮
城
県
石い

し
の

巻ま
き

高
校
の
髙
橋
就し

ゅ
う

先
生
は
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
集
中
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
聖
地
・
米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

で
の
幼
児
教
育
、
初
等
中
等
教
育
な
ど
の

視
察
報
告
を
通
じ
て
、「
手
に
入
れ
た
知

識
を
実
際
に
社
会
の
た
め
に
生
か
し
て
い

く
体
験
が
、
生
徒
に
主
体
性
を
育
む
土
台

と
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
社
会
と
生

徒
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高

校
の
木
村
健
太
先
生
は
、「
大
切
な
の
は
、

生
徒
が
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
こ
と
が
、

社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
こ
と
」
と
、「
学

問
を
楽
し
む
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
同

校
の
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
探
究

学
習
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
続
い
て
、
岩

手
県
立
高
田
高
校
の
多
田
昌
弘
先
生
が
、

「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
り
組
み
の
紹
介
を
通
じ
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
立
案
を
楽
し
み
な
が
ら
進
路

観
を
広
げ
る
生
徒
の
様
子
を
語
っ
た
。

　
講
演
内
容
を
踏
ま
え
た
参
加
者
の
意
見

交
換
も
行
わ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
自

分
は
地
域
の
中
で
育
っ
た
の
だ
と
い
う
感

覚
を
、
高
校
の
学
び
の
中
で
生
徒
に
い
か

に
育
む
か
が
課
題
だ
」「
１
校
で
で
き
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
各
校
で
育
て
た

い
生
徒
像
を
描
き
な
が
ら
、
同
じ
地
域
の

学
校
と
し
て
一
緒
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

た
い
」「
校
内
の
教
師
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
各
教
科
の
専
門
性
を
生
か
し
た
社
会

貢
献
の
あ
り
方
を
、
生
徒
と
と
も
に
模
索

で
き
る
は
ず
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

課
題
や
展
望
が
活
発
に
語
ら
れ
た
。

写真右）東北沿岸部の高校の教師、学習支援に携わるＮＰＯ関係者などが参加。
写真中）育てたい生徒像を学校、地域の視点で深めながら、議論が行われた。
写真左）会の最後には、「予測不可能な課題に当事者意識を持って取り組む力
を生徒が身につける」ために、高校は何ができるかという問いを共有した。

特集Featured

東
北
沿
岸
部
の
高
校
の
教
師
が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
「
東
北
沿
岸
部
教
育
情
報
交
換
会
議
」
が
、

２
０
１
９
年
12
月
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
東
北
支
社
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。「
Ｔ
×
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

展
開
す
る
岩
手
県
立
高
田
高
校
を
始
め
と
す
る
東
北
の
高
校
の
教
師
た
ち
と
多
彩
な
ゲ
ス
ト
が
語
り
合
っ
た
。

地
域
で
生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
、

学
校
の
垣
根
を
超
え
て
、と
も
に
考
え
る

東
北
沿
岸
部
教
育
情
報
交
換
会
議

当日のプログラム
1. 講演「なぜ、東北から次世代の教育が生まれるのか」
　（講師：日本イノベーション教育ネットワーク（協力OECD）事務
局長　小村俊平氏）

2.講演「沿岸部地区の教育への提言〜シリコンバレーの実践から」
　（講師：宮城県石

いしの

巻
まき

高校　髙橋　就
しゅう

先生）
3.意見交換「これからの生徒に求められる資質・能力」
4.講演「これから求められる資質・能力の育成と教育実践について」
　（講師：東京都・私立広尾学園中学校・高校　木村健太先生）
5.講演「Ｔ×ＡＣＴＩＯＮを通じた探究活動と進路活動の連動」
　（講師：岩手県立高田高校　多田昌弘先生）
6.意見交換「求められる資質・能力を育成する教育」

＊プロフィールは2020年３月時点のものです。

 Apr i l  202025

あり方・生き方を考える─主体的な進路選択のために─

0-01-J-22036-000 2020 年度VIEW21高校版 4月号 25頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校
04/07
芳賀

再
2
念
校

04/09
中田 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P025_view21koukou-4g.indd   25 2020/04/09   10:39



編
集
部
　
梶
谷
教
授
は
、中
学
校
や
高
校
、

企
業
な
ど
で
、「
哲
学
対
話
」
を
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
哲
学
対
話
と
は

ど
の
よ
う
な
活
動
な
の
か
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

梶
谷
　
哲
学
対
話
は
、
５
〜
20
人
程
度
の

参
加
者
が
輪
に
な
っ
て
座
り
、
１
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
由
に
話
を
し
、
一

緒
に
考
え
て
い
く
活
動
で
す
。
テ
ー
マ

は
、
参
加
者
が
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
疑

問
、
そ
の
時
に
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。「
な

ぜ
、戦
争
は
な
く
な
ら
な
い
の
か
」「
な
ぜ
、

学
校
は
必
要
な
の
か
」
な
ど
、
答
え
が
１

つ
と
は
限
ら
な
い
テ
ー
マ
、
問
い
で
対
話

し
ま
す
。

　
哲
学
対
話
に
お
い
て
最
も
大
切
な
の

は
、
自
由
に
話
を
し
、
一
緒
に
考
え
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
と
し
て
、

私
は
い
つ
も
次
の
８
つ
を
提
示
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
①
何
を
言
っ
て
も
よ
い
　

②
人
の
発
言
を
否
定
し
な
い
　
③
た
だ
聞

く
だ
け
で
も
よ
い
　
④
お
互
い
に
問
い
か

け
る
　
⑤
知
識
で
は
な
く
、
経
験
に
則
し

て
話
す
　
⑥
話
を
無
理
に
ま
と
め
な
い
　

⑦
意
見
が
変
わ
っ
て
も
よ
い
　
⑧
分
か
ら

な
く
な
っ
て
も
よ
い
、
で
す
。
都
立
高
校

を
始
め
、
複
数
の
高
校
で
、
放
課
後
な
ど

「
あ
り
方
・
生
き
方
」を
考
え
る
対
話
の
場
を

学
校
に
つ
く
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

東
京
大
学
大
学
院

　総
合
文
化
研
究
科

　教
授

　梶か

じ

谷た

に

真
司

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
生
徒
に
自
己
の
「
あ
り
方
・
生
き
方
」
を
考
え
さ
せ
た
り
、
そ
の
中
で
求
め
ら
れ
る
他
者
理
解
や
相
互
承
認
を
促
し
た
り
す
る
上
で
、

大
切
な
活
動
が
「
対
話
」
だ
。
そ
こ
で
、「
対
話
」
の
場
の
１
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
哲
学
対
話
」
の
実
践
者
で
あ
る

東
京
大
学
大
学
院
の
梶
谷
真
司
教
授
に
、
そ
の
概
要
と
実
践
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

かじたに・しんじ　京都大学大学院人間・環境学研究科博士課程修了。専門は、哲学（現
象学）・比較文化・医療史・哲学プラクティス。東京大学大学院総合文化研究科・教養
学部附属の「共生のための国際哲学研究センター」のセンター長も務める。著書に『シュ
ミッツ現象学の根本問題～身体と感情からの思索』（京都大学学術出版会）、『考えると
はどういうことか　0歳から100歳までの哲学入門』（幻冬舎新書）など。

Dialog
実践者に聞く

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

自
由
に
語
り
合
う
「
哲
学
対
話
」

1

＊プロフィールは2020年３月時点のものです。

26 Apr i l  2020

0-01-J-22036-000 2020 年度VIEW21高校版 4月号 26頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校
04/07
芳賀

再
2
念
校

04/09
中田 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P026-027_view21koukou-4g.indd   26 2020/04/09   10:39



編
集
部
　
哲
学
対
話
は
、
生
徒
が
自
分
の

あ
り
方
や
生
き
方
を
考
え
、
深
め
る
点
で

有
効
な
場
な
の
で
し
ょ
う
か
。

梶
谷
　
生
徒
に
限
ら
ず
、
大
人
で
あ
っ
て

も
、
自
分
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
考
え
、

そ
れ
ら
を
深
め
る
の
は
、
様
々
な
経
験
の

中
で
得
た
気
づ
き
や
疑
問
、
不
安
な
ど
を

他
者
と
共
有
す
る
中
に
お
い
て
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。だ
か
ら
こ
そ
高
校
生
に
は
、

成
功
者
の
話
を
聞
か
せ
る
こ
と
以
上
に
、

対
話
す
る
時
間
が
大
切
だ
と
、
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
得
意
教
科
が
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

学
生
は
、
東
京
大
学
で
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
様
々
な
テ
ー
マ
で
自
由
に
語
り
合

う
中
で
、
学
生
や
生
徒
に
は
自
分
が
真
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
大
切
に
し
た

い
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
で
す
。
た
だ

し
、
哲
学
対
話
の
場
を
設
け
た
か
ら
と

編
集
部
　
哲
学
対
話
は
、
ど
の
よ
う
な
学

校
、
生
徒
で
も
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

梶
谷
　
教
科
学
力
な
ど
の
程
度
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
生
徒
が
哲
学
対
話
を
実

践
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

最
初
は
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
た

い
の
か
を
問
う
て
も
、
生
徒
か
ら
は
す
ぐ

に
意
見
は
出
て
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
も
、
発
言
が
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
生
徒
に
対

話
す
る
力
が
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
教
師
や
ほ
か
の
生
徒
の
前
で
自
由
に

自
分
の
考
え
を
語
る
機
会

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
生

徒
が
対
話
に
慣
れ
て
い
な

い
だ
け
な
の
で
す
。
じ
っ

く
り
と
生
徒
の
言
葉
を
待

つ
う
ち
に
、
生
徒
た
ち
は

自
分
の
思
い
や
考
え
を
語

り
始
め
ま
す
。「
生
徒
が
こ

れ
だ
け
の
こ
と
を
考
え
て

い
た
な
ん
て
！
」
と
、
驚

く
教
師
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

を
利
用
し
た
哲
学
対
話
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
哲
学
対
話
で
、
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
問
い
に
向
き
合
い
、
自
ら
考
え
、
自
分

な
り
の
答
え
を
出
す
力
が
生
徒
に
育
ま
れ

た
結
果
、
進
学
実
績
を
大
き
く
伸
ば
し
た

高
校
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
教
科
学
力

の
高
い
生
徒
が
集
ま
っ
た
い
わ
ゆ
る
進
学

校
で
の
こ
と
で
は
な
く
、
高
校
入
試
の
受

験
偏
差
値
の
低
い
学
校
で
の
こ
と
で
す
。

い
っ
て
、「
と
に
か
く
話
し
な
さ
い
」
と
、

生
徒
に
対
話
を
強
制
す
る
の
は
マ
イ
ナ
ス

で
す
。「
今
は
話
し
た
く
な
い
」「
そ
の
テ
ー

マ
で
は
話
し
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
生
徒

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
強
制
さ
れ

る
と
自
分
の
本
音
を
語
ら
ず
に
取
り
繕
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
話
し
た

い
と
思
っ
た
生
徒
が
自
由
に
参
加
で
き
る

場
を
、
校
内
に
定
期
的
に
つ
く
っ
て
い
く

の
が
一
番
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
教
科
・
科
目
の
授
業

で
探
究
的
な
学
習
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
探
究
型
の
学
習
で
は
、
考
え
た
い

テ
ー
マ
や
問
い
を
生
徒
が
自
分
で
設
定

し
、
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
考
え
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
点
に
お
い
て
も
、

哲
学
対
話
は
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
広
ま
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
活
動
で
す
。

　
授
業
の
中
に
対
話
を
取
り
入
れ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
教
科
書
を
読
ん

で
、
書
か
れ
た
こ
と
に
対
す
る
問
い
を
生

徒
に
考
え
さ
せ
、さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
で「
よ

い
問
い
と
そ
う
思
う
理
由
」を
語
り
合
い
、

そ
の
結
果
を
発
表
さ
せ
る
の
で
す
。
時
に

は
、
教
師
に
も
答
え
が
分
か
ら
な
い
問
い

が
飛
び
出
す
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
時
は
、
そ
の
場
で
教
師
が
答

え
ら
れ
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
生
徒
と

一
緒
に
答
え
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

む
し
ろ
、
そ
う
し
た
教
師
の
態
度
か
ら
、

生
徒
は
多
く
を
学
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

哲学対話の流れの一例（50分の場合）*
•５〜20人程度の生徒、教師が輪になって座る。
❶ 哲学対話の説明（5 分程度）
以下の点について、教師が説明する
•哲学対話を実施するねらいや意図（教師としての思い）
•みんなで考えたいテーマ（問い）について自由に語り
合う場であること

•結論を出したり、意見をまとめたりする場ではないこと
❷ 問い決め（5 分程度）
•あらかじめ生徒に話し合いたいテーマ（問い）を複数
考えてきてもらい、多数決で１つの問いに絞る

❸ 対話のルールの説明（5 分）
❹ 対話（30 分）※
❺ 振り返り（5 分）
※布製の人形やクッションなど、柔らかくて持ちやすく、手元に
あると安心できるようなものを1つ用意する。それを持った人が
話をして、話し終わったら話を聞きたい人に渡す。今は話したく
ないという時は、ほかの人にそれを渡し、話したい人が手を挙げ
た場合は、その人に渡す。対話の促進を目的としたこのようなツー
ルは、「コミュニティーボール」と呼ばれる。

＊梶谷真司『考えるとはどういうことか　0歳から100歳までの哲学入門』（幻冬舎新書）を基に編集部で作成。

特集Featured

「
あ
り
方
・
生
き
方
」は
教
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

対
話
の
中
で
自
ら
考
え
、
深
め
て
い
く
も
の

2

す
べ
て
の
生
徒
・
教
師
に
、

問
い
を
立
て
、
対
話
を
楽
し
む
力
が
あ
る

3
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テ
ー
マ

「
あ
り
方
・
生
き
方
」を
考
え
る
教
育
活
動

生
徒
は
、
自
校
の
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通
じ
て
、
自
己
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
号
の
特
集
の
中
で
出
て
き
た
、「
あ
り
方
・
生
き
方
」
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
、

自
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
深
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

『VIEW21』高校版
2020年 4月号特集

NEXTを
語り合う
ワークシート

生徒の

教師の
自校の 社会の

「私らしさ」について
私たちの学校では、生徒はどのような活動で、「私らしさとは何か」につい
て考えるだろうか。

「幸せ」について
私たちの学校では、生徒はどのような活動で、「自分にとっての幸せとはど
のようなものか」について考えるだろうか。

できれば各自が今号の特集（P.6 〜27）を読
んだ上で、学年団や教科団、分掌内などで本

ワークシートを回し、１人ずつ考えを書き込んでいくことで、協働して本ワーク
シートを完成させ、お互いの考えを知る。あるいは、ワークシートを複写、ま
たはダウンロードし、それぞれ自分のワークシートを完成させた上で集まり、語
り合う。

ワークシートの使い方

でご覧ください。
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特集Featured

「ありがとう！」
という気持ち

私たちの学校では、生徒が感謝の気
持ちを持って他者とのつながりを実感
できるように、どのような配慮や工夫
をしているだろうか。

「
あ
り
方
・
生
き
方
」
を
よ
り
深
く

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

自
校
で
は
、ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
が

求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か

「地域」
とのかかわりの中で育つ
私たちの学校では、生徒が地域の願
いや思いを感じながら成長するよう
に、どのような配慮や工夫をしている
だろうか。

「やってみよう！」
という気持ち

私たちの学校では、生徒に自己実現
意欲や成長志向を醸成するために、ど
のような配慮や工夫をしているだろう
か。

「なんとかなる！」
という気持ち

私たちの学校では、生徒に前向きな
気持ちを育むために、どのような配
慮や工夫をしているだろうか。

本ワークシートの目的は、自校に求められる「あり方・生き方」を考える教育活動とはどのよ
うなものかを、一人ひとりの教師が考え、新しい活動を提案したり、既存の活動を改善したり
するきっかけをつくることにあります。「あり方・生き方」を考える教育活動は、「このような

ことをする活動」といった、唯一の答えがあるものではありません。だからこそ、それは、自校の多様な教育活動が、生徒
にどのような変容をもたらしているのかを、参加者が自由に語り合えるテーマであると言えます。対話の参加者に対しては、
授業やホームルーム活動などでの生徒の言動を思い出しながら、ワークシートの問いに向き合ってもらえればと思います。

ファシリテーター役の
先生へ　　

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」
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福
岡
県
立
小
倉
商
業
高
校
は
、
地
域
に

根
差
し
た
商
業
高
校
と
し
て
１
０
０
年
以

上
の
伝
統
を
持
つ
。
生
徒
は
卒
業
後
に
約

半
数
が
就
職
す
る
が
、
就
職
先
の
ほ
と
ん

ど
は
福
岡
県
内
の
地
元
企
業
だ
。
大
学
進

学
者
を
含
め
る
と
、
約
８
割
が
卒
業
後
も

地
元
に
残
る
。

　
同
校
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に

向
け
て
、
地
域
人
材
の
育
成
を
念
頭
に
、

主
幹
教
諭
と
指
導
教
諭
が
中
心
と
な
っ
て

既
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
各
分
掌
が
策
定

し
た
教
育
目
標
や
指
導
方
針
が
詰
め
込
ま

れ
た
状
態
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

や
方
針
の
関
係
性
が
明
確
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
（
図
１
・
右
）。

　「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
、
方
向
性
・

課
題
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
改
善
に
着
手
し
よ
う
と
し
た
も
の

の
、
ど
こ
か
ら
見
直
せ
ば
よ
い
の
か
悩
み

ま
し
た
」
と
、
主
幹
教
諭
で
教
務
主
任
の

木
下
祐す

け

彦ひ
こ

先
生
は
語
る
。

　
そ
う
し
た
中
、指
導
教
諭
で
研
修
主
任
・

学
年
総
括
主
任
を
務
め
る
松
藤
史ふ

み

紹あ
き

先
生

は
２
０
１
９
年
３
月
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集

部
が
主
催
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
＊

１
）
に
参
加
。
講
師
の
関
西
大
学
教
育
推

進
部
森
朋
子
教
授
の
話
の
中
で
、
学
校
教

育
目
標
の
達
成
を
意
識
し
た
教
育
課
程
の

構
築
手
法
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
校
が

目
指
す
方
向
性
を
シ
ン
プ
ル
に
示
す
こ
と

が
で
き
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
一
気
に
見
え
て
き
た
と
言
う
。

　
学
校
に
戻
る
と
、
松
藤
先
生
は
ま
ず
、

「
そ
も
そ
も
本
校
が
地
域
か
ら
長
年
信
頼

を
得
ら
れ
て
き
た
理
由
は
何
か
」と
い
う
、

学
校
の
根
本
的
な
存
在
意
義
か
ら
考
え
る

こ
と
に
し
た
。そ
の
結
果
得
ら
れ
た
の
は
、

同
校
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
清
く 

明
る

く 

健
や
か
に
」
高
校
生
活
を
送
る
生
徒

を
育
成
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
地
域
か
ら

の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
19
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
で
は
、「
清
く 

明
る
く 

健
や
か
に
」

を
最
上
位
の
目
標
に
置
き
、「
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
資

質
・
能
力
を
生
徒
に
育
成
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
」「
そ
の
資
質
・
能
力
は
、
ど
の

よ
う
な
教
育
活
動
を
通
し
て
育
成
を
図
る

こ
と
が
可
能
か
」
と
い
っ
た
手
順
を
採
っ

た
。
す
る
と
、
短
期
間
で
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
と
言
う

（
図
１
・
左
）。

カリキュラム・
マネジメント
を通じて実現

学校教育
目標

授業・
指導改善

評価・検証
授業・
指導実践

カリキュラム・
指導計画

カリマネの視点で描き直した
グランドデザインを、

地域と連携しながら実現する
福岡県立小

こ

倉
く ら

商業高校

◎「清く 明るく 健やかに」を学校のモットー、「フ
ロンティア・スピリット」を建学の精神に掲げ、
地域とともにある学校として、学校を核とした
地域づくりに取り組んでいる。
◎設立　1916（大正 5）年
◎形態　全日制／総合ビジネス科、国際ビジネ
ス科、ビジネス情報科、会計ビジネス科／共学
◎生徒数　１学年約 240 人
◎2019年度進路実績　国公立大は、山口大、下関市立大、北九州市立大などに
８人が合格。私立大は、国士舘大、日本大、九州産業大、中村学園大、福岡大な
どに延べ 26 人が合格。短大、専門学校進学 64 人。就職１２7人。
◎URL　http://kokura-ch.fku.ed.jp

今回

今回

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

学
校
教
育
目
標
を
意
識
し
て

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成

＊１　ワークショップの内容は、本誌２０１９年６月号・特集に掲載。
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組
ん
だ
木
下
先
生
は
語
る
。

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
見
直
し
た
こ
と

で
、
３
年
間
を
見
通
し
な
が
ら
、
教
育

目
標
と
し
て
掲
げ
た
資
質
・
能
力
を
生
徒

に
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
や
す
く

な
っ
た
と
、
松
藤
先
生
は
話
す
。

　「
以
前
は
、
自
分
が
受
け
持
っ
て
い
る

学
年
だ
け
に
意
識
が
向
き
が
ち
で
し
た
。

育
て
た
い
生
徒
像
を
明
確
に
し
た
こ
と

で
、
各
学
年
で
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
ど

こ
ま
で
高
め
て
次
の
学
年
に
引
き
継
ぐ
か

と
い
っ
た
議
論
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
思

い
ま
す
」

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
あ

た
っ
て
、
同
校
が
最
初
に
改
革
に
着
手
し

た
の
は
探
究
学
習
だ
っ
た
。
学
校
と
し
て

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
備
え
た
生

徒
を
地
域
に
送
り
出
し
て
い
く
上
で
、
す

べ
て
の
教
育
活
動
の
軸
と
し
て
探
究
学
習

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
た
の
だ
。

　
探
究
学
習
を
軸
に
構
築
し
た
３
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
ま
ず
１
年
次
に
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以
下
、「
総
合
探

　「
本
校
が
目
指
す
姿
や
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
必
要
な
教
育
活
動
が
系
統
的
に
示

さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
か
つ
シ
ン

プ
ル
で
見
や
す
い
形
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
」
と
、
松
藤
先
生
と
と
も

に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
に
取
り

新 旧

＊学校資料をそのまま掲載。

＊福岡県立小倉商業高校・令和元年度のグランドデザインの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
　「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

主
幹
教
諭
・
教
務
主
任

木
下
祐
彦

き
の
し
た
・
す
け
ひ
こ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

7
年
目
。

小倉商業高校のグランドデザインの進化

商
業
教
育
総
括
主
任
・
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
科
主
任

白
石
智
代

し
ら
い
し
・
と
も
よ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

20
年
目
。
教
務
部
。

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
主
任

秦
陽
子

は
た
・
よ
う
こ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
生
徒
指
導
部
。

研
修
副
主
任

新
井
勇
治

あ
ら
い
・
ゆ
う
じ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

7
年
目
。

指
導
教
諭
・
研
修
主
任
・
学
年
総
括
主
任

松
藤
史
紹

ま
つ
ふ
じ
・
ふ
み
あ
き

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

6
年
目
。

３
学
年
主
任

橋
本
あ
ゆ
み

は
し
も
と
・
あ
ゆ
み

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

15
年
目
。
進
路
指
導
部
。

カ
リ
マ
ネ
推
進
に
あ
た
っ
て

探
究
学
習
の
充
実
に
着
手

図１

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。
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究
」）
を
通
じ
て
、
地
域
や
社
会
が
抱
え

る
課
題
や
、
そ
の
課
題
に
取
り
組
む
地
域

の
人
た
ち
の
姿
を
知
り
、
自
分
た
ち
に
は

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
う

し
て
地
域
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
さ
せ

て
か
ら
、
２
年
次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
の
地
域
活
動
に
自
主
的
に
取
り
組
む

よ
う
に
促
す
。
そ
し
て
、
３
年
次
の
「
課

題
研
究
」
に
お
い
て
、
地
域
に
密
接
に
か

か
わ
る
課
題
を
生
徒
自
身
に
設
定
さ
せ
、

調
査
・
研
究
・
実
験
を
通
じ
た
探
究
に
取

り
組
ま
せ
る
。

　
同
校
の
「
総
合
探
究
」
に
は
、
年
度
初

め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
時
と
そ
の
後
の

柔
軟
な
運
用
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
、
編

成
時
の
特
徴
は
、
地
域
と
連
携
し
、
地

域
の
人
た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
点
だ

（
図
２
）。
同
校
の
地
域
連
携
を
主
導
す
る

新
井
勇
治
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
文
化
祭
で
あ
る
『
倉
商
祭
』

で
は
、
商
業
活
動
を
実
体
験
す
る
と
い
う

目
的
で
、
生
徒
自
身
が
商
品
の
仕
入
れ
か

ら
店
舗
運
営
、
物
品
販
売
ま
で
を
行
う
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
そ
れ
は
地
元
企

業
の
協
力
な
し
で
は
実
現
し
得
な
い
こ
と

で
す
。
本
校
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
の
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
地
域
の
人
た

ち
と
と
も
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
19
年
度
の
「
総
合
探
究
」
で
は
、
最
初

に
教
師
間
で
練
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案

を
、
地
域
人
材
育
成
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
る
一
般
社
団
法
人
「
ま
ち
は
チ
ー
ム

だ
」
の
中
川
康
文
さ
ん
な
ど
に
見
て
も

ら
っ
た
。
返
っ
て
き
た
感
想
は
、「
も
っ

と
生
徒
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
れ

る
テ
ー
マ
が
よ
い
」と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

中
川
さ
ん
は
語
る
。

　「
北
九
州
市
は
、
公
害
や
人
口
減
少
を

始
め
と
し
た
様
々
な
社
会
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
課
題
先
進
都
市
で
す
。『
君
た

ち
は
こ
の
地
域
で
い
ろ
い
ろ
な
社
会
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
で
、
そ
れ
は
世

界
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
だ
』
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
す
れ
ば
、
生
徒
は
よ
り
前
向
き

な
気
持
ち
で
課
題
に
向
き
合
え
る
の
で
は

な
い
か
と
話
し
ま
し
た
」

　
そ
れ
を
受
け
て
「
社
会
や
地
域
を
よ
く

し
た
い
し
、よ
く
で
き
る
は
ず
だ
」と
い
っ

た
強
い
思
い
と
希
望
を
持
っ
て
活
動
す
る

よ
う
な
大
人
た
ち
に
触
れ
る
機
会
を
多
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
し

た
。
ま
た
、
起
業
支
援
な
ど
に
取
り
組
む

中
川
さ
ん
を
講
師
と
し
て
も
招
い
た
。

　「
総
合
探
究
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

に
は
、「
夢
授
業
」
と
い
う
地
域
の
職
業

人
を
学
校
に
派
遣
す
る
活
動
を
行
う
、
北

九
州
キ
ャ
リ
ア
教
育
研
究
会
に
よ
る
授
業

も
組
み
入
れ
た
。
同
研
究
会
会
長
の
木
原

大
助
さ
ん
は
語
る
。　「

職
業
人
の
話
を

聞
く
時
の
生
徒
の
熱

心
さ
が
、
他
校
の
生

徒
と
は
違
っ
て
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
き
っ
と
そ

れ
ま
で
の
活
動
を
通

じ
て
、『
地
域
の
大

人
か
ら
話
を
聞
く
こ

と
は
、
自
分
の
生
き

方
を
考
え
る
上
で
大

き
な
意
味
が
あ
る
』
こ
と
だ
と
生
徒
が
分

か
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生

方
が
生
徒
の
意
識
を
地
域
や
社
会
に
向
け

さ
せ
た
い
と
い
う
明
確
な
ね
ら
い
を
持
っ

て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
た
こ
と
が
、

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　
地
域
と
の
連
携
は
、
学
校
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
大
人
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
同
校
の
活
動
に
対
し
て
、
中
川

さ
ん
は
、
高
校
生
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
対

象
と
し
て
意
見
を
聞
け
る
こ
と
の
価
値
を

挙
げ
る
。
ま
た
、
活
動
エ
リ
ア
を
提
供
す

る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
秘
密
基
地
の

岡
秀
樹
さ
ん
は
語
る
。

　「
今
の
時
代
は
、
企
業
に
勤
め
る
以
外

に
も
、
多
様
な
働
き
方
が
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。
高
校
生
は
社
会
の
未
来
で
す
か

小倉商業高校の「総合的な探究の時間」を支えてきた地域
の人たち。左から中川さん、岡さん、木原さん。地域の職
業人が集うコワーキングスペース秘密基地にて。

＊学校資料を基に編集部で作成。

地
域
の
人
た
ち
の
意
見
を

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
る

令和元年度　第１学年
「総合的な探究の時間」

図２
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ら
、
自
分
も
社
会
に
身
を
置
く
立
場
と
し

て
、
多
様
な
可
能
性
を
生
徒
に
示
す
チ
ャ

ン
ス
を
い
た
だ
け
る
の
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
貴
重
な
機
会
で
す
」

　
同
校
の
「
総
合
探
究
」
の
も
う
１
つ
の

特
徴
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
後
の
柔
軟

な
運
用
だ
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
年
度

当
初
に
立
て
た
計
画
に
縛
ら
れ
ず
、
生
徒

の
状
況
に
合
わ
せ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
運

用
し
て
い
る
と
い
う
点
だ
。

　
例
え
ば
、
２
学
期
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊

２
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
視
点
を
学
ん
だ

際
に
、
生
徒
の
社
会
や
地
域
へ
の
関
心
は

高
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
直

後
に
開
催
さ
れ
た
倉
商
祭
で
大
量
の
ゴ
ミ

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、「
身
近
な
課
題

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

に
、
多
く
の
生
徒
が
気
づ
い
て
い
な
い
と

感
じ
た
」（
松
藤
先
生
）
と
言
う
。
そ
こ

で
、
同
じ
気
づ
き
を
持
っ
た
当
時
の
生
徒

会
美
化
委
員
長
、
３
年
生
の
有あ

り

廣ひ
ろ

陽は
る

さ
ん

に
、
１
年
生
の
前
で
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

話
し
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
た
。

　「
私
た
ち
は
商
業
を
学
ん
で
い
る
け
れ

ど
も
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
売
上

や
利
益
と
と
も
に
ゴ
ミ
を
減
ら
す
な
ど
、

環
境
と
の
両
立
を
考
え
な
い
と
、
社
会
に

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
く
な
る
の
で
は
と

問
題
提
起
を
し
ま
し
た
」（
有
廣
さ
ん
）

　
ま
た
、
学
校
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
地

域
の
大
人
た
ち
と
一
緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
３

年
生
の
九く

谷た
に

和な
ご
み未
さ
ん
に
も
、
２
月
末
に

１
年
生
の
前
で
地
域
で
の
探
究
活
動
に
つ

い
て
話
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　「
学
校
を
出
て
地
域
の
人
と
一
緒
に
活

動
す
る
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
。
で

も
、
０
・
５
歩
で
も
よ
い
か
ら
踏
み
出
し

て
み
る
と
、
学
校
の
中
に
い
る
だ
け
で
は

知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
考
え
方
を
知

り
、
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
伝

え
ま
し
た
」（
九
谷
さ
ん
）

　
同
校
で
は
、
既
に
３
年
次
の
「
課
題
研

究
」
の
改
革
に
も
着
手
し
て
い
た
。

　
同
科
目
で
は
３
学
期
に
、
３
年
生
が
２

年
生
の
前
で
、
自
分
た
ち
の
研
究
内
容
や

成
果
を
発
表
す
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
設
け
て
い
る
。
２
年
生
は
３
年
生
の
話

を
ヒ
ン
ト
に
し
な
が
ら
、
自
分
が
３
年
生

に
な
っ
た
時
に
研
究
し
て
み
た
い
テ
ー
マ

を
絞
っ
て
考
え
る
。
研
究
テ
ー
マ
は
先
輩

が
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
を
引
き
継
い
で
も

よ
い
し
、
自
分
で
新
た
に
設
定
し
て
も
よ

い
。
ま
た
、
個
人
研
究
、
グ
ル
ー
プ
研
究

の
い
ず
れ
も
可
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
を
見
る
と
、「
門も

司じ

港
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
商
品
開

発
」「
竹
害
を
減
ら
す
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
た
竹
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
の
開

発
」
な
ど
、
生
徒
が
学
ん
で
き
た
商
業
の

視
点
か
ら
地
域
の
課
題
を
捉
え
た
も
の
が

多
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、「
課

題
研
究
」
に
お
い
て
も
、
地
域
と
の
連
携

が
欠
か
せ
な
い
。「
課
題
研
究
」
担
当
の

白
石
智
代
先
生
は
こ
う
話
す
。

　「
商
品
開
発
は
、
生
徒
の
力
だ
け
で
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
企
業

の
協
力
を
得
て
、
社
員
の
方
と
一
緒
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」

　
地
域
に
出
て
行
う
活
動
は
、
生
徒
た
ち

が
商
業
を
実
践
的
に
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に

も
な
っ
て
い
る
。「
課
題
研
究
」
担
当
の

秦は
た

陽
子
先
生
は
話
す
。

　「
私
が
担
当
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
探
究
で
、
商
業
施
設
の
来

店
客
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た

が
、
生
徒
に
と
っ
て
は
『
も
っ
と
こ
う
い

う
調
査
項
目
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
』
と

い
っ
た
反
省
点
の
多
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
生
徒
が
現

場
で
試
す
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

　
19
年
度
に
「
総
合
探
究
」
を
経
験
し
た

生
徒
た
ち
が
、
３
年
生
に
進
級
す
る
の
は

21
年
度
の
こ
と
だ
。「
課
題
研
究
」
担
当

の
橋
本
あ
ゆ
み
先
生
は
、
そ
の
時
に
向
け

て
の
展
望
を
こ
う
語
る
。

　「
１
年
次
の
『
総
合
探
究
』
で
は
志
を

身
に
つ
け
、
２
年
次
に
地
域
や
社
会
の
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
す
。
そ

し
て
、
３
年
次
に
そ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き

た
す
べ
て
の
こ
と
を
統
合
し
て
『
課
題
研

究
』
に
取
り
組
む
と
い
う
流
れ
を
構
築
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
探
究
学
習
を
軸

に
、
す
べ
て
の
生
徒
が
『
清
く 

明
る
く 

健
や
か
に
』
学
べ
る
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

左から九
く

谷
たに

さん、有
あり

廣
ひろ

さん。探究的な学びの経験と成果を
後輩である1 年生に話した。

生
徒
の
状
況
を
見
な
が
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
柔
軟
に
変
更

商
業
の
視
点
か
ら

地
域
の
課
題
に
取
り
組
む

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

＊２　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。
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　東
京
都
立
戸
山
高
校
の
美
田
恵
先
生
は
、
知
識
構
成

型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
１
）
を
活
用
し
て
文
章
読
解
を
行

う
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り

入
れ
て
授
業
改
善
を
行
っ
て
き
た
。
生
徒
は
、
素
材
文

中
か
ら
該
当
箇
所
を
抜
き
出
す
よ
う
な
問
題
に
解
答
す

る
こ
と
は
得
意
だ
が
、
具
体
的
に
説
明
す
る
よ
う
な
記

＊１　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこ
で得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

東京都立戸山高校
◎「自主自立」の精神を重んじる都内有数の
進学校。３年間、文理別のクラス編成をせ
ず、総合力を育成する教育が特徴。文部科学
省「スーパーサイエンスハイスクール」指定
校（現在４期目）。東京都教育委員会「進学指
導重点校」「チーム・メディカル」指定校。
◎設立　1888（明治21）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約320人
◎2019年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、筑波大、お茶の水女子大、東京
工業大、東京大、一橋大、京都大などに206
人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、東
京理科大、早稲田大などに延べ851人が合格。
◎URL

東京都立戸山高校
美田　恵　みた・めぐみ　

教職歴６年。同校に赴任して２年目。
国語科担当。知識構成型ジグソー法などを活用しながら、
アクティブ・ラーニングの視点での授業改善を推進。http://www.toyama-h.metro.tokyo.

jp/

14:00 漢字テスト 授業
ハイライト

評
論
を
ベ
ー
ス
に
各
教
科
・
科
目
を

つ
な
ぐ
「
リ
レ
ー
現
代
文
」で
、

豊
か
な
思
考
力
や
発
想
力
を
育
む

授業は、漢字テストからスタート。同テストは、生徒を数
人ずつに分けたグループが持ち回りで、学習範囲内から間
違いやすい漢字を選んで作問する。作問過程で漢字の成り
立ちなどに目を向けさせ、学習効果を高めるねらいがある。
生徒相互に採点後、作問を担当したグループが、今回出題
した漢字を選んだ理由や間違いやすい点などを解説した。

●
２
年
生
「
国
語
」
の
現
代
文
で
、
評
論
を
読
み
解
く
全
９

時
間
の
う
ち
の
８
時
間
目
。
評
論
「『
で
あ
る
』
こ
と
と
『
す

る
』
こ
と
」
に
つ
い
て
、
各
教
科
・
科
目
の
学
習
内
容
を

用
い
な
が
ら
、
抽
象
的
な
文
章
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明

す
る
発
表
を
行
っ
た
。（
Ｐ
．37
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

現代文

実践

教
科
の
枠
組
み
を
取
り
払
い
、

思
考
を
広
げ
て
深
め
る
学
び
を
実
現

美
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

＊プロフィールは2020年３月時点のものです。
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述
式
問
題
は
苦
手
で
あ
り
、
従
来
の
講
義
形
式
の
授
業

で
は
、
問
い
の
本
質
を
理
解
す
る
力
や
表
現
力
を
育
成

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
そ
う
し
た
中
、
２
０
１
９
年
度
に
参
加
し
た
「ST

E
A
M

プ
ロ
グ
ラ
ム
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」（
＊
２
）
で
教
科
横

断
型
の
授
業
づ
く
り
を
学
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
現
代
文
で
教
科
横
断
型
の
授
業
を
行
っ
た
。

　「
授
業
で
用
い
た
題
材
か
ら
得
ら
れ
る
考
え
方
を
広

げ
、
ま
た
そ
れ
を
深
め
る
た
め
に
、教
科
横
断
型
の
学

び
は
有
用
だ
と
考
え
ま
し
た
。加
え
て
、学
び
を
授
業

の
中
で
閉
じ
ず
に
、他
教
科
・
科
目
の
学
習
内
容
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
で
、国
語
で
の
学
び
が

よ
り
楽
し
く
な
る
こ
と
も
期
待
し
ま
し
た
」

　
今
回
の
題
材
で
あ
る
評
論
、
丸
山
真ま

さ

男お

の
「『
で
あ

る
』こ
と
と『
す
る
』こ
と
」（
Ｐ
．37
図
で
内
容
を
解
説
）

は
、
抽
象
度
が
高
く
、
筆
者
の
主
張
を
捉
え
る
た
め
に

は
、
そ
の
文
章
を
具
体
に
落
と
し
込
ん
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
そ
う
し
た
読
解
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
美

田
先
生
が
考
え
た
の
が
「
リ
レ
ー
現
代
文
」
だ
。
国
語

や
数
学
、
日
本
史
な
ど
、
10
の
教
科
・
科
目
を
グ
ル
ー

プ
で
分
担
し
、
担
当
の
教
科
・
科
目
に
お
い
て
「
で
あ

る
」
こ
と
と
「
す
る
」
こ
と
で
説
明
で
き
る
事
象
を
探

し
、
発
表
し
合
う
と
い
う
授
業
だ
。

　
生
徒
が
「
リ
レ
ー
現
代
文
」
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
、
最
初
の
授
業
で
は
、
夏
目
漱
石
の
『
現
代
日
本
の

開
化
』
を
題
材
に
、
抽
象
度
の
高
い
文
章
を
各
教
科
・

科
目
の
知
見
を
用
い
て
具
体
的
に
言
い
換
え
る
活
動

を
、
美
田
先
生
が
見
本
と
し
て
行
っ
た
。

　「
生
徒
が
学
び
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
気
持
ち
を
持
て
る
か
が
、
活
動
の
成
否
を
決

め
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、『
現
代
日
本
の
開
化
』

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
美
術

や
歴
史
で
学
ぶ
事
柄
を
用
い
て
具
体
的
に
説
明
し
た
と

こ
ろ
、『
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
』
と
、
生
徒
の
活
動

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
」

　
担
当
教
科
・
科
目
を
決
め
る
グ
ル
ー
プ
分
け
で
は
、

今
回
の
題
材
の
評
論
の
内
容
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
易

し
そ
う
な
公
民
な
ど
に
生
徒
の
選
択
が
集
中
し
、
学
び

が
広
が
ら
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
美
田

先
生
は
、「
つ
な
が
り
が
見
え
に
く
い
教
科
や
科
目
に

挑
戦
す
る
と
楽
し
い
よ
」
と
投
げ
か
け
た
。
す
る
と
、

約
３
分
の
１
が
理
系
の
教
科
・
科
目
を
選
ん
だ
。

　
化
学
を
選
ん
だ
生
徒
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
難

し
く
て
や
り
が
い
が
あ
り
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
得
意
科

目
の
化
学
を
選
び
ま
し
た
。
実
際
、本
当
に
難
し
く
て
、

『
で
あ
る
』『
す
る
』
を
説
明
す
る
の
に
適
当
な
事
象
を

見
つ
け
る
こ
と
に
苦
労
し
、『
中
和
滴
定
』
が
あ
て
は

ま
り
そ
う
だ
と
気
づ
い
た
の
は
、
発
表
資
料
の
提
出
期

限
日
の
前
日
で
し
た
」
と
話
す
。

　
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
を
用
い
て
意
味
段
落
ご
と

に
評
論
の
本
文
を
読
解
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
で
の
考
察

を
行
っ
た
。
そ
こ
で
初
め
て
、
評
論
の
内
容
を
各
教

科
・
科
目
の
学
習
内
容
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
難
し
さ

＊２　経済産業省が推進する「未来の教室」事業の委託事業として、ベネッセが開催したSTEAMプログラムに関する教職員研修。

14:15 14:10各グループの発表① 発表手順と注意事項を説明

前時までにグループでまとめた内容を各グループ３分間で発
表。台本を用意して発表を分担したり、黒板に要点を書いて
から発表したりと、グループごとに方法を工夫していた。発
表は、「である」状態（権利など）は、「する」行為の継続によっ
て保たれることなどを論じた評論の内容について、各教科・
科目の学習内容を用いながら具体的に説明するというもの。

前時までに作成した全10グループの発表資料とフィードバッ
クシートを配布後、美田先生は、発表の手順や注意点を説明
した。発表を聞く際には、発表しているグループから学ぼう
とする意識を持つことの大切さを強調して伝え、フィードバッ
クシートには、必ず全グループの発表について印象に残った
ことや感心したことなどを、それぞれ記入するよう指示した。

「
生
み
の
苦
し
み
」
を
経
験
さ
せ
て
、

学
び
の
本
質
の
理
解
に
つ
な
げ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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に
、
多
く
の
生
徒
が
気
づ
い
た
と
い
う
。
２
時
間
分
を

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
充
て
た
が
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が

最
初
の
１
時
間
で
は
評
論
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明
で

き
る
例
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
休
み
時
間
も
話
し
合
っ
て

い
た
。
難
題
に
立
ち
向
か
う
生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
引
き
出
せ
た
こ
と
が
収
穫
だ
っ
た
と
、
美
田
先
生
は

話
す
。

　「
そ
の
段
階
で
生
徒
が
苦
労
す
る
と
予
想
し
て
い
ま

し
た
が
、
未
経
験
の
活
動
を
通
じ
て
、
与
え
ら
れ
た
問

題
を
解
く
学
習
に
は
な
い
、生
み
の
苦
し
み
を
経
験
さ

せ
て
、
学
び
の
本
質
を
理
解
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
」

　
本
時
で
は
、
そ
う
し
た
過
程
を
経
て
ま
と
め
た
内
容

を
発
表
し
た
（
図
）。
他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
で
気
づ
い

た
こ
と
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
入
。
後
日
、

美
田
先
生
が
そ
の
気
づ
き
の
内
容
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

ま
と
め
、
各
グ
ル
ー
プ
に
返
す
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の

発
表
内
容
の
振
り
返
り
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
話
し
合
い
が
停
滞
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
も
、
美

田
先
生
は
待
つ
こ
と
を
心
が
け
た
。黙
っ
て
話
を
聞
き
、

時
折
、生
徒
の
つ
ぶ
や
き
を
拾
っ
て
「
そ
れ
は
、
ど
う

い
う
こ
と
？
」
な
ど
と
、あ
く
ま
で
も
生
徒
が
自
身
の

考
え
を
深
め
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
に
徹
し
た
。

　「
本
校
の
生
徒
の
多
く
は
、
１
人
で
黙
々
と
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
得
意
で
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
あ
ま
り
好

ま
な
い
の
で
す
が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
し
っ
か
り
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
難
し
い
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え

を
出
し
合
い
、
議
論
を
進
め
る
中
で
、『
協
働
』
の
重

要
性
に
気
づ
い
た
の
で
し
ょ
う
」

　
本
活
動
を
通
し
て
、
美
田
先
生
は
生
徒
の
強
み
を
再

認
識
し
た
と
い
う
。

　「
生
徒
は
、
私
が
思
う
以
上
に
粘
り
強
さ
や
忍
耐
力

を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
力
を
発
揮
し
て
教
科
・
科
目
の
壁

を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
で
教
科
や
科
目
の

変
更
を
申
し
出
る
グ
ル
ー
プ
も
な
く
、
ど
の
グ
ル
ー
プ

も
し
っ
か
り
考
え
抜
い
て
発
表
に
至
り
ま
し
た
」

　
発
表
内
容
は
、
美
田
先
生
の
想
定
を
上
回
る
も
の
ば

か
り
だ
っ
た
。
国
語
の
グ
ル
ー
プ
は
、
夏
目
漱
石
の

『
こ
こ
ろ
』
や
昔
話
『
桃
太
郎
』
を
「
で
あ
る
」「
す
る
」

の
視
点
で
読
み
解
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
理
系

の
教
科
・
科
目
の
グ
ル
ー
プ
も
、
説
得
力
の
あ
る
論
理

を
展
開
し
て
い
た
。
地
学
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
は
、
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

　「
人
間
が
い
な
い
時
代
は
、
地
球
は
常
に
『
で
あ
る
』

の
状
態
と
言
え
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
人

間
が
い
か
に
『
す
る
』
の
状
態
を
持
ち
込
ん
だ
の
か
を

考
え
ま
し
た
。
同
じ
日
の
保
健
体
育
の
授
業
で
、
酸
性

14:45

美田先生は、「複数のグループに共通する大切な見方があっ
たのは分かりましたか？」と問いかけ、その問いについてグ
ループごとに話し合わせた。そして、「共通していた見方は、
『筆者と違い、自分たちはこう考えた』といった批判的な視
点です。筆者の主張が絶対と思わないことも大切です」と話
し、次の授業ではそうした視点を深めることを伝えた。

14:30

他グループの発表で気づいたことは、フィードバックシート
に記入。例えば、化学のグループが中和滴定とフロンガスに
よるオゾン層破壊の２つの現象を示し、化学の領域にも「で
ある」と「する」の異なる性質が存在することを説明した発
表に対して、「『である』と決めつけず、『する』ことによっ
て検証することが大切だと分かった」と書く生徒がいた。

振り返り 各グループの発表②

粘
り
強
さ
や
忍
耐
力
を
発
揮
し
、

教
科
・
科
目
の
壁
を
乗
り
越
え
た
生
徒
た
ち

成
果
と
課
題

生
徒
の
思
考
が
熟
す
る
ま
で
待
ち
、

グ
ル
ー
プ
学
習
を
活
性
化
さ
せ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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雨
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
酸
性
雨
は
、
人
間
の
活
動

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。『
す
る
』
で
説

明
で
き
る
と
考
え
て
、
論
理
を
組
み
立
て
ま
し
た
」

　
ま
た
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
、
題
材
の
真
意
を
的
確

に
捉
え
て
論
じ
た
上
で
、
筆
者
と
自
分
た
ち
の
考
え
は

異
な
る
と
い
っ
た
批
判
的
な
見
方
を
提
示
し
た
。
美
田

先
生
は
、
そ
の
気
づ
き
を
大
事
に
し
た
い
と
、
単
元
の

構
成
を
変
更
し
た
。

　「
今
回
取
り
上
げ
た
評
論
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
半
世

紀
以
上
が
経
ち
、
文
中
の
『
現
代
』『
近
代
』
な
ど
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
意
味
が
少
し
異
な
り
ま

す
。
そ
の
気
づ
き
を
さ
ら
に
深
め
さ
せ
た
い
と
考
え
、

授
業
を
１
時
間
増
や
し
、
現
在
を
『
で
あ
る
』『
す
る
』

論
理
で
改
め
て
見
つ
め
直
す
学
習
を
行
い
ま
し
た
」

　
今
後
の
課
題
は
、
他
教
科
・
科
目
と
の
連
携
だ
。
今

回
は
、
美
田
先
生
が
他
教
科
・
科
目
の
教
科
書
な
ど
を

読
み
、
生
徒
の
発
想
を
想
定
し
た
上
で
指
導
計
画
を
立

て
て
授
業
に
臨
ん
だ
。
い
ず
れ
は
、
生
徒
が
国
語
の
授

業
中
に
、
他
教
科
・
科
目
の
教
師
に
直
接
質
問
す
る
場

を
設
け
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
学
び
に
つ
な
げ
た
い
考

え
だ
。
さ
ら
に
、
生
徒
自
身
が
各
教
科
・
科
目
の
つ
な

が
り
を
意
識
し
て
学
べ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
今
回
の

よ
う
な
授
業
を
１
年
次
か
ら
行
う
こ
と
も
目
指
す
。

　「
教
科
横
断
の
学
び
を
通
し
て
育
ま
れ
る
思
考
力
や

発
想
力
、
協
働
力
な
ど
は
、
学
び
の
土
台
と
し
て
こ
れ

か
ら
の
人
生
で
生
き
る
も
の
で
あ
り
、
何
よ
り
学
び
の

楽
し
さ
を
一
層
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
が

楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
ず
に
学
び
続
け
、
そ
う
し
た
授
業

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

【教科・科目】国語・現代文 B　【分野・単元】評論　【テーマ・作品】丸山真男「『である』ことと『する』こと」
【設定時数】全９時間の中の８時間目　【単元目標】試行錯誤を通して学問の基本姿勢を体感する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

•夏目漱石『現代日本の開化』
をA４判１枚に要約する。

•授業者による「リレー現代
文」のデモンストレーショ
ンを聞き、これから取り組
む学習について理解する。

•文章のつかみ方を学ぶ。
•自分たちがこれから何をす
るのかを把握できる。

•「各分野で読み解く」とは
どういうことかを理解する。

【知識、思考力】

①夏目漱石『現代日本の開化』を
各自で読み、要約する。

②授業者による「リレー現代文」
のデモンストレーションを聞く。

③各自、再度文章を読み、読み方
が変わったかを確認する。

【主体的な学び】これまでとは異なる学
問へのアプローチの面白さを味わう。
【深い学び】これまでの評論読解とは異
なる、他教科からのアプローチの手法
を知り、着眼点を多様化する。

・要約シート
・観察

５
・
６

•「リレー現代文」の内容を
グループで考える。

•評論の内容を多様な文脈で
表現することができる。

【技能、思考力、表現力、多様性、
協働性】

①題材の評論を、担当する教科・
科目にどう引きつけるかを、グ
ループでじっくり考える。

②見当がついたら、資料を作成し
始める。

【主体的な学び】評論を各教科・科目の
文脈に落とし込むことで、評論への理
解が深まることを実感する。　【深い学
び】まずは耳を傾け、細かいつぶやき
を教師が拾うことで、一つひとつのつ
ぶやきをグループで掘り下げていく。

・グループ
ワーク

7
•知識構成型ジグソー法の形
式で、各意味段落の内容を
発表する。

•評論の内容を自分の言葉で
的確に相手に伝えることが
できる。

【思考力、表現力、協働性】

①グループ内で１人１つの意味段
落を分担。意味段落ごとに担当
者が集まって新しいグループと
なり、その意味段落を読解する。

②元のグループに戻り、１人３分
間で担当の意味段落を説明。

【対話的な学び】自分の担当段落をグ
ループのメンバー全員がよく分かって
いないといった状況で、ほかのメン
バーに伝わるよう、より言葉を尽くし
て語ることができる。

・観察

8 •リレー形式で、各グループ
が発表する。

•自分たちの発表内容を効果
的に伝えることができる。

【思考力、表現力、協働性】

①各グループ３分間で、全体に向
けて発表する。

②発表で気づいたことは、「フィー
ドバックシート」に記入する。

【主体的な学び】的確な表現で、大勢の
他者に向けて説明する。

・観察
・発表資料
・フィード
バックシート

9

•最終意味段落を全体で確
認。

•全員の発表内容を綴じ込み、
「解説書」としてフィード
バックする。

•評論全体の内容を理解する
ことができる。

【知識、思考力】

①最終意味段落を音読し、適宜分
かりにくい部分がないかの最終
確認をする。

②これまでのすべての資料をひと
まとめにして全員に配布する。

【主体的な学び】同じ趣旨の話をそれぞ
れがどのように表現しているかを楽し
むことができる。　【対話的な学び】同
じ趣旨の話を他者がどのように表現し
ているかを比較できるか。　【深い学び】
最終意味段落の内容について「現在」
における具体例を考える。

・発言

・ペアワーク

＊美田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全９時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウン
ロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

単元の指導計画

図 題材の評論の内容、及び各グループの発表内容

◎評論の内容
近代社会は、前近代社会の身分的秩序を支えた
状態重視の「である」論理から、運動や過程
重視の「する」論理への移動によって生まれた。
しかし、近代日本では「である」価値が依然
として根を張っている現状もあり、「する」論
理と「である」論理との間に挟まれた日本人は、
一種のノイローゼ状態に陥っている。

◎各グループの発表内容（抜粋）
公民　主に日米の憲法の制定・改正過程から、
両国の違いを分析。日本国憲法の制定過程に
は、GHQなどの意向が強く反映されている上
に、各国の憲法改正回数を比較すると、アメ
リカ27回、ドイツ57回などに対して日本は
ゼロである点にも、「である」の色合いの強さ
が表れていると指摘した。

数学　「『＋』は足すこと、『−』は引くことを
意味するように、『である』論理だけに見える
が、ある目的下では符号や演算の記号になる
など、特定の意味を持つ『する』論理になる」
といった論理を展開。「一見関係のない数学に
も応用できると分かって面白かった」「数学の
見方が変わった」といったコメントがあった。
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宮
崎
県
立
五
ヶ
瀬
中
等
教
育
学
校
は
、九
州
山
地
の

中
央
部
に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
五
ヶ
瀬
町
に
、全
国

初
の
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
１
９
９
４
年
４
月

に
開
校
し
た
。１
学
年
約
40
人
の
全
寮
制
で
、少
人
数
教

育
を
特
徴
と
す
る
同
校
で
は
、開
校
時
か
ら「
フ
ォ
レ
ス

ト
ピ
ア
学
習
」と
名
づ
け
た
探
究
学
習
に
力
を
注
い
で

き
た
。村
山
育や

す

志し

教
頭
は
、二
十
数
年
間
に
わ
た
っ
て
試

行
錯
誤
し
て
き
た
の
が
探
究
学
習
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　「本
校
の
探
究
学
習
は
、
３
つ
の
段
階
で
進
化
し

て
き
ま
し
た
。
各
段
階
で
一
定
の
手
応
え
を
得
な
が

ら
も
、
生
徒
の
学
び
の
質
を
高
め
た
い
と
い
う
意
識

を
教
師
が
常
に
抱
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
前
進
し
続

1994年４月に全国初の公立中高
一貫教育校として開校。99年度、
現校種に変更。中高 6年間を見
通した独自のカリキュラムを編成
している。全寮制で、１学年約
40人の生徒に対して教師約６人
を配置した少人数教育が特徴。

設立	 1994（平成６）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約 40人

2019年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、電気通信大、
広島大、九州大、長崎大、宮崎大、鹿児島大、宮崎公立大などに22
人が合格。私立大は、日本大、明治大、近畿大などに延べ13人が合格。

住所	 〒882-1203
	 宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町大字三ヶ所 9468-30

電話	 0982-82-1255

Web site	 http://gokase-h.com/

＊プロフィールは2020年３月時点のものです。

No.266

P R O F I L E

開
校
時
か
ら
探
究
学
習
に
力
を
注
ぎ
、

取
り
組
み
の
質
を
高
め
る

当
事
者
意
識
を
持
ち
な
が
ら

深
い
問
い
を
立
て
、

課
題
に
向
き
合
う
生
徒
を
育
成

宮
崎
県
立
五
ヶ
瀬
中
等
教
育
学
校

探
究
学
習

変革のステップ

• 自分が関心のあることに基づき、生徒に研究テー
マを設定させる探究学習を進めていたが、意欲が
高まらない生徒がいた

背景と課題

実践内容

• 当事者意識を持ち、問題解決のために地域に積極
的に働きかける生徒が増えた

•今後は、生徒に自身の成長について実感を持たせ
るため、探究学習を通じて育成した資質・能力の
評価方法を確立したい

成果と展望

•研究テーマの設定の視点を改善　ＳＧＨ（＊１）
指定時には、「社会問題の解決」の視点で設定させ
ていた研究テーマを、Ｇ型（＊２）指定後には、「地
域と協働した社会問題の解決」の視点で設定

•生徒に何度も問いかけ、内面を揺さぶる　研究
テーマを設定した理由などを生徒に問いかけ、自
分と研究テーマのかかわりを深く考えさせる

•地域連携の推進　地域のイベントに参加すること
などを通じて、地域と協働で探究学習を進めるこ
とにより、当事者意識を育む

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　＊２　文部科学省の「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）」。
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け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
開
校
時
か
ら
２
０
１
３
年
度
ま
で
の
第
１
期
で
は
、

「
個
性
の
開
発
」
を
掲
げ
、地
域
の
自
然
や
文
化
の
中
か

ら
、
生
徒
が
自
身
の
関
心
に
基
づ
い
て
設
定
し
た
研
究

テ
ー
マ
を
追
究
す
る
形
だ
っ
た
。
第
２
期
の
２
０
１
４

年
度
か
ら
は
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
校
と
し
て
、社
会
問
題
の

解
決
案
を
探
究
す
る
こ
と
に
取
り
組
ま
せ
た
。
そ
し
て

第
３
期
の
現
在
は
、19
年
度
に
文
部
科
学
省「
地
域
と
の

協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
グ
ロ
ー

カ
ル
型
）」（
以
下
、
Ｇ
型
）
の
指
定
を
受
け
、
地
域
と

連
携
し
た
探
究
学
習
を
推
進
し
て
い
る
。

　「
探
究
学
習
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
地
域
や

社
会
の
問
題
に
目
を
向
け
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

そ
の
解
決
に
取
り
組
む
力
の
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
校
も
、
生
徒
が
地
域
の
中
に
飛
び
込
み
、
よ

り
実
践
的
に
社
会
問
題
に
向
き
合
え
る
取
り
組
み
を

目
指
し
て
い
ま
す
」（
村
山
教
頭
）

　
同
校
の
探
究
学
習
の
進
化
を
具
体
的
に
見
て
い
こ

う
。「
個
性
の
開
発
」
を
掲
げ
た
第
１
期
か
ら
「
社
会

問
題
の
解
決
」
に
重
き
を
置
い
た
第
２
期
へ
の
移
行
は
、

生
徒
に
研
究
目
的
を
明
確
に
持
た
せ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
始
ま
っ
た
。
開
校
以
来
、
同
校
が
大
事
に
し
て
き

た
の
は
、「
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
の
体
験
」
で
あ
り
、

教
科
学
力
に
加
え
て
、
創
造
力
や
発
想
力
と
い
っ
た
資

質
・
能
力
を
育
む
べ
く
、
探
究
学
習
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
例
え
ば
、「
野
鳥
の
観
察
」
な
ど
に
夢

中
で
取
り
組
む
生
徒
が
い
る
一
方
、「
自
分
の
好
奇
心

を
満
た
す
た
め
だ
け
の
研
究
で
よ
い
の
か
」
と
疑
問
を

持
つ
生
徒
も
い
た
。
そ
こ
で
、「
個
性
の
開
発
」
と
い

う
教
育
方
針
を
見
直
し
、
研
究
テ
ー
マ
の
対
象
を
社
会

問
題
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
魅
力
づ
く
り
・
発
信
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
東
口
匡ま

さ

樹き

先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
当
時
は
、
地
球
温
暖
化
や
貧
困
問
題
な
ど
、
い

く
つ
も
の
社
会
問
題
が
表
面
化
し
て
い
ま
し
た
。
自

分
の
研
究
は
、
社
会
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
と
い
う

実
感
を
生
徒
に
持
た
せ
る
こ
と
で
、
探
究
学
習
に
取

り
組
む
意
欲
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
校
に
な
っ
た
14
年
度
の
第
２
期
で

は
、「
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
学
習
」
で
の
研
究
テ
ー
マ
の

設
定
方
針
を
見
直
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ

ア
学
習（
以
下
、Ｇ
Ｆ
学
習
）」
を
始
め
た
。
１
・
２
年
次

は
、
地
域
で
の
体
験
学
習
を
通
じ
て
地
域
や
日
本
社
会

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
３
年
次
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
課
題
を
知
る
と
と
も
に
、
探
究
学
習
の
進
め
方
を
学

ぶ
。
そ
し
て
、
４
年
次
か
ら
は
、
社
会
問
題
の
４
領
域

（
経
済
格
差
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
高
齢
化
）
か
ら

各
生
徒
が
１
領
域
を
選
ん
で
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

調
査
や
考
察
を
重
ね
て
、
５
年
次
後
半
〜
６
年
次
に
、

研
究
成
果
を
日
本
語
の
論
文
や
英
語
の
サ
マ
リ
ー
に
ま

と
め
、発
表
す
る
と
い
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た
。

　
研
究
対
象
を
社
会
問
題
と
し
た
こ
と
で
、
テ
ー
マ
設

定
に
戸
惑
う
生
徒
は
少
な
く
な
り
、
研
究
の
意
義
を

感
じ
た
た
め
か
、
生
徒
は
活
発
に
議
論
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
探
究
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
え

た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
見
聞
き
し
た
内
容
を
引
用
し

て
発
言
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
い

た
。
そ
こ
で
、
教
師
間
で
議
論
を
重
ね
、
生
徒
へ
の
問

い
か
け
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、「
高

研
究
の
意
義
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

社
会
問
題
解
決
型
の
探
究
学
習
に

生
徒
に
何
度
も
問
い
か
け
、

揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
考
え
さ
せ
る

魅
力
づ
く
り
・
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

東
口
匡
樹
　ひ
が
し
ぐ
ち
・
ま
さ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。「
１
０
０

年
後
の
子
ど
も
た
ち
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
学
べ

る
よ
う
に
、
多
様
性
の
あ
る
教
育
を
目
指
す
」

教
務
部
主
任

牧
野
亮
司
　ま
き
の
・
り
ょ
う
じ

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。「
す
べ

て
の
学
び
は
問
い
か
ら
。『
何
を
ど
の
よ
う
に
問
う

の
か
』
を
常
に
生
徒
と
と
も
に
追
求
し
続
け
た
い
」

研
究
調
査
部
副
主
任

鈴
木
圭
介
　す
ず
き
・
け
い
す
け

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「『
他
人

事
』
を
『
自
分
事
』
に
す
る
。
そ
れ
が
深
い
学
び
や

協
働
に
つ
な
が
る
と
日
々
実
感
し
て
い
る
」

宮
崎
県
高
千
穂
町
役
場
財
政
課
総
合
政
策
室

田
﨑
友
教
　た
さ
き
・
と
も
の
り

「
世
界
農
業
遺
産
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
活
性
化

協
議
会
」
で
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
。
地
域
協
働

学
習
支
援
委
員
と
し
て
、
同
校
を
支
援
。

研
究
調
査
部
主
任

上
水
陽
一
　か
み
み
ず
・
よ
う
い
ち

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。「
共
学

共
創
の
精
神
を
持
ち
続
け
、『
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
ら
れ
る
教
師
』
を
目
指
す
」

教
頭村

山
育
志
　む
ら
や
ま
・
や
す
し

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
知
的

好
奇
心
を
く
す
ぐ
り
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
を
楽
し

む
生
徒
を
育
て
た
い
」
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齢
化
が
進
む
五
ヶ
瀬
町
の
改
善
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
し

た
生
徒
に
、「
な
ぜ
、
そ
の
テ
ー
マ
が
大
事
だ
と
思
っ
た

の
か
」「
な
ぜ
、そ
の
テ
ー
マ
に
関
心
が
あ
る
の
か
」「
町

の
人
に
話
を
聞
い
て
み
た
の
か
」「
話
を
聞
い
て
ど
う

感
じ
た
の
か
」
な
ど
、
何
度
も
丁
寧
に
問
い
か
け
た
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
生
徒
の
内
面
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け

る
こ
と
で
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
課
題
を
自

ら
見
い
だ
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
提
案
を
行
う
と
い

っ
た
生
徒
が
現
れ
、
学
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
発
表
会
で

高
い
評
価
を
得
る
生
徒
が
増
え
て
い
っ
た
。
教
師
間
で
、

問
い
か
け
の
工
夫
に
よ
っ
て
表
れ
る
生
徒
の
成
長
な
ど

を
共
有
し
、
多
く
の
教
師
が
「
な
ぜ
」
を
意
識
し
て
問

う
こ
と
で
、
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
生
徒

も
現
れ
始
め
た
。
そ
し
て
次
第
に
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試

で
の
志
望
理
由
書
の
質
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
、
教
務

部
主
任
の
牧
野
亮
司
先
生
は
語
る
。

　「以
前
は
、
自
分
の
希
望
を
伝
え
る
だ
け
の
志
望

理
由
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、『
社

会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
多
角
的
に
問
題
を
分

析
す
る
力
を
つ
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
学
科

で
学
び
た
い
』
と
、
社
会
問
題
と
自
己
の
関
心
を
結

び
つ
け
て
、
志
望
理
由
を
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
変
化
が
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
合
格

者
の
増
加
と
い
う
結
果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
の
教
師
が
探
究
学
習
の
手
応
え
を
感
じ
る
一
方

で
、
学
校
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
だ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
生
徒
が
少

な
か
ら
ず
い
た
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
農
林
業

を
中
心
と
し
た
産
業
の
停
滞
な
ど
が
顕
在
化
し
て
い
る

「
超
課
題
先
進
地
域
」
の
五
ヶ
瀬
町
で
学
ん
で
い
る
の

に
、
た
だ
課
題
を
こ
な
し
、
器
用
に
研
究
を
ま
と
め
る

だ
け
で
卒
業
し
て
ほ
し
く
な
い
─
そ
う
し
た
教
師
た

ち
の
思
い
が
、
探
究
学
習
を
第
３
期
へ
と
進
ま
せ
た
。

研
究
調
査
部
主
任
の
上か

み
み
ず水

陽
一
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「生
徒
が
本
当
に
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
い
る
の

な
ら
ば
、
提
案
や
発
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
の
ア

イ
デ
ア
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
行
動
す
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
生
徒
は
、
な
か
な
か
現
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
Ｇ
Ｆ
学
習
で
は
、
ど
ん
な
に
優
れ
た
ア

イ
デ
ア
で
も
、提
案
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、Ｇ
型
に
指
定
さ
れ
た
19
年
度
、生
徒
が
地
域

と
協
働
し
な
が
ら
社
会
問
題
の
解
決
に
向
け
て
行
動
で

き
る
よ
う
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
増
や
し
た
。

　「地
域
の
多
様
な
人
々
と
か
か
わ
る
中
で
、『
地
域

の
こ
の
問
題
を
何
と
か
解
決
し
た
い
』
と
い
う
当
事

者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
自
発
的
に
社
会
に
参
画
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」（
上
水
先
生
）

　
連
携
先
は
、「
世
界
農
業
遺
産
高
千
穂
郷
・
椎し

い

葉ば

山や
ま

地
域
活
性
化
協
議
会
」
だ
。
同
校
が
あ
る
五
ヶ
瀬
町
と

周
辺
４
町
村
は
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
農
業
や

林
業
、
文
化
、
行
事
な
ど
に
関
す
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
は
そ
れ
ら
に
生
徒
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
、
生
徒
の
探
究
学
習
を
支
援
し
て
く
れ

る
地
域
人
材
の
紹
介
を
各
自
治
体
に
依
頼
し
て
い
る
。

高
千
穂
町
職
員
で
同
協
議
会
事
務
局
の
田た

﨑さ
き

友と
も

教の
り

さ
ん

は
、
同
校
と
の
連
携
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
幼
少
期

か
ら
地
域
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
課

題
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
経
験
を
積
み
重
ね
て
こ
そ
、
大
人
に

な
っ
た
時
に
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
地
域
の
課
題
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
地
域
を
離
れ
た
と

し
て
も
、
故
郷
を
忘
れ
ず
、
い
ず
れ
何
ら
か
の
形
で

地
域
に
か
か
わ
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
地

域
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
本
協
議
会
に

と
っ
て
、
地
域
の
学
校
と
の
協
働
は
重
要
で
す
」

　
Ｇ
Ｆ
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
見
直
し
、
３
年
次
に

「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
導
入
し
た
。
生
徒
は
、
自

分
の
「W

ill

」（
や
り
た
い
と
い
う
思
い
）
と
、
地
域

の
「N

eeds

」（
社
会
的
な
必
要
性
）
の
交
点
で
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
研
究
に
取
り
組
む
。
例
え
ば
、
お

菓
子
作
り
が
好
き
な
生
徒
は
、
地
元
の
特
産
物
を
活
用

し
た
新
し
い
お
菓
子
を
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
開

発
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　「研
究
テ
ー
マ
を
４
領
域
に
限
定
し
て
い
た
時
は
、

４
年
次
に
自
分
で
選
べ
る
と
は
言
っ
て
も
、
必
ず
し

も
そ
れ
が
自
分
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
と
は
限
ら
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
で
は
、
自
分
の
提
案
を
実
行

に
移
す
生
徒
が
次
々
と
現
れ
て
い
ま
す
。
研
究
テ
ー

マ
は
、
生
徒
の
『W

ill

』
か
ら
出
発
し
、
粘
り
強
く

『N
eeds

』
と
の
交
点
を
探
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ

地
域
と
の
深
い
か
か
わ
り
が

当
事
者
意
識
に
つ
な
が
る

抽
象
的
・
普
遍
的
な
問
い
を

深
め
る
力
を
育
む
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と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
上
水
先
生
）

　４
年
次
に
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
（
知

の
理
論
）」（
＊
３
）を
用
い
て
、問
題
を
多
様
な
視
点
で

捉
え
て
問
い
を
立
て
る
力
の
育
成
を
始
め
た
。
そ
の
力

が
あ
れ
ば
、地
域
特
有
の
研
究
テ
ー
マ
で
も
、普
遍
的
に

通
用
す
る
問
い
を
持
ち
な
が
ら
課
題
に
向
き
合
え
る
。

例
え
ば
、３
年
次
の「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
「
五
ヶ

瀬
町
の
過
疎
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
移
住
者
を
増
や

し
た
い
」
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
生
徒
が
、「
人
は

な
ぜ
、定
住
す
る
の
か
」「
住
む
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

か
」な
ど
と
、よ
り
普
遍
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
自
ら
の
問
い

を
深
め
て
、課
題
に
向
き
合
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

る
力
」「
つ
な
が
る
力
」を
設
定
。
そ
れ
ら
５
つ
の
資
質
・

能
力
に
つ
い
て
、学
年
ご
と
の
到
達
目
標
を
示
し
た
「
学

習
評
価
シ
ー
ト
」（
図
２
）
を
作
成
し
、
そ
れ
を
使
っ
て

生
徒
に
継
続
的
に
自
己
評
価
を
さ
せ
、
自
身
の
成
長
を

実
感
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　「本
校
が
目
指
す
の
は
、
地
域
で
協
働
で
き
る
人

材
の
育
成
で
す
。
地
球
市
民
の
一
員
と
し
て
社
会
参

画
す
る
以
上
、
課
題
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
取
り
組
む
と

い
う
考
え
方
で
探
究
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
過
程
で
育
ま
れ
る
『
見
る
力
』
や
『
問
う
力
』
な

ど
を
適
切
に
自
己
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
上
水
先
生
）

　
そ
の
上
で
、５
・６
年
次
の「
普
遍
探
究
」で
は
、４
年

次
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

計
画
を
立
て
、
調
査
・
分
析
・
考
察
を
重
ね
て
、
論
文

に
ま
と
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
地
域
に
発
信
し
、

地
域
と
問
題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
す（
図
１
）。

　
問
い
を
立
て
る
力
の
育
成
は
、
試
行
錯
誤
の
連
続
だ

と
、
研
究
調
査
部
副
主
任
の
鈴
木
圭
介
先
生
は
語
る
。

　「１
年
間
取
り
組
ん
で
き
て
、
こ
れ
だ
と
い
う
指

導
方
法
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
担

当
教
科
の
国
語
の
授
業
で
、
日
本
人
が
明
治
時
代
以

降
、
時
間
に
縛
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
評
論
を
読
ん
だ
際
、
生
徒
か
ら
、『
そ

も
そ
も
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
、
時
間
の
概
念
は
ど

の
よ
う
に
変
容
し
て
き
た
の
か
』
と
い
う
質
問
が
出

て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
生
徒
の
質
問
の
質
が

変
わ
っ
た
と
感
じ
る
場
面
に
出
合
う
度
に
、
問
題
の

根
本
を
捉
え
る
力
が
徐
々
に
身
に
つ
い
て
き
て
い
る

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
育
成
し
た
資

質
・
能
力
の
評
価
方
法
の
確
立
だ
。
同
校
で
は
、
Ｇ
型

の
指
定
を
受
け
た
際
、
目
指
す
生
徒
像
を
、
当
事
者
意

識
を
持
っ
て
周
囲
の
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
働
き
か

け
な
が
ら
、
目
の
前
の
課
題
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
、「
野
性
味
あ
ふ
れ
る
地
球
市
民
」
と
し
た
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
生
徒
が
備
え
る
資
質
・
能
力
と
し

て
、「
見
る
力
」「
問
う
力
」「
試
み
る
力
」「
関
連
づ
け

宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校

見る力 チェック欄

知る 研究を進めていく上で、何をどう見ていくか、気づきを持つことができる。

つなげる 研究を進めていく上で、本質的な事柄に目を向けることができる。

応用する 研究で学んだことや発見したことを、多角的に捉えることができる。

問う力 チェック欄

知る 研究において、多くの問いを立てることができる。

つなげる 研究の中で生じた疑問点について、しっかりと調べていくことができる。

応用する 研究を通じて、自らの問いに対して深く考え抜くことができる。

試みる力 チェック欄

知る 失敗を恐れず、より深い学びに向かう行動が取れる。

つなげる 自らの独創的なアイデアに基づいて、多様性のある実験・検証ができる。

応用する 批判的思考力を生かして、自らの既成概念を打破し、新しい自分探しを
することができる。

郷土探究
1年次

地域での経験

普遍探究
6年次

社会への発信

郷土探究
２年次

地域での経験

普遍探究
5年次

社会への参画

実践探究
３年次

地域での実践

実践探究
4 年次

社会への思い

GIAHS＊４地域（グローバル）

高千穂郷・椎葉山地域（ローカル）

普
遍
性

５
つ
の
資
質
・
能
力
の
到
達
目
標
を

示
し
、
自
己
評
価
を
さ
せ
る

＊学校資料を基に編集部で作成。

「学習評価シート　５年生」（抜粋）図２

＊学校資料を基に編集部が一部改編。

「グローバルフォレストピア学習」の流れ図1

＊３　Theory of Knowledge の略。国際バカロレア資格の取得プログラムの 1 つで、論理的思考力や、狭い見方にとらわれない批判的精神、コミュニケーション能力など
を養うための授業。　＊４　Globally Important Agricultural Heritage Systems の略。世界重要農業遺産システムのこと。
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＊プロフィールは2020 年３月時点のものです。

改良会議実施校

静岡県立下田高校
◎静岡県立下田北高校と静岡県立下田南高校
が統合し、2008 年、静岡県立下田高校とな
る。「至誠・雄飛・献身」を校訓とし、知・徳・
体の人間教育、開国の町・下田にふさわしい
国際感覚の育成にも力を入れる。
◎設立　2008（平成 20）年
◎形態　全日制、定時制／普通科・理数科／

共学
◎生徒数　１学年約 210 人
◎ 2019 年度入試合格実績（現役のみ）　国
公立大は、千葉大、横浜国立大、静岡大、奈
良女子大、広島大などに 45 人が合格。私立
大は、法政大、 明治大、 立教大、 早稲田大な
どに延べ 218 人が合格。
◎ URL　http://www.edu.pref.shizuoka.jp/
shimoda-h/

学部・学科調べワークシート（表面）

自分が興味・関心のある学問系統と、適性
検査でマッチング度合いが高いと診断され
た学問系統の、２つの学問系統を調べるこ
とで、生徒の視野を広げる。表面と裏面の
主要な質問項目は同じ。自分の興味・関心
と適性検査の結果が一致していれば、表面
の記入のみでよい。

改良！指
導ツール

１学年担当

鈴木翔太
すずき・しょうた

教職歴９年。同校に赴任して
４年目。

２学年担当

佐々木裕己
ささき・ゆうき

教職歴５年。同校に赴任して
４年目。

進路指導主事

稲葉　渉
いなば・わたる

教職歴 24 年。同校に赴任し
て２年目。2017年から３回、
本コーナーに登場している。

静岡県立
下田高校

Before

進路情報誌の内容を書き写すだけの取り組みにとどまり、
進路観の醸成につながっていない生徒が見られる。

オープンキャンパスなど、その後の活動とのつながりが、
教師、生徒ともに見えにくい状態にある。

課題

1

2

2 年次 6 月の学部・学科調べで活用。初めて志望校を記入す
る 7 月の模擬試験に向けて、大学・学部・学科選択への意

識を高めるとともに、夏季休業中に参加するオープンキャンパスの事前準
備につなげることをねらいとしている。

ねらい

指導ツールの改良を、これまでは他校の教師とともに検討してきた本コーナーは、今号から、
校内の教師同士で検討するコーナーにリニューアル。初回となる今号は、
静岡県立下田高校で2年次６月に活用している「学部・学科調べワークシート」について検討した。
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ワークシートの問いを、面談で
の活用を前提にして、担任や保
護者に伝えたいポイントを考え
させる内容にすることで、自分
事として書こうという生徒の意

識を高められるように思います。本校は、生
徒との距離がよい意味で近い若い教師が多
く、面談も活発に行われているので、本校の
特徴に合ったツールになったと思います。

「オープンキャンパスで教授に
質問してみたいこと」など、シー
ト記入後の活動につなげたのは
ポイントの１つです。私のクラ
スでこのシートを使う時は、「4

年間の大学生活のイメージ」「履修できる講
義や実習」など、より具体的な大学選択に近
づくような項目も盛り込みたいです。

学部・学科の概要を調べるだけ
でなく、そこで自分が学んだら、
何ができるようになるのか、自
分の将来に結びつけられる問
いにしたのがよかったと思いま

す。元のシートもそうしたことを意図してい
たのですが、もっとそのねらいにふさわしい
アプローチがあったことに気がつきました。

どのような対話を
通じて改良できたのかは、
次ページで！！

興味・関心のある学問系統

その中で最も
興味・関心のある学問

④上記①②にふさわしい大学への見通しを持つ（書ける人は大学名を記入）

①学問内容について考える（担任や保護者などに伝えたいポイントを考えながら書こう）

②大学卒業後の生き方について考える（担任や保護者などに伝えたいポイントを考えながら書こう）

③クラスの仲間と考えを深める

表面は自分の興味・関心に基づいて記
入し、裏面は適性検査でマッチング度
合いが高いと診断された学問系統につ
いて調べ、記入する。興味・関心と適
性検査の結果が一致した場合は、興味・
関心のある分野に近接する学問系統に
ついて調べて記入する。

シートに記入した内容を基に、担任
と面談をしたり、三者面談で保護者
に説明したりするなど、他者に伝え
ることを意識して書かせる。

どのようなことが学べるか

①で記入した学問内容は、社会のどのようなことと
どうつながっているか（身につく力、関係の深い職
業や資格はどのようなものだろうか）

同じ学問系統の志望者を始め、仲間に聞いてみたい
こと

大学のオープンキャンパスで教授や大学生に質問し
てみたいこと
（　　　　　　　　　　）大学

その中で自分が学びたいことは何か、それはなぜか

①で記入した学問内容を学ぶことで、何ができるよ
うになりたいか（自分のために・大切な人のために・
社会のために、などの観点から書こう）

聞いた結果、分かったこと、新たに知ったこと

教授や大学生からの回答。または、オープンキャン
パスに参加して興味を持った授業・ゼミなど

自分事に
しよう

自分事に
しよう

実際に調査

仲間ととも
に深める

大学名まで書ける生徒には、その大学
を選んだ理由を面談で聞く。オープン
キャンパスでの質問項目は、生徒同士
の話し合いの中で考えさせてもよい。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

学部・学科調べワークシート２年生

After

興味・関心のある学部・学科の概要だけでなく、「そこで
何を学びたいのか」「それを学ぶことで、何ができるよう
になりたいのか」と、生徒自身の見通しを記入させるよう
にする。

同じ学問系統を志望する生徒同士で話したいことや、オー
プンキャンパスで調べたいことを記入させるとともに、そ
の活動後の気づきも記入させる。

1

2

改良ポイント
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佐
々
木
　
今
年
度
、「
学
部
・
学
科
調
べ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」

を
活
用
し
ま
し
た
が
、
進
路
情
報
誌
の
内
容
を
シ
ー
ト
に
書

き
写
す
だ
け
の
生
徒
も
い
ま
し
た
。
作
業
で
終
わ
ら
せ
な
い

た
め
に
は
、
も
う
少
し
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

河
野
　
ま
ず
、
シ
ー
ト
の
ね
ら
い
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

稲
葉
　
限
ら
れ
た
範
囲
の
知
識
や
経
験
を
基
に
進
路
を
決
め

る
傾
向
が
生
徒
に
は
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
学
部
・
学

科
だ
け
で
は
な
く
、
適
性
検
査
で
薦
め
ら
れ
た
学
部
・
学

科
も
調
べ
さ
せ
て
い
る
の
は
、
ほ
か
の
選
択
肢
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
と
、
生
徒
の
考
え
を
揺
さ
ぶ
る
た
め
で
し
た

ね
。
６
月
と
い
う
活
用
時
期
に
は
、
初
め
て
志
望
校
を
記

入
す
る
７
月
の
模
擬
試
験
と
、
夏
季
休
業
中
に
参
加
す
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
前
準
備
と
い
う
意
図
も
あ
る

は
ず
で
す
。

鈴
木
　「
２
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
生
徒
が
取
り
組
む
に

は
、ち
ょ
っ
と
雰
囲
気
が
堅
苦
し
い
か
も
」
と
感
じ
ま
し
た
。

生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
み
た
く
な
る
要
素
を
盛
り
込
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
現
状
の
シ
ー
ト
は
事
実
を
調
べ
て
書
く
こ

と
を
求
め
て
い
る
問
い
か
け
な
の
で
、
も
っ
と
自
分
事
と
し

て
考
え
ら
れ
る
問
い
か
け
に
な
れ
ば
、
取
り
組
み
の
姿
勢
も

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

河
野
　「『
自
分
事
』
と
し
て
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
の
は
、

改
良
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

稲
葉
　
学
部
・
学
科
を
「
自
分
事
」
と
し
て
掘
り
下
げ
る
た

め
に
聞
き
た
い
の
は
、「
君
は
そ
こ
で
何
を
学
び
た
い
の
か
、

そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
で
、何
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
の
か
」

で
す
。
生
徒
に
「
自
分
は
」
と
い
う
観
点
で
考
え
さ
せ
る
問

い
が
必
要
で
す
。

佐
々
木 

進
路
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
、
目
的
意

識
が
明
確
に
な
れ
ば
、
自
分
に
必
要
な
こ
と
を
メ
タ
認
知
し

て
学
習
を
行
う
「
受
験
生
と
し
て
の
自
覚
」
を
芽
生
え
さ
せ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

河
野

　「受
験
生
と
し
て
の
自
覚
」
を
促
す
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
は
ど
の
よ
う
な
指
導
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
か
。

佐
々
木 

受
験
生
と
し
て
自
走
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
学
習
習
慣
の
確
立
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
手
を

か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、
生
徒
と
の
面
談
を
頻
繁
に

改良会議
先生方の

対話のダイジェスト

実 録

静岡県立下田高校◎２年生　学部・学科調べワークシート
改良！指

導ツール

生
徒
が
進
路
を
「
自
分
事
」と
し
て
捉
え
、

行
動
を
起
こ
せ
る
よ
う
に

問
い
を
見
直
し
、面
談
に
つ
な
げ
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

高
大
領
域
担
当
責
任
者

河
野
仙
一

こ
う
の
・
せ
ん
い
ち

「
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
校
内
で
改
良

会
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
時
間
を
捻
出
す

る
の
が
難
し
い
一
方
で
、
先
生
方
は
校
内
で
の
議

論
を
渇
望
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
苦
吟
を
重
ね
た
約
３
時
間
の
会
議
が
『
あ
っ

と
い
う
間
だ
っ
た
』
と
い
う
先
生
方
の
言
葉
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
」

改
良
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

「
自
分
は
」
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
で
進
路
を
問
う

「
見
通
し
」
が
受
験
生
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
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実
施
し
て
き
ま
し
た
。
進
路
上
の
興
味
・
関
心
だ
け
で
は
な

く
、
学
習
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
担
任
す
る
ク
ラ
ス
の
生
徒

は
２
か
月
に
１
度
は
私
と
語
り
合
い
ま
す
。

鈴
木
　
私
が
心
が
け
た
の
は
、
模
擬
試
験
や
校
内
テ
ス
ト
の

返
却
時
に
、
成
績
に
一
喜
一
憂
さ
せ
ず
に
、
次
の
目
標
を
設

定
し
、
計
画
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
次
の
見
通
し
を

持
っ
て
動
く
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

稲
葉
　
見
通
し
は
自
走
化
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
シ
ー

ト
で
も
、「
自
分
は
何
を
学
び
、
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
の
か
」
と
い
う
先
の
見
通
し
を
問
う
こ
と
が
重
要
で
す

し
、
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
、
シ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
面

談
な
ど
で
も
繰
り
返
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
三
者
面
談
の

場
で
、
シ
ー
ト
の
内
容
を
基
に
、
生
徒
に
進
路
の
見
通
し
を

披
露
さ
せ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

鈴
木
　
そ
れ
は
、
よ
い
活
用
の
仕
方
で
す
ね
。
生
徒
の
成
長

を
促
す
だ
け
で
な
く
、
受
験
に
対
す
る
保
護
者
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。

河
野
　
シ
ー
ト
の
運
用
面
で
も
、
進
路
に
対
す
る
生
徒
の
視

野
を
広
げ
る
工
夫
が
で
き
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
生
徒
を
グ
ル
ー
プ
に
し
て
、
シ
ー
ト
の
内
容
を
共
有

す
る
と
い
う
仕
か
け
は
、
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
　
た
だ
、
現
時
点
で
の
成
績
で
は
達
成
が
難
し
い
高

い
目
標
を
掲
げ
て
い
る
生
徒
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
志
望
を

同
級
生
に
伝
え
る
の
は
抵
抗
感
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鈴
木
　
目
標
に
見
合
っ
た
努
力
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
内

省
す
る
機
会
を
つ
く
る
意
味
で
も
、
私
は
生
徒
同
士
で
志
望

を
語
り
合
う
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
授
業
な
ど

で
意
見
や
感
想
を
語
り
合
う
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
れ
ほ
ど
抵
抗
感
は
な
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

稲
葉
　
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
語
り
合
う
中
で
こ
そ
、

運
用
上
の
留
意
点
が
浮
き
彫
り
に
な
る
は
ず
で
す
。
我
々
も

視
野
を
広
く
持
ち
、
指
導
を
追
究
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
課
程
に
向
け
て
、
探
究
学
習
を
軸
に
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

作
成
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
回
の

よ
う
な
対
話
を
通
じ
て
、「
チ
ー
ム
下
田
」
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

対
話
す
る
中
で
、
自
分
の
意
見
が
深
ま
っ
た
り
、
変
わ
っ
た
り
し
た

の
は
面
白
か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
っ
た
対
話
の
場
を
、
教
科
や
分
掌

の
中
で
少
し
ず
つ
広
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
を
巻
き
込
み
た
い
で
す
。

今
回
の
対
話
の
中
で
、
自
分
に
は
な
か
っ
た
視
点
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

指
導
ツ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、教
師
と
し
て
の
自
分
の「
あ
た
り
前
」を
、

時
間
の
許
す
限
り
揺
さ
ぶ
り
、
見
直
し
て
い
き
た
い
で
す
。

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

改良会議を振り返って

対
話
を
通
し
て
自
校
の
指
導
を
磨
き
上
げ
る
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、Su

stain
ab

le D
e-

velo
p

m
en

t G
o

als

の
略
称
で
、
日

本
語
で
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
・
社
会
・
環

境
に
関
す
る
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
の
社
会

を
よ
り
よ
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
社

会
を
子
や
孫
な
ど
の
未
来
の
世
代
ま
で
持

続
可
能
（Su

stain
ab

le

）
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年

９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、
30
年
ま
で
に

国
際
社
会
が
達
成
す
べ
き
目
標
と
し
て
、

加
盟
国
１
９
３
か
国
の
同
意
を
得
る
形
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
、
国
際
社
会
は
、
２
０
０
０

年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（M
ille

n
n

iu
m

 D
e

ve
lo

p
m

e
n

t 

G
o

als:

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
15
年
を
達
成
期
限

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
８
つ
の
目
標（
図
１
）

は
、
途
上
国
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
が
中

心
で
あ
り
、
途
上
国
の
人
々
の
安
全
保
障

や
生
活
水
準
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
た
内

容
で
し
た
。
そ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
、
先
進
国
が
資
金
面
・
技
術
面
か
ら

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
途
上
国
に
お
け
る
貧
困
率

の
半
減
、
初
等
教
育
の
就
学
率
の
上
昇
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
大
幅
な
減
少
と
い
っ
た

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
学
校
が
建
て
ら
れ
て
も
教
育
水
準

が
低
い
ま
ま
だ
っ
た
り
、
支
援
が
行
き
届

か
な
い
農
村
部
で
都
市
部
と
の
格
差
が
生

じ
た
り
す
る
な
ど
、
質
の
部
分
で
課
題
が

残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
連
が
支
援
に
投

じ
た
費
用
は
莫
大
で
あ
り
、
そ
れ
に
相
応

し
た
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ

た
疑
問
の
声
も
あ
り
、
国
際
援
助
の
あ
り

方
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
成
果
と
課
題
を
受
け
て
、
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期
限
後
の
15
年
か
ら
、
国

際
社
会
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
い
く
の
か
、
各
国
の
代
表
者
や
専
門
家

が
参
加
し
た
会
議
で
様
々
な
視
点
か
ら
の

議
論
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
17
の
目
標

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

＊プロフィールは2020年３月時点のものです。

数
値
目
標
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
ず
、

一
歩
で
も
前
進
さ
せ
る
取
り
組
み
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
と
し
て
、
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
れ
は
未
来
の
社
会
を
担
う
高
校
生
に
も
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
課
題
で
あ
り
、
社
会
と
自
分
と
の
か
か
わ
り
や
、
探
究
学
習
の
研
究
テ
ー
マ
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
着
目
さ
せ
る
高
校
が
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
生
徒
の
主
体
的
な
大
学
選
択
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、

今
号
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
大
学
で
の
学
び
や
研
究
を
紹
介
す
る
連
載
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

初
回
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
度
を
評
価
す
る
指
標
の
開
発
に
携
わ
る
九
州
大
学
工
学
研
究
院
の
馬ま

な

ぎ

奈
木
俊
介
主
幹
教
授
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
的
な
内
容
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
馬
奈
木
主
幹
教
授
の
研
究
室
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
研
究
内
容
を
学
部
生
が
紹
介
す
る
。

全体概観

九
州
大
学
工
学
研
究
院

　主
幹
教
授

都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
長

馬
奈
木
俊
介 

ま
な
ぎ
・
し
ゅ
ん
す
け

専
門
分
野
は
、
都
市
計
画
学
、
交
通
工
学
、
技
術
シ
ス

テ
ム
工
学
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
学
、
産
業
組
織

論
。
九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
ア

メ
リ
カ
・
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修

了
。
博
士
（
経
済
学
）。
東
北
大
学
大
学
院
准
教
授
等
を

経
て
、
２
０
１
５
年
か
ら
現
職
。
国
連
「
新
国
富
報
告
書

２
０
１
８
」
代
表
、
国
連
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（IPC

C

）」
代
表
執
筆
者
な
ど
を
務
め
る
。

解
説
者

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
を
受
け
て

国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
採
択

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
背
景

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
大
き
な
特
徴
は
、先
進
国
・

途
上
国
を
問
わ
ず
、
国
際
社
会
が
達
成
を

目
指
す
べ
き
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
途
上
国
の
開
発
支
援

を
目
的
と
し
た
目
標
が
中
心
で
し
た
が
、

経
済
や
社
会
、
環
境
の
問
題
は
、
世
界
全

体
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
と
い
う

考
え
が
示
さ
れ
、
包
括
的
か
つ
普
遍
的
な

目
標
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
、
ま
ず
は
達
成
す
べ
き
目
標

を
決
め
た
上
で
次
に
検
討
さ
れ
た
の
が
、

取
り
組
み
の
進
捗
を
評
価
す
る
方
法
で

す
。
数
値
で
測
れ
る
こ
と
が
明
確
な
目
標

だ
け
を
設
定
し
て
い
た
ら
、
数
値
で
測
る

こ
と
が
難
し
い「
質
」な
ど
は
、目
標
に
設

定
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
取
り
組
み
の
評
価
が
曖
昧

だ
っ
た
と
い
う
反
省
か
ら
、
私
が
参
加
し

た
科
学
者
の
専
門
家
会
議
で
は
、「
質
ま

で
分
か
る
数
値
目
標
を
明
確
に
設
定
し
な

け
れ
ば
評
価
で
き
ず
、
成
果
の
あ
る
活
動

を
期
待
で
き
な
い
」と
訴
え
続
け
ま
し
た
。

そ
う
し
た
考
え
が
反
映
さ
れ
た
形
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
採
択
の
２
年
後
の

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を
終わらせる。

1．貧困をなくそう

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養
改善を実現し、持続可能な農業を促進す
る。

2．飢餓をゼロに

あらゆる年齢のすべての人々の健康的
な生活を確保し、福祉を促進する。

3．すべての人に
　 健康と福祉を

すべての人に包摂的かつ公正な質の高
い教育を確保し、生涯学習の機会を促
進する。

4．質の高い教育を
　みんなに

ジェンダー平等を達成し、すべての女性
及び女児の能力強化を行う。

5．ジェンダー平等を
　実現しよう

すべての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する。

6．安全な水とトイレを
　世界中に

すべての人々の、安価かつ信頼できる持
続可能な近代的エネルギーへのアクセス
を確保する。

7．エネルギーをみんなに
　そしてクリーンに

包摂的かつ持続可能な経済成長及びす
べての人々の完全かつ生産的な雇用と
働きがいのある人間らしい雇用（ディー
セント・ワーク）を促進する。

8．働きがいも経済成長も

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利
用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠
化への対処、並びに土地の劣化の阻止・
回復及び生物多様性の損失を阻止する。

15．陸の豊かさも守ろう

各国内及び各国間の不平等を是正する。

10．人や国の不平等を
　　なくそう

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）
で持続可能な都市及び人間居住を実現
する。

11．住み続けられる
　   まちづくりを

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包
摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る。

9．産業と技術革新の
　基盤をつくろう

持続可能な開発のための実施手段を強化
し、グローバル・パートナーシップを活性
化する。

17．パートナーシップで
　   目標を達成しよう

持続可能な開発のための平和で包摂的な社
会を促進し、すべての人 に々司法へのアクセ
スを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的
で説明責任のある包摂的な制度を構築する。

16．平和と公正をすべての人に

持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する。

14．海の豊かさを守ろう

持続可能な生産消費形態を確保する。

12．つくる責任
　   つかう責任

気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる。

13．気候変動に
　   具体的な対策を

MDGs（ミレニアム開発目標）の８の目標と、主なターゲット─ 2015 年までの達成目標

SDGs（持続可能な開発目標）の17の目標─2030 年までの達成目標

目標１　極度の貧困と飢餓の撲滅…1990 年から2015 年までに、1日1.25ドル未満で生活する人々の割合を半減させる。
目標２　初等教育の完全普及の達成…2015年までに、すべての子どもたちが、男女の区別なく、初等教育の全課程を修了できるようにする。
目標３　ジェンダー平等の推進と女性の地位向上…できれば 2005 年までに初等・中等教育において男女格差を解消し、2015 年まで

には、すべての教育レベルで男女格差を解消する。
目標４　乳幼児死亡率の削減…1990 年から2015 年までに、５歳未満児の死亡率を３分の２に引き下げる。
目標５　妊産婦の健康状態の改善…1990 年から2015 年までに、妊産婦の死亡率を4分の３に引き下げる。
目標６　ＨＩＶ／エイズ、マラリア、その他疾病の蔓延防止…2015 年までにHIV/エイズの蔓延を阻止し、その後、減少させる。
目標７　環境の持続可能性の確保…2010 年までに、生物多様性の損失を抑え、損失率を大幅に引き下げる。
目標８　開発のためのグローバル・パートナーシップの構築…後発開発途上国の特別なニーズに取り組む。

＊国連総合広報センターのウェブサイト（https://www.unic.or.jp）を基に編集部で作成。

MDGs（ミレニアム開発目標）と、SDGs（持続可能な開発目標）図1

＊総務省のウェブサイト（https://www.soumu.
go.jp/）を基に編集部で作成。

MDGsを引き継いで、各国の代表や専門家らが様々な視点で議論　

指
標
の
枠
組
み
を
示
し
、

達
成
度
の
可
視
化
を
図
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
特
徴
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17
年
７
月
、
国
連
会
議
で
、
２
３
２
の
指

標
の
枠
組
み（
図
２
）が
承
認
さ
れ
、目
標

達
成
度
を
測
る
基
準
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
指

標
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
示
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
国
・
地
域

の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
活
動
し
に
く
い
内
容

で
す
。
そ
こ
で
、
国
・
地
域
の
事
情
を
踏
ま

え
た
目
標
や
指
標
な
ど
を
設
定
し
て
、
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
16
年
５
月
、
内
閣
に
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
推
進

本
部
」
を
設
置
し
、
中
・
長
期
的
な
国
家

戦
略
の
下
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
動

い
て
い
ま
す
。
19
年
８
月
に
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
レ
ベ
ル
の
指
標
を
自
治
体
レ
ベ
ル
の

活
動
に
落
と
し
込
む
（
図
３
）
た
め
の
「
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ロ
ー
カ
ル
指
標
リ
ス

ト
」（
図
４
）
が
示
さ
れ
、
自
治
体
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
捗
管
理

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
各
国
が
目
標
達
成
に

向
け
て
着
実
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
達
成

度
を
測
る
仕
組
み
を
整
備
し
た
上
で
、
各

国
に
活
動
と
評
価
の
報
告
を
義
務
化
し
ま

し
た
。
自
国
に
評
価
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
け

れ
ば
、
そ
れ
を
請
け
負
う
自
国
外
の
企
業

や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
公
募
で
探
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
な
お
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期
限
は
30
年

で
あ
り
、そ
の
時
に
は
次
の
新
た
な
15
年

目
標
が
、持
続
可
能
な
発
展
の
内
容
を
さ

ら
に
進
化
さ
せ
て
提
案
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
17
の
目
標
は
、
ど
れ
も
普
遍
的
な
内

容
ば
か
り
で
す
。「
き
れ
い
ご
と
過
ぎ
る
」

と
い
っ
た
批
判
的
な
意
見
も
あ
り
ま
す

が
、
私
は
「
国
連
」
が
掲
げ
た
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
企
業
が
社
会
貢
献
活
動
を
し

よ
う
と
し
て
も
、「
自
社
に
は
関
係
な
い
」

と
、
社
内
で
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況

で
し
た
。
し
か
し
、
国
連
の
お
墨
つ
き
を

得
た
こ
と
で
、
企
業
は
本
業
以
外
で
も
そ

う
し
た
活
動
を
実
行

し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
際

的
な
社
会
貢
献
に
な

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
は
、
企
業
価

値
を
高
め
る
指
標
と

し
て
、
社
会
に
浸
透

し
て
き
ま
し
た
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
業
務
改
善
に
熱

心
に
取
り
組
む
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
も
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
施
策
を
打
ち
出
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
経
済
規

模
の
縮
小
な
ど
、
自
治
体
が
抱
え
る
課
題

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
重
な
り
、
取
り
組
み
の
方

向
性
が
一
致
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
普
遍
的
な
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
も
深
く

か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本

で
も
一
人
親
世
帯
や
非
正
規
雇
用
者
、
高

齢
者
な
ど
に
お
け
る
貧
困
問
題
は
深
刻
で

す
。
そ
の
よ
う
に
途
上
国
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
私
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
目
を
向
け
、
そ
の
解
決
の

た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

＊国連統計部が公表した指標の総務省による仮訳を基に編集部で作成。

＊自治体 SDGs 推進評価・調査検討会「地方創生 SDGs ローカル指標リス
ト　2019 年８月版（第一版）」から抜粋して編集部で作成。

SDGsの目標、ターゲット、指標の例　「目標11住み続けられるまちづくりを」から抜粋図２

目標 ターゲット 指標

目標11

包摂的で安全か
つ強靱（レジリエ
ント）で持続可
能な都市及び人
間居住を実現す
る。

11.1　2030 年までに、すべての人々の、適切、
安全かつ安価な住宅及び基本的サービスへの
アクセスを確保し、スラムを改善する。

11.1.1　スラム、インフォーマ
ルな居住地及び不適切な住
宅に居住する都市人口の割合

11.2　2030 年までに、脆弱な立場にある
人々、女性、子ども、障害者及び高齢者のニー
ズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを
通じた交通の安全性改善により、すべての人々
に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続
可能な輸送システムへのアクセスを提供する。

11.2.1　公共交通機関へ容易
にアクセスできる人口の割合
（性別、年齢、障害者別）

11.3　2030 年までに、包摂的かつ持続可能
な都市化を促進し、全

11.3.1　人口増加率と土地利
用率の比率

自治体の取り組みの考え方図３

自治体レベルの取り組み

国レベルの
取り組み

日本国としての実施指針と
８つの優先課題

グローバル
レベルの

ＳＤＧｓ（国連）

取り組み１　
義務的・包括的
国の方針を受けて、

自治体行政の責務として
推進するＳＤＧｓ

取り組み２　
自主的・選択的
それぞれの自治体が
固有の条件を踏まえて
推進するＳＤＧｓ

国
・
地
域
の
事
情
に
応
じ
た

指
標
を
設
定
し
て
活
動
を
推
進

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
仕
組
み

国
・
自
治
体
・
企
業
・
個
人
が

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
進
む

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
義
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一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
の
成
果
は
小

さ
く
て
も
、
行
動
し
な
け
れ
ば
目
標
は
達

成
で
き
ま
せ
ん
。
住
民
、
企
業
、
自
治
体
、

国
の
行
動
が
積
み
重
な
っ
て
、
持
続
可
能

で
よ
り
よ
い
世
界
に
近
づ
く
の
で
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
要
を
説
明
し
て
き
ま
し

た
が
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
指
標
は
も
ち
ろ
ん
、

17
の
目
標
の
内
容
を
、
高
校
生
が
詳
し

く
知
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
17
の
目
標

は
、
一
つ
ひ
と
つ
が
独
立
し
た
目
標
で
は

な
く
、
２
つ
以
上
が
関
連
し
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
れ
ば
十
分
で
す
。例
え
ば
、

木
を
適
切
に
伐
採
し
て
森
林
を
保
全
す
る

こ
と
は
、
河
川
の
水
質
改
善
と
、
そ
の
水

が
流
れ
込
む
海
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
り
、

目
標
６
、14
、15
に
関
係
す
る
と
言
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
関
係
性
を
理
解
す
る
取
り
組

み
に
は
、
例
え
ば
、
自
分
が
関
心
の
あ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
１
人
１
つ
ず
つ
選
び
、
そ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
や
世
界
の

状
況
を
調
べ
、
そ
の
達
成
に
は
他
の
ど
の

目
標
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
関
係
す
る
の
か
を

考
え
て
ま
と
め
て
、
発
表
す
る
活
動
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
１
ク
ラ
ス
40
人
い
れ
ば
、

40
通
り
の
目
標
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
間
の
関
係

性
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
高
校
の
授
業
で
は
、
各
教
科
・
科
目
の

学
び
と
社
会
問
題
と
の
関
係
に
着
目
し
た

話
を
す
る
と
、
生
徒
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
理
解
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
視
点

で
い
ろ
い
ろ
な
教
科
・
科
目
の
教
師
の
話

を
聞
く
こ
と
で
、
１
つ
の
目
標
に
は
複
数

の
教
科
・
科
目
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
、

生
徒
は
気
が
つ
く
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
数
値
目
標
の
重
要
性
を
強
調
し

て
き
ま
し
た
が
、
数
値
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ

て
行
動
し
な
い
の
は
本
末
転
倒
で
す
。
目

標
の
１
割
し
か
達
成
し
そ
う
に
な
く
て

も
、
行
動
し
な
け
れ
ば
達
成
度
は
ゼ
ロ
で

す
。
目
標
に
一
歩
で
も
近
づ
く
活
動
な
ら

ば
、
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
達
成
期
限
の
30
年
ま
で
あ
と
10
年
。
日

本
は
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
、
相
対
的
に

は
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
多
く
を
同
じ
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し

す
ぎ
て
い
る
の
で
、
優
先
順
位
を
つ
け
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
の
世
代

の
こ
と
を
考
え
た
取
り
組
み
を
推
進
で
き

る
よ
う
、
私
も
１
人
の
研
究
者
と
し
て
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

＊自治体 SDGs 推進評価・調査検討会「地方創生 SDGs ローカル指標リスト　2019 年８月版（第一版）」から抜粋して編集部で作成。

日本の自治体が SDGs の取り組みの進捗を計測するための指標リスト図４

目標 13　気候変動に具体的な対策を─気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

ターゲット グローバル指標 ローカル指標（案） データ入手可能性  データソース

13.3 気候変動の緩
和、 適 応、 影 響 軽
減及び早期警戒に
関する教育、啓発、
人的能力及び制度
機能を改善する。

13.3.1 緩和、適応、影響軽減及び早
期警戒を、初等、中等及び高等教育の
カリキュラムに組み込んでいる国の数

13.3.1　公民館における環境保全活動
の実施数（環境保全活動の実施数／公
民館数）

都道府県  文部科学省「社会教育調査」

13.3.2 適応、緩和及び技術移転を実
施するための制度上、システム上、及
び個々人における能力構築の強化や開
発行動を報告している国の数

13.3.2.1　地球温暖化対策推進法に基
づく地方公共団体実行計画（区域施策
編）の策定有無

市区町村 環境省「地方公共団体実行
計画（区域施策編）策定支
援サイト」

13.3.2.2　温暖化対策地方実行計画に 都道府県 国立環境研究所「気候変動

　SDGs に関する取り組みを総合的に評価する方法として、国連が
採用を検討しているのが、ノーベル経済学賞受賞者のケネス・ア
ロー氏らによって開発された「新国富指標」です。それは、国や都
市の総合的な豊かさを、「自然資本」「人的資本」「人工資本」の 3
つの指標で数値化して測ります（下図）。それらの指標を正確に測
ることは難しかったのですが、科学的な計測手法や資本推計のた
めの経済学的な手法の発展によって、測定が可能になりました。
　私は、「新国富指標」に関する国連の報告書の代表を務めました。
大学時代には土木と環境、大学院時代には経済学を学び、それら
の分野を横断したテーマを研究してきた実績から、複数の分野がか
かわる指標の開発に適任と評価されました。現在は、福岡県久山町、
宮若市や直

のお

方
がた

市などと協定を結び、「新国富指標」を活用したま
ちづくりを進めていま
す。また、中国やイン
ドから依頼を受け、「新
国富指標」による評価
報告もまとめました。
そのように、指標とし
ての実績を積み重ね、
ほかの自治体にも広め
ていき、５年後、10 年
後に、世界の国々が使
える指標に発展させる
ことを目指しています。

　SDGsを評価する指標を開発

「
新
国
富
指
標
」

「
新
国
富
」に

影
響
を

与
え
る
要
因

自然資本 化石燃料、鉱物、水産物、
森林資源、農業用地など

人的資本 教育、健康など

人工資本 設備、機械、道路など

気候変動による潜在的ダメージ

「新国富」の概念

原油の価格変動による損益

全要素生産性（TFP）

Column

複
数
の
目
標
が
絡
み
合
っ
て

社
会
は
成
り
立
っ
て
い
る

高
校
教
師
・
高
校
生
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
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九
州
大
学
工
学
部
地
球
環
境
工
学
科

は
、
自
然
と
人
間
社
会
が
調
和
し
た
新
し

い
環
境
の
創
造
を
目
指
し
、
建
設
都
市
工

学
・
船
舶
海
洋
シ
ス
テ
ム
工
学
・
地
球
シ

ス
テ
ム
工
学
の
３
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
学
生
は
２
年
生
進
級
時
に
、
専
攻

す
る
コ
ー
ス
を
選
ぶ
。

　
建
設
都
市
工
学
コ
ー
ス
で
は
、
道
路
や

橋
、
下
水
、
港
な
ど
の
社
会
基
盤
の
構
築
、

そ
れ
に
関
連
す
る
地
盤
や
防
災
な
ど
が
専

門
分
野
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
目
標
11
　

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
に
直

結
す
る
研
究
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
あ
り
、

３
年
次
の
必
修
科
目
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま

ち
づ
く
り
」
で
は
、
同
大
学
が
連
携
協
定

を
結
ぶ
福
岡
県
直の

お

方が
た

市
に
あ
る
町
屋
の
活

用
を
提
案
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
１
）
に
取
り

組
む
。同
コ
ー
ス
４
年
の
天
川
航わ

た
る

さ
ん
は
、

10
人
１
組
で
行
っ
た
こ
の
活
動
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
難
し
さ
を
経
験
し
た
と
語
る
。

　「
町
屋
を
改
装
し
、
カ
フ
ェ
を
併
設
し

た
宿
泊
施
設
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
住
民

か
ら
改
装
費
用
の
捻
出
や
集
客
の
見
込
み

な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
指
摘
を
受
け
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
多
様
な
視
点
が

必
要
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　
４
年
次
に
は
研
究
室
に
所
属
し
、
学
生

自
身
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
研
究
す
る
。

馬
奈
木
俊
介
主
幹
教
授
が
率
い
る
都
市
・

交
通
工
学
研
究
室
で
は
、
都
市
が
直
面
す

る
多
岐
で
複
雑
な
問
題
に
、
都
市
工
学
や

経
済
学
な
ど
か
ら
多
面
的
・
学
際
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
。
同
研
究
室
所
属
の
天
川

さ
ん
は
、
同
大
学
と
共
同
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
福
岡
県
宮
若
市
が
、
自
動
運
転

バ
ス
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
（
＊
２
）
を
導
入
し
た
際
の
住
民
の
満

足
度
を
、
金
銭
的
価
値
に
置
き
換
え
て
検

証
す
る
研
究
を
行
っ
た
。
20
年
末
に
開
始

予
定
の
実
証
実
験
に
向
け
た
エ
ビ
デ
ン
ス

を
得
る
こ
と
が
、
研
究
の
目
的
だ
。

　「現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は
、

利
用
者
に
と
っ
て
、
経
路
や
時
刻
が
固
定

さ
れ
る
と
い
っ
た
不
便
な
点
が
あ
り
、
ま

た
、
運
転
手
不
足
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま

し
た
。
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
高
齢
者
の
外
出
を
促

す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
健
康
促
進
（
目
標

３
）
や
地
域
経
済
の
活
性
化
（
目
標
９
）

に
も
貢
献
し
ま
す
」（
天
川
さ
ん
）

　市
の
担
当
者
を
通
じ
て
分
析
に
必
要
な

衛
星
画
像
を
入
手
し
、
そ
れ
を
使
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
住
民
に
実
施
。
デ
ー
タ

が
古
け
れ
ば
、
よ
り
新
し
い
デ
ー
タ
が
な

い
か
、
市
の
担
当
者
に
交
渉
し
た
。
分
析

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。
＊1  Problem Based Learning、あるいは Project Based Learning の略。問題解決型学習のこと。
＊２  予約があった時のみ運行する公共交通。利用者の要望に応じて運行ルートやダイヤを設定し、乗り合って運行する。

実
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む

自
治
体
と
連
携
し
た
研
究
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

九
州
大
学
　

工
学
部
　

地
球
環
境
工
学
科
　

建
設
都
市
工
学
コ
ー
ス

都
市
・
交
通
工
学
研
究
室

この学びに関する主なSDGsの目標

道
路
や
下
水
、防
災
な
ど

「
ま
ち
づ
く
り
」が
研
究
テ
ー
マ

新
公
共
交
通
の
効
果
を
測
定
し
、

自
治
体
の
施
策
立
案
に
貢
献

建
設
都
市
工
学
コ
ー
ス

都
市
・
交
通
工
学
研
究
室
４
年

土
居
海
斗

ど
い
・
か
い
と

広
島
県
・
私
立
盈え
い
し
ん進

中
学
高
校

卒
業
。
大
学
院
に
進
学
予
定
。

建
設
都
市
工
学
コ
ー
ス

都
市
・
交
通
工
学
研
究
室
４
年

天
川
　

航

あ
ま
か
わ
・
わ
た
る

東
京
都
立
日
比
谷
高
校
卒
業
。

大
学
院
に
進
学
予
定
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

包摂的で安全かつ
強靱（レジリエント）
で持続可能な都市
及び人間居住を実
現する。
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自
治
体
な
ど
に
施
策
提
言
も
行
う
同

研
究
室
で
は
、
経
済
学
も
主
要
な
研
究

分
野
で
あ
り
、
そ
の
１
つ
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
だ
。
環
境
（En

viro
n
m
en
t

）
と
社

会
（So

cial

）
に
配
慮
し
、
健
全
に
統
治

（G
o
vern

an
ce

）
さ
れ
て
い
る
企
業
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
に
よ
っ
て
企
業
価
値

を
高
め
、
同
時
に
収
益
も
上
げ
る
持
続
可

能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
投
資
家
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。４
年
の
土
居
海
斗
さ
ん
は
、

社
会
と
統
治
の
視
点
か
ら
、
不
祥
事
な
ど

の
マ
イ
ナ
ス
情
報
を
開
示
す
る
か
否
か
の

企
業
方
針
が
投
資
家
の
行
動
に
ど
ん
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
、
国
内
外
約
３
０
０
０

社
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
分
析
し
た
。

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
は
企
業
の
力
が

必
要
で
す
。
企
業
に
も
そ
れ
に
か
か
わ
る

利
点
と
リ
ス
ク
を
伝
え
る
こ
と
が
、
積
極

的
な
行
動
に
結
び
つ
く
と
考
え
ま
す（
目

標
９
）。
研
究
で
は
、マ
イ
ナ
ス
情
報
を
開

示
し
た
企
業
と
開
示
し
て
い
な
い
企
業
の

特
徴
を
理
解
し
な
が
ら
、
集
め
た
情
報
を

一
つ
ひ
と
つ
整
理
し
、
様
々
な
角
度
か
ら

の
デ
ー
タ
が
よ
り
精
緻
な
情
報
提
供
に
な

る
と
考
え
て
分
析
し
ま
し
た
」（
土
居
さ
ん
）

　
そ
の
結
果
、
企
業
の
持
つ
リ
ス
ク
と
株

取
引
の
出
来
高
の
相
関
が
高
い
企
業
ほ

ど
、
不
祥
事
を
隠
し
た
が
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
企
業
は
リ
ス
ク
を
理

解
し
た
上
で
投
資
家
の
行
動
を
予
想
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
自
ら
の
価
値
を
高
め
る

企
業
活
動
を
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
。
　

　「
こ
の
研
究
室
に
入
っ
て
分
か
っ
た
の

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
工
学
だ
け
で
な
く

経
済
学
の
視
点
も
必
要
で
、
知
識
が
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
緻
密
に
考
え
た
上
で
、
よ
り

よ
い
ま
ち
が
築
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

３
年
生
ま
で
は
社
会
基
盤
の
視
点
か
ら
ま

ち
を
捉
え
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
学
を
学

ん
だ
こ
と
は
、
人
や
企
業
の
行
動
を
理
解

す
る
と
い
う
点
で
、
自
分
に
と
っ
て
大
き

な
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
」（
土
居
さ
ん
）

　
研
究
を
始
め
て
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
よ
り

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
る
２
人
。

大
学
卒
業
後
は
大
学
院
に
進
学
し
、
同
研

究
室
で
研
究
を
続
け
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
の
多
く
は
、
国
や

自
治
体
が
考
え
、
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
国
や
自
治
体
が
、
地
域
や
住
民
の

需
要
を
熟
知
し
て
い
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
は
、
多
額

の
費
用
を
投
じ
て
建
設
し
て
も
利
用
者
が
少

な
い
高
速
道
路
が
あ
る
な
ど
、
需
要
と
供
給

が
一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
た
だ
住
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ち
は
、
今
の
世
代
だ
け
で
な
く
、
子

や
孫
、
そ
の
先
の
世
代
の
こ
と
ま
で
を
考
え

て
つ
く
る
こ
と
が
大
事
だ
か
ら
で
す
。
本
研

究
室
は
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
住
民
の

W
ell-b

ein
g

を
長
期
的
に
高
め
る
こ
と
を

目
指
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
国
や
自
治
体
と
連
携

し
て
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
学
部
生
も
社
会

の
問
題
と
日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
１
つ

の
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
を

分
担
し
て
研
究
し
、
積
み
上
げ
た
成
功
事
例

を
、
他
の
自
治
体
や
国
に
も
広
め
て
い
く
こ

と
で
、
日
本
や
世
界
に
お
け
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

に
必
要
な
デ
ー
タ
が
な
け
れ
ば
、
使
え
そ

う
な
デ
ー
タ
を
探
し
、
よ
り
使
い
や
す
く

な
る
よ
う
に
加
工
も
し
た
と
い
う
。

　「
検
証
の
結
果
、
65
歳
以
上
で
は
、
世

帯
年
収
の
36
％
に
相
当
す
る
満
足
度（
図
）

と
な
り
、
公
共
交
通
が
発
展
す
れ
ば
幸
福

度
は
上
が
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
施
策
に

直
結
す
る
自
治
体
と
の
共
同
研
究
は
や
り

が
い
が
あ
り
、公
共
交
通
を
発
展
さ
せ
て
、

環
境
に
優
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
」（
天
川
さ
ん
）

新公共交通システムの導入後の住民満足度（福岡県宮若市）図

左図は、新公共交通システムの導入で、宮
若市のバスサービスに対する不満が完全に
解消された場合の 65才以上の住民の満足
度を、金銭に換算して地図に示したものだ。
金銭換算価値は最大約 2400 万円で、凡例
では、それを10色に区分。赤に近いほど満
足度が高く、黄に近いほど満足度が低い。
その結果を人口密度や既存のバス路線と照
合すると、人口が多い地域や既存のバス停
から遠い地域ほど色が赤く、新公共交通シ
ステムの効果が大きいことが分かった。
＊天川さん提供資料を基に編集部で作成。

写真　研究室では、定期的に集まり、各自
の研究の進捗状況を報告。写真は、ＥＳＧ
投資とＳＤＧｓの関係についての研究を報告
する土居さん。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
つ
な
げ
る

た
め
の
企
業
の
行
動
を
分
析

ま
ち
づ
く
り
で
人
々
の

W
ell-being

を
高
め
て
い
く

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ都

市
・
交
通
工
学
研
究
室

主
幹
教
授

馬
奈
木
俊
介

ま
な
ぎ
・
し
ゅ
ん
す
け

■６５歳以上
　対象
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６〜７月　 １回目の会議の様子を、本誌
６月号誌面またはベネッセ教
育総合研究所のウェブサイト

（以下、ウェブサイト）でご紹
介します。

８〜９月　 ２回目の会議の様子を、本誌
８月号誌面またはウェブサイ
トでご紹介します。

10〜11月  ３回目の会議の様子を、本誌
10 月号誌面またはウェブサイ
トでご紹介します。

２〜３月　 ４回目の会議の様子を、本誌
２月号誌面またはウェブサイ
トでご紹介します。

新学習指導要領の実施まで残り２年となりました。移行措置として、「総合的な探究の時間」は、既に19年

度入学生（現高校２年生）から始まっています。先生方にとっても、挑戦したいこと、検討すべきことが増え

る中で、特に若手の先生方から、「同僚・先輩に相談したいことがたくさんあるが、その時間が取れない」「日々

の授業に追われ、授業力を高めたり、指導観を深めたりする機会がない」といったお声を伺うようになりまし

た。そこで、次代を担う全国の若手教師たちが２〜３か月に１回の頻度で、オンラインとオフラインで集まり、

関心のあるテーマについて語り合う場をつくることにしました。そこでの語り合いの様子は、次号以降の本誌

やベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでお伝えしていきます。今号は、参加予定の先生方にご回答いただ

いた事前アンケートから、語り合いたいことの一部を、テーマ別にご紹介します。

現場の思いを率直に語り合う若手会議、 次号からスタート

若手教師・教育創造MTG

新コーナー
告知

ミ ー テ ィ ン グ

参加予定者
北海道、岩手県、宮城県、栃木県、
埼玉県、神奈川県、富山県、福
井県、三重県、大阪府、島根県、
広島県、山口県、福岡県の公立
高校教師 14 人、北海道、愛媛
県の私立高校教師２人を予定。

ＮＥＸＴリーダーが
オンライン＆オフラインで
集まり、語り合う

スケジュール
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◉主体的に学習に取り組む態度を育てるため、ルーブリック
を活用した自己評価を授業に組み込もうと模索しています。
また、思考・判断・表現力の育成を確実に実現し、身につけ
た知識を深い学びへとつなげる授業展開を追究したいです。
◉授業でＩＣＴを活用するにあたり、どのアプリケーション
を導入するか、コスト面も含めて悩むことがたくさんありま
す。他校の先生方は、どのような判断でどのアプリケーショ
ンを導入し、どのように活用しているのかを知りたいです。
◉現在「生徒がよく生きるための授業デザイン」を探究・実
践している最中です。教育の個別最適化が進む中で、他者と
協働して分からないことを探究し、新しい価値を創り出し合
いながら、よりよい人間関係を構築していくような授業のあ
り方について考えていきたいです。

◉ホームルームがただの情報伝達の場だけになってしまって
いる気がします。学校行事を始め、生徒が、高校生活全般へ
のモチベーションを上げるにはどうしたらよいのか、いろい
ろな先生の意見や実践を聞きたいです。
◉既存の部活動をただ優先する考え方から脱却し、生徒の興
味・関心を広げるために様々な経験を促すような環境づくり
を進めたいです。また、教師自身が、それぞれ多様な生き方
の中、生き生きとした姿を生徒に見せることで、生徒自身が
教師の姿を通して、「多様な生き方が許される」ことを感じ取
るのではないかと思います。生徒が本来持っている主体性や
創造性を呼び起こす教師の振る舞いとはどのようなものなの
かも考えたいです。

◉「総合的な探究の時間」の定義を校内で共有しないまま、
言葉だけが独り歩きしているようなことはないでしょうか。
現状では、目的・目標も明確でない「探究」活動を行ってい
るケースもあるように感じ、違和感を覚えます。
◉「総合的な探究の時間」について、校内のほかの先生方に
その意義を理解していただくのに苦労しています。また、探
究学習を進める上で必要なファシリテーション技術の向上に
ついても必要性を感じています。
◉本校の生徒は、地域課題を題材にした探究学習に取り組ん
でいますが、生徒の提案は枠にはまったものが少なくありま
せん。実際に近隣の企業・団体と協働しながら、地域課題の
解決に創造的に貢献するような探究活動にしていくためには、
どのようなアプローチが有効なのかについて知りたいです。

◉希望進路が不透明なまま３年生になってしまい、受験勉強
のスタートがなかなか切れない生徒が多いのが本校の課題で
す。1年次からの進路探究活動や小論文学習、探究学習、模
擬試験などの進路指導がバラバラで、結びついていないのが
要因だと考えています。早期に進路目標（志）を定め、進路
実現に向けて自走できる生徒を育成するために、どの時期に
どのような進路の仕かけが有効なのかを学んでいきたいです。
◉夢や将来像を持たせるために、面談などでそれぞれの生徒
の個性や興味・関心を把握するように努め、一人ひとりのキャ
リアを生徒とともに考えていこうとしています。しかし、自
分の中から将来への思いが湧き上がってくる生徒が少ないよ
うに思え、悩んでいます。

1 授業について

3 特別活動、部活動について

2 探究学習について

4 進路指導について

語り合うのは「正解が１つではない」現場の課題や願い

上記のような課題や願いについて、若手教師が熱く語り合っていきます。
次号から始まる本コーナー、どうぞご期待ください。

明日の教育を牽引するネクストリーダーたちが地域を超えて、オンライン＆オフラインで語り合います
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瀬
島
先
生
　
本
校
で
は
２
０
１
６
年
度
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

で
、
す
べ
て
の
活
動
を
学
校
教
育
目
標
に

落
と
し
込
み
始
め
ま
し
た
。
本
校
は
、
約

十
年
前
か
ら
地
域
課
題
研
究
に
取
り
組

み
、
協
働
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
部
活
動
も
盛
ん
で
す
。
教
科
の
力
は

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
様
々
な
力
を
伸
ば
せ

る
学
校
だ
と
自
負
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
こ
れ
が
目
指
す
生
徒
像
だ
」

と
教
師
が
同
じ
言
葉
で
語
れ
た
か
と
言
え

ば
、
共
通
の
認
識
、
指
標
が
不
足
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
は
、
地
域
の
中
学

生
の
数
が
減
る
な
ど
、
学
校
の
存
続
に
対

実践事例
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
認
識
を
、

活
動
ベ
ー
ス
か
ら
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
へ
転
換
す
る
こ
と
が
大
切

A1

　
２
０
１
９
年
度
か
ら
先
行
実
施
が
始

ま
っ
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」。
現

場
の
教
師
に
、
そ
の
課
題
や
取
り
組
め
て

い
な
い
こ
と
は
何
か
を
聞
い
た
時
、
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、次
の
５
つ
だ
。

❶
教
師
に
よ
り
、
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
や
指
導

に
対
す
る
意
識
の
差
が
大
き
い

❷
特
定
の
教
師
に
負
荷
が
集
中
し
て
お

り
、
学
校
全
体
に
指
導
が
定
着
し
に
く
い

❸
評
価
の
方
法
が
分
か
ら
な
い

❹
学
習
意
欲
へ
の
効
果
が
見
え
づ
ら
い

❺
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い

　
こ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
い
、「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
の
設
計
と
そ
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
岡
山
県
立
林

野
高
校
だ
。
今
回
は
、
右
の
５
つ
の
課
題

を
大
き
く
「
学
校
全
体
の
取
り
組
み
に
す

る
方
策
」「
生
徒
の
意
欲
喚
起
と
資
質
・

能
力
の
育
成
」
の
２
つ
の
課
題
と
し
た
上

で
、
同
校
が
課
題
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
て
い
っ
た
の
か
を
ひ
も
と
い
て
い
く
。

ま
た
、
22
年
度
か
ら
の
指
導
要
録
の
変
更

に
伴
う
観
点
別
学
習
状
況
評
価
の
導
入
に

向
け
た
同
校
の
構
想
も
リ
ポ
ー
ト
す
る
。    

テーマ

グランドデザインから考える
「総合的な探究の時間」の設計

学
び
の
意
義
を
捉
え
直
し
て
、

学
校
教
育
目
標
と
ひ
も
づ
け
る

岡
山
県
立
林
野
高
校

ど
う
し
た
ら
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
が
、

学
校
全
体
の
取
り
組
み
に
な
り
、

一
人
ひ
と
り
の
教
師
の
負
荷
を
最
小
限
に
で
き
る
か
？

岡
山
県
立
林
野
高
校
で
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

視
点
で
教
育
活
動
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
学
校
全
体
で
「
育
て
た
い
生
徒
像
」
を

丁
寧
に
語
り
合
い
、
教
育
活
動
の
軸
と
な
る
生
徒
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
で
各
教
科
の
教
育
課
程
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
20
年
積
み
重
ね
た
伝
統
の
あ
る
同
校
の

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は
、
教
育
活
動
全
体
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
展

開
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

Q1

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の

５
つ
の
課
題
に
向
き
合
う

は
じ
め
に

新学習指導要領の実施に向けた準備が本格化する中、学校現場は様々な課題に直

面することが予測される。本コーナーでは、実践事例や有識者インタビューなど

を通じて、現場の疑問や課題を解決し、自校の実践につなげる情報を提供する。

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。
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し
て
教
職
員
が
強
く
危
機
感
を
抱
い
た
時

期
で
し
た
。
学
校
の
強
み
は
何
か
、
求
め

ら
れ
る
学
校
で
あ
る
た
め
に
何
を
目
指
す

べ
き
か
を
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
同
じ
言

葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
ど
ん
な

生
徒
を
育
て
た
い
か
を
全
教
職
員
で
話
し

合
っ
て
整
理
し
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
だ
け
で
な
く
、
全
教
科

が
、
資
質
・
能
力
を
ベ
ー
ス
に
し
た
活
動

に
な
り
ま
し
た
。

　
本
校
は
、
志
望
も
学
力
も
多
様
な
生
徒

が
い
る
学
校
で
す
。
授
業
は
一
方
的
な
教

え
込
み
だ
け
で
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
各
授

業
で
ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
の

か
、
そ
こ
が
明
確
に
な
る
と
我
々
の
授
業

は
変
わ
り
、生
徒
の
姿
勢
も
変
わ
り
ま
す
。

育
て
た
い
生
徒
像
を
全
教
師
で
共
有
し
た

か
ら
こ
そ
、授
業
の
あ
り
方
、そ
し
て
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
あ
り
方
も
決
ま

り
、
連
携
が
強
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

竹
内
校
長
　
本
校
に
は
、「
学
校
の
教
育

活
動
は
み
ん
な
で
」
と
い
う
伝
統
が
教
職

員
の
中
に
育
ま
れ
て
い
ま
す
。「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
は
、
全
校
生
徒
を
５
つ

の
テ
ー
マ
ご
と
に
縦
割
り
に
し
て
、
全
教

師
で
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。「
み
ん
な
で

や
る
」
と
い
う
学
校
の
教
師
文
化
が
あ
る

か
ら
、
育
て
た
い
資
質
・
能
力
も
全
教
職

員
で
話
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。「
自
分
は
専
門
教
科
や
部
活
動
だ
け

を
や
れ
ば
よ
く
、『
総
合
的
な
探
究
の
時

間
』
は
関
係
な
い
」
と
い
う
考
え
に
な
ら

ず
、
結
果
と
し
て
一
人
ひ
と
り
の
負
担
を

削
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

協
働
的
な
教
職
員
の
風
土
づ
く
り
も
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
全
校
で
進
め
る

上
で
、
管
理
職
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

指
導
教
諭

瀬
島
美
穂
　

せ
じ
ま
・
み
ほ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
統
括
課
長
。
理
科
。

校
長竹内

成
長
　

た
け
う
ち
・
し
げ
の
ぶ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

２
学
年
主
任

吉
川
英
明
　

き
っ
か
わ
・
ひ
で
あ
き

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３

年
目
。
地
歴
公
民
科
。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
主
担
当

佐
堂
幸
代
　

さ
ど
う
・
ゆ
き
よ

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
英
語
科
。

岡
山
県
立
林
野
高
校

◎
20
年
の
伝
統
が
あ
る
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

は
、
全
教
師
が
か
か
わ
り
、
連
携
し
て
推
進
す
る
。

生
徒
は
１
人
１
台
の
「C

hrom
e book

」
を
所
持

し
「C

lassi

」
を
導
入
。
情
報
活
用
能
力
や
表
現
力

の
向
上
、
教
師
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
０
８
（
明
治
41
） 

年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
４
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、静
岡
大
、鳥
取
大
、岡
山
大
、高
知
大
、

北
九
州
市
立
大
な
ど
に
15
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

立
命
館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
75
人

が
合
格
。

◎U
R
L

　h
ttp

://w
w

w
.h

ayasin
o.o

kayam
a-c.

ed.jp/

学校教育目標
校訓　「すべては光る　個性の輝き」

SDGs（持続可能な開発目標）の中から選び
取ったテーマについて、地域社会に生きる自
分自身の、身近な問題としてそれを捉え直す。
さらに、同様の課題意識を持つ生徒が年次
を超えて協働し、それぞれの持つ知識を統
合／転移しながら、様々な立場の人々ととも
に持続可能な社会の実現を目指す。

◎課題設定の流れ
STEP1　探究活動に必要な知識・技能の習得

STEP2　フィールドワークを通した思考の深化

STEP3　課題解決策の発表とブラッシュアップ

STEP4　次年度の課題の確認と自己の学び
の振り返り

「総合的な探究の時間」全体計画

• 知識や技能を身に付け、活用することができる。
• 自己や他者を認め、協働することができる。
•見通しをもって社会や自然とかかわることができる。
• 多様な中から新たな価値を見いだすことができる。

育てたい
生徒像

＊学校資料を基に編集部で作成。

知識及び技能
• 必要な情報を広
い範囲から迅速か
つ 効 果 的 に 収 集
し、多角的、実際
的に分析すること
ができる。
• 課 題発見・課 題
解決型の活動を通
して、方法論として
の探究的な学習の
仕方や進め方、Ｐ
ＤＣＡサイクルを学
び、現在及び将来
の学習や生活に生
かすことができる。

思考力、判断力、
表現力等
• 異なる意見や他
者 の 考えを認 め、
特徴を生かしあい、
協働して課題を解
決することができ
る。
• 自分の考えを適
切に発信し、伝達
しようとすることが
できる。

学びに向かう力、人間性等
• 自ら目標を設定し、失敗を恐
れず行動に移し、粘り強く取り
組むことができる。
• 自己の興味・関心を引き出し、
深めようとすることができる。
• 課題の解決に向けて、多様
な 社 会 活 動に当事 者 意 識を
持って参画することができる。
• 自己の将来について具体的
に考え、夢や希望を持ち、そ
の実現に向けて努力することが
できる
• 魅力ある地域づくりに貢献し
ようとする

目標を実現するのにふさわしい
探究課題の設定

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

生徒が
分かりやすい
言葉

資質・能力
３つの柱にそって

整理

林野高校の「総合的な探究の時間」図１
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『ハイスクールオンライン』トップページ＞入試改革／新課程からアクセス

佐
堂
先
生
　
毎
時
間
、
活
動
内
容
だ
け
で

は
な
く
、
何
を
学
び
、
何
が
身
に
つ
い
た

の
か
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
振
り
返
ら
せ
、

成
長
が
見
え
る
積
み
上
げ
型
の
評
価
を
し

て
き
ま
し
た
。
教
師
は
振
り
返
り
に
コ
メ

ン
ト
を
丁
寧
に
書
き
込
み
、
生
徒
の
弱
い

と
こ
ろ
を
伸
ば
す
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
ま

す
。
20
年
度
は
、
観
点
別
学
習
状
況
評
価

の
実
施
に
向
け
、こ
れ
ま
で
の
活
動
・
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
、
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱

に
沿
っ
て
整
理
し
て
、評
価
項
目
（
図
２
）

と
年
間
指
導
・
評
価
計
画
（
図
３
）
を
作

成
し
ま
し
た
。
生
徒
は
活
動
の
途
中
で
大

き
く
変
化
し
ま
す
か
ら
、
ス
テ
ッ
プ
ご
と

に
多
面
的
に
生
徒
を
励
ま
し
、
一
人
ひ
と

り
の
成
長
を
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

吉
川
先
生
　
教
育
目
標
に
ひ
も
づ
け
、
資

質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
で
整
理
し
た
こ
と

で
、
生
徒
が
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

を
第
一
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。お
か
げ
で
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

は
、
生
徒
主
体
の
活
動
で
あ
る
と
教
師
間

で
共
通
認
識
が
持
て
て
い
ま
す
。
評
価
項

目
は
教
師
・
生
徒
が
共
通
し
て
持
ち
、
活

用
し
て
い
く
も
の
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

教
師
が
主
導
し
て
い
く
場
面
は
近
年
大
き

く
減
り
、
生
徒
に
は
「
自
ら
学
び
に
向
か

わ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
教
師
の
「
こ
う
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
と
、
生
徒
の
「
こ

う
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
ゴ
ー
ル
を

設
定
し
、
そ
の
成
長
を
適
切
に
評
価
し
て

い
き
た
い
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の
よ

生
徒
の
成
長
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
、

多
面
的
評
価
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

A2

う
に
資
質
・
能
力
が
育
ま
れ
て
い
る
か
を

把
握
で
き
る
観
点
別
学
習
状
況
評
価
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「総合的な探究の時間」で生徒に身につけさせたい力・姿を評価項目として明確化している。評価項目
は生徒と共有し、生徒は活動の度に成長が見える積み上げ式のグラフに記録していく。
＊学校資料を基に編集部で作成。

「総合的な探究の時間」の活動を資質・能力ベースで整理していたが、そこで育んだ資質・能力を適正に
評価する仕組みをつくるために、関西大学の黒上晴夫教授を招いた全教師参加の校内研修を実施した。
＊学校資料を基に編集部で作成。

ど
う
し
た
ら
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
、

資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

Q2よ
り
詳
し
い
内
容
は
、

『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』
で
お
届
け
し
ま
す
！

林
野
高
校
の
指
導
事
例
・
指
導
ツ
ー
ル
を
掲
載

関
西
大
学
・
黒
上
晴
夫
教
授
に
よ
る
「
探
究
の
在
り
方
」
動
画
解
説

4月中旬
リリース予定

２０年度「総合的な探究の時間」評価項目案（検討中・抜粋）図２

２０年度「総合的な探究の時間」年間指導・評価計画（検討中・抜粋）図３
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（株）ベネッセコーポレーション 学校カンパニー　教育支援企画部　教育情報センター
TEL 0120-350-455 お客様サービスセンター
（受付時間／月～金 8:00 ～18:00　土 8:00 ～17:00　／祝日および年末・年始を除く）

7/3
開催

PRESENTS

Webセミナーのご案内

生徒の前向きな学びを引き出す
指導デザイン

～新課程で求められる資質・能力を育成する指導と多面的評価～

新課程に向けて検討を進めていく中で、
指導や評価を具体的にどのようにデザインしていけばよいのかについて

お悩みの声を多くお伺いします。
今回のWebセミナーでは、そのようなお悩みに応えるべく、

新課程の情報整理や実践事例発表を予定しております。ぜひご参加ください。

お問合せ先

◎開催日時 2020年7月3日（金）　14:30～17:00（予定）
◎形式　Ｗｅｂセミナー（ライブ配信）
＊新課程を見据えた指導・評価について、学校全体で推進してい
くための工夫を、先進事例校にご発表いただきます。各学校にて、
管理職、教務ご担当先生、進路ご担当先生など、複数の先生方で
一緒にご参加いただけましたら幸いです。

◎参加費　無料
◎詳細・申し込み方法等　
　　　　　　　 ５月以降に改めてご案内いたします
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Reader ’s  VIEW　

自校に合った方法を検討する契機に
　２月号の特集を読み、「自校の現状分析→学校教育目

標の策定→指導」という一連の進め方には、多様な方

法があると再認識した。自校に合う方法を検討するよい

契機となった。 � 兵庫県　匿名希望

他校の先進的な取り組みに背中を押された
　２月号の特集を読み、本校の現状を再確認できた。

本校の学校教育目標は資質・能力べースになっていない

ため、様々な取り組みが同じ方向を向いていないと感じ

ている。まずは、生徒に育成したい資質・能力を検討し

て具体化し、それを生徒と教師で共有することから始め

たい。そのためには、全校でこの危機感を共有し、校長

のリーダーシップの下、取り組みを進める必要があるだろ

う。先進事例として紹介された学校の多くは、文部科学

省や自治体から研究指定を受けたことを好機と捉えて、

動き出していた。本校では新学習指導要領がきっかけに

なるだろう。探究学習にも意欲的な教師が増えている今

がチャンスだと思う。他校の先進的な取り組みに背中を

押してもらえた気がした。� 石川県　匿名希望

ベテラン教師のメッセージに共感
　２月号の特集で紹介された東京都立西高校の寺島求

もとむ

先生の２つのメッセージに大いに共感した。１つめは、

教師による学習事項の精選の重要性で、それはまさに経

験と結びつく面が大きい。２つめは、定期考査に対する

ゆるぎない姿勢だ。私も数年前から、定期考査後の最

初の授業で答案返却と詳しい解答解説を配布している。

香川県・私立大手前高松中学・高校　佐藤浩章

志の高いリーダーの育成を目指す
　２月号「指導変革の軌跡」の兵庫県立姫路西高校が

取り組む探究学習が参考になった。昨今の進学動向を

見ると、安全志向の生徒が多く、また、社会課題に取

り組み、新たな価値を創造するような意欲が希薄だと感

じる。防災や環境破壊、人口減少といった問題を解決す

る志を共有し、持続可能な社会のリーダーとなる人材の

育成に努めていきたい。 � 徳島県　匿名希望

連載を振り返り、活用したいツールを改めて発見
　毎号、「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」を自分

なりにしっかり読み込んでいたが、連載の５年間を振り

返った 2月号の同コーナーを読んだところ、活用したい

ツールが改めて見つかった。早速ダウンロードし、自分

で作成したワークシートの改善に生かしたい。

東京都立北園高校　鈴木公美

記事を参考に、研修会や会議を充実させたい
　「これからの会議・研修のあり方、つくり方」を毎号

楽しみにしていた。研修会や会議を充実したものにする

ために、今までの記事の内容を実践していきたい。

鹿児島県立沖永良部高校　小倉良太

2020 年2月号へのご意見

次号は 6月19日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2020 　 月号6

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版を電子ブックでご覧いただけ
るようになりました。ベネッセ教育総合研究所
のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最新号

『VIEW21』高校版が
電子ブックで
ご覧いただけます！

　岩手県立高田高校での取材を終えたのは夕暮れ時。少しずつ遠くなる海を背に、
取材陣はそれぞれの感想を語り合いながら、車で帰途に就きました。そうして話が
尽きた頃、金賢治さんからいただいたＣＤをデッキに入れました。すると、P.24
で紹介した、卒業生のために作った歌が流れ始めました。小雪が舞い散る街灯の少
ない山道。車中に流れるメロディーに、それぞれが思いを巡らせていたのが分かり
ました。こんなふうに誰かと音楽に耳を傾けるのはいつ以来だろう。長時間の運転
も寒さも気にならず、震災時に出身地の福島にいた私は、街一帯が停電し、人

ひと

気
け

の絶
えた真っ暗な道を歩いた当時のことを思い出していました。復興の槌

つちおと

音はいまだ止
まず、不穏なニュースも続くけれど、明日を信じ、今できることをしよう。心に宿っ
た温もりを絶やさず、大きな火にしよう。そう思い、今もCDを聞いています。（河野）

VIEW21　最新号 検索
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年前、前任校から下関南高校への人事異動が

新聞に掲載された直後、ある教え子からメー

ルが届きました。そこには、「先生、お疲れ様でし

た」という言葉とともに、「確か下関南高校の校訓は、

『日々に磨かん　智と徳と』でしたよね」と書か

れていました。その教え子が、なぜ他校の校訓をわ

ざわざ私に教えてくれたのか、その時は特に気にし

ませんでした。それよりも下関南高校で学ぶ生徒た

ちの気質はどのようなものかということに気持ちが

向いていました。それまでの私の指導は、生徒にひ

たむきさ、がむしゃらさを真正面から求めるスタイ

ルでしたから、そんな自分の指導が、次の学校でも

通用するのか不安だったのです。

　案の定、赴任当初はうまくいきませんでした。授

業中の態度について 1 人の生徒を注意したところ、

その生徒がほかの生徒と一緒になって「あの先生、

うるさい！」と、私に反感を抱き、生徒たちとの距

離が一気に広がってしまうようなこともありました。

前任校の生徒たちは、まだまだ教師としての経験の

浅い私の指導も、素直に受け止めてくれたので、反

発する当時の生徒たちに私は戸惑いました。

れでも、生徒たちの様子をじっくりと見てい

くと、この学校ならではの生徒特性が分かっ

てきました。その 1 つが、生徒たちの中にある、下

関南高校生としてのよきプライドでした。この学校

では、集団としてひとくくりで叱咤激励することで

全員を変えていくような指導は通じにくいのではな

いかと考えた私は、それまで以上に個別面談をする

ようにしました。そして、生活面や学習面の指導だ

けでなく、「そもそも、君は何を目標としてこの学校

に進学してきたの？」などと、高校生活の本質を問

う生徒との対話に一層重きを置きました。一人ひと

りと話すと、生徒は自分のことをよく話してくれま

した。そうして生徒と丁寧に向き合ううちに、どの

生徒も、心の中では自分の進路に対して真摯に向き

合おうとしていることがよく分かりました。その結

果、前任校とは違う、新しい指導スタイルが生まれ、

それに少しずつ手応えを感じるようになりました。

任して４年目を迎えた頃のある朝、校門を入っ

てすぐ右手にある校訓碑が目に入った時、「私

の求めていたものはここにあった！」と気がつきま

した。かつての私は、自分の指導観を信じていまし

た。そしてそれは、一人ひとりの生徒への「こうだ

ろう」「こうあるべきだ」という思い込みにもなって

いました。しかし、日々を丁寧に生徒と過ごす中で、

それぞれの生徒の事情がより鮮明に見えてきたこと

が、私をそうした思い込みから解放していきました。

生徒との向き合い方は１つではない……実感を重ね

るほど、私は指導の場面で迷うことが多くなってい

ました。そして、不思議なことに、そんな自分のあ

り方を心地よく認められるようになりました。

　生徒と信頼関係を築くためには、「日々に」生徒を

見つめ、耳を傾け、語り合うことが大切だと、本校

の校訓が気づかせてくれました。残り少ない教員生

活を、これからもこつこつと地道に頑張っていきた

いと考えています。

No. 019
山口県立下関南高校

松村成通先生
まつむら・しげみち

◎教職 歴 31 年。同校に赴任して 14 年目。
進路指導部部長。担当する地理の授業で
NIE(Newspaper in Education= 教育におけ
る新聞の活用）を実践するなど、キャリア形
成の土台としての思考力や表現力、主体的
に学習に取り組む態度の育成に注力する。

山口県立下関南高校　全日制／普通科／共学／１学年約 140 人／ 2019 年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、千葉大、神戸大、
岡山大、山口大、九州大、下関市立大などに 65 人が合格。私立大は、青山学院大、法政大、関西学院大などに延べ 127人が合格。

14

着

そ

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。
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先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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新課程に向けて描く「学校教育デザイン」

福岡県立小倉商業高校
主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

現代文　東京都立戸山高校　美田　恵

指導変革の軌跡
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